
[image: 魔法世界の受付嬢になりたいです　１]


アリアンローズ

　魔法世界の受付嬢になりたいです　１


著者　　　まこ




イラスト　まろ




[image: ]

[image: ]


目次

　　プロローグ

　　受付嬢になれるまで

　　受付嬢になれるまで・王国魔法学校編

　　ハーレ就業編・一

　　ハーレ就業編・二

　　ハーレ就業編・三

　　番外編　ある日の授業風景・四年生


　この作品はフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などに一切関係ありません。


　プロローグ

　青く澄み渡る空を見上げれば、巨大な島がぷかぷかと当たり前のように浮いている。

　私がここから見るその景色は、生まれたときから何も変わらない。

　さらにそのまた遠くを見てみれば、大きさの違う島が同じように浮いているのが見える。

　もちろん、それも変わらない。

　そして私が将来なりたいものも、小さい頃から変わることはない。




『真っ白な魔女は、どこへ行くのかな』




　この世界の全てを知りたかったあの頃。

　真っ白な己の世界に色が欲しくて。

　色んな色が欲しくて。




　導かれる先は、赤い一つの光。

　私は今、何色に染まっているだろうか。


　受付嬢になれるまで

　生まれたときから、私の周りは魔法で溢あふれていた。

　お母さんが弧を描くように指を振れば、たちまち物が浮くし、お父さんが呪文を唱えれば、指先から炎が出てきて悪い魔物をやっつけてしまう。とっても格好良い。

　それから隣に住んでいるおばあさんは、花壇の花に魔法をかけて、毎朝歌を歌わせたりと随分賑にぎやかだ。向かいに住むおじいさんはそれに対抗してか、自分の畑の野菜に魔法をかけて、毎朝おばあさんへ当てつけるように歌を歌わせている。

　けれどおばあさん家ちの花よりいくらか低い声になっているので、予想に反して良い合唱になってしまっていることに本人は気がついていない。

　じゃあ、と私も皆のマネをして指を思いきり振るわせてみる。えいっ、と右に左に上に下にブンブン振ってみる。跳び跳ねてもみる。その甲か斐いあってか、よし、どうにか風は起こせているみたい。……だって前髪が浮いたもん。

　でも物は浮かないし、炎は出ない。花は歌わないし、合唱はできない。

　というかそもそもあの頃の私は、呪文なんてまともに知らなかった。

「ナナリー、そろそろ出るわよー」

「はーい！」

　部屋の窓から空に浮かぶ島を眺めていた私は、お母さんの声を聞いて窓から顔を離す。

　今日から王国の魔法学校に行かなくてはならないので、私は今その準備をしている最中だった。荷造りはついさっき済ませたけれど、全寮制の学校なのでおいそれと家には帰ってこられない。忘れ物がないか、見落としがないか心配だ。

　まぁ忘れてもそんなに重要そうなものはなかったので、気にしなくても良いのかもしれない。

　それに、帰ってこられないとは言っても長期休暇があるらしいので、一度も帰ってこられないわけではない。何か必要なものができたらその時に調達すれば良い。

　私は今十二歳だけれど、十八歳までの六年間その学校に通わなくてはいけない。

「さてと」

　薄汚れた白い壁。けして綺麗だとは言い難がたいガタガタの木製の本棚。窓の近くにある机の上には、村の学舎でお世話になった教科書達が箱に入れられている。

　簡易な寝台の上からは、昔今よりもっと幼い頃お姫様みたいな天てん蓋がいの寝台に憧れていた私のためにと、お父さんが錆さび付いた釘で天井に貼り付けたシーツが垂れ下がっていた。

　母に昔ねだった熊のぬいぐるみは、茶色い衣装箪だん笥すの上から私を見下ろしている。

　纏まとめていた荷物を持って部屋から出て、一枚布でできた青いワンピースの裾をパンと伸ばす。

　それからクルリと反転し、暫しばらく部屋の主がいなくなるこの空間を目に焼き付けて、私は母の許もとへと急いだ。







　ドーランという王国にある小さな村。

　お母さんは考古学者で、お父さんは破魔士という組み合わせのもと、私ことナナリー・ヘルはそこで生まれて育った。

　貴族でも商家でもない、ごく一般的な家庭で、まわりもだいたいそんな感じだった。

　ただ一つ珍しいところがあるとすれば、お母さんが考古学者という点ぐらい。最近はそうでもないけれど、昔はけっこうあちこちを回って遺跡などを調査していたらしい。

　一方でお父さんの職業、破魔士というのはこの国、この世界ではごく一般的な職業で、ハーレという魔導所で魔物退治やその他多種多様な仕事の依頼を受けては、報酬を受け取るということを主としている。一定以上の魔法を使えなければなれなくて、その実けっこう危険な職業でもあった。依頼によって簡単な仕事だったり難しい仕事だったりするけれど、難しいほど報酬は高い。

『おとーさん早い〜』

『今からそんなんじゃ駄目だぞナナリ〜』

　昔、お母さんのほうは一度もないけれど、お父さんの仕事には二度くっついて行ったことがある。

　いつも何してるの、どこに行ってるの、あれは何の島なの、何のお仕事なの、とチビッ子特有のなになに病が発病していた時期だった。世界のなにもかもが知りたくなって、近くの大人に聞いて回っては随分困らせていたと思う。隠すのが上う手まいのか、お父さんはぜんぜん顔に出さなかったけれど。今思えばかなりうっとうしい子供だった、と自分でも思っている。

　ついて行ったのは比較的簡単なお仕事の時で、報酬は二十ペガロとかそのくらいの依頼の時だった。二十ペガロがどのくらいかと聞かれたら、一日の食費分くらいというところ。

　ハーレというのは仕事を提供している役所みたいなところで、破魔士達が日々出入りしている場所だった。

『ようこそ、小さなお嬢さん』

　初めての場所にワクワクしていた私は、ハーレの中の内装に夢中だった。だって真面目でカッチカチとしたところなのかと思えば、お父さんがよく行く酒場のような雰囲気で全くの逆。床も壁も木の板で、温かみのある情景。食事をするところもあるのか、香辛料の香りが混ざったお肉の良い匂いもしていた。

『子連れでも良いのあるかい？』

　そんな私が色々なものに気をとられている中、お父さんは仕事の依頼を受付のお姉さん？　に探してもらっていた。随分時間がかかっていたけど、お荷物の子供を抱えて仕事しなきゃならないのだから、選定は難しかったんだろう。と今は思う。

　そして決まったのか、お父さんに手を引かれた私は受付の人に「いってらっしゃい、お気をつけて」とお決まりの文句を言われながら、笑顔で手を振り返した。

　依頼内容は、確かおばあさんの畑仕事の手伝いで簡単なものだった気がする。

　意外にも早く終わってしまい、もっと凄すごいことを想像していた私はちょっと落胆していた。

　家でやっていることと、なんら変わりがなかったから。

『お帰りなさい、お疲れ様ですね。ちっちゃなお姉さんも、お仕事お疲れ様でしたね』

　それで依頼をこなしたお父さんとハーレに帰ってきた時だった。

　私達に向かって、事務的にだろうけど挨拶をして迎えてくれたこの受付の人の笑顔が、なぜか私の中で一瞬酷ひどく反はん芻すうされた。

『……？　どうされました？』

『ナナリー？』

　詳しく説明しろと言われても自分自身よく分からない。一目惚れみたいなものに近かったのだと思う。

　とにかく小さい私にはお姉さんが輝いて見えた。

　危険な依頼であろうとチンケな依頼だろうとなんだろうと、顔色を変えず書類を渡す凛り々りしい姿。

　行く時は『いってらっしゃい』と、報告しに帰ってきた時は『お帰りなさい、お疲れ様です』と笑顔で迎えてくれる。

『わぁっ』

　そしてそれを目まの当たりにした私は、キラキラした瞳でお姉さんを見ていた。

　依頼内容を必死でこなしてきた父ではない。

　隣のカウンターで、難しい依頼をこなしたと自慢している大男にでもない。

　ただ、いつも変わらずそこに座って待っている彼女を見て、ふつふつと私の中に沸き上がったのは憧れの感情。

　ハーレのカウンターでお姉さんを見たままピクリともしなかった私を、ズルズルという効果音を背景に引き摺ずって帰ったお父さんには、お前疲れたのか、と勘違いされた。

　憧れとかというものは、憧れたいから憧れるわけじゃない。

　気づいたら憧れているのであって、急に湧いてくるものなのだと思っている。

　やりたいことだってそうだ。

　だから将来の夢が花屋さんだったとしても、何かの拍子で料理人を目指したくなったりすることもあるだろうし、違う何かを選択することもあるだろう。

　それが私は、たまたまあの受付の人のようになりたい、ということだっただけ。不思議に思うこともなにもない。ただなりたいだけ。

『わたし、あのおねえさんみたいになる！』

　それから私は将来のなりたいものが『受付のお姉さん』になった。けして派手じゃない、けどいなくてはならない存在。

　でもお父さんとお母さんにそのことを話せば、なぜか必死で止められた。

　理由は、魔法から勉学すべてにおいて優秀じゃなきゃいけないからだと言う。魔法での戦いができて、王国の魔法学校で上位に入れるくらい頭も良くて、全てを兼ね備えた人だけがあそこの働き手になれるのだと。

　でも私はそれを聞いて、より一層憧れてしまった。

　だってあんな淑しとやかなお姉さんが魔法で戦えるすべも持っていて、尚なお且かつ頭が良いなんて、かなり格好いい。

　だから私は二人を納得させるために、たとえ村の学舎と言えど一番になれるように頑張った。学舎の中の資料室に籠こもりきりになって、できない魔法をひたすらどうすればできるようになるのか理解を進めながら挑戦したり、魔法陣に詳しいお母さんから魔法陣の作り方、創作の基本などを教わったりなど目標があるというだけで、勉強への身の入り方が随分違っていた気がする。

　おかげで学舎ではいつも成績は一番になれていたし、魔法については子供が学ばなければならない一般教養は身に付けられた。

「あんたはまだ使い魔もってないから、この馬車に乗りなさい」

「うん」

「風邪ひくんじゃないわよ？」

「わかってるって」

　学校に行くために、無人の空飛ぶ馬車に乗る。

　空に浮かぶ島へ行くにはそれしか方法がない。使い魔を持つ人間は別なのだが、そういう人はある方法を使ってひょいっと行けてしまう。私のお父さんは使い魔をもっているけれど、親が子供を島に送るのは許可されていないのでできない。

　それにこれはお母さんがこの日のために、と魔法で作ってくれたモノだ。

　一見すれば馬が箱車に繋つながれた、何の変哲もない茶っこくて汚らしい馬車。だけど目的地を書いた紙を馬に食べさせれば、その四肢は宙を舞って乗った者をその場所へと送り届けてくれる、という立派な魔法の馬車だ。

　帰りは馬に家へ帰るようにという紙を食べさせればいいので、けっこう便利。

「行ってきます！」

　馬車に紙を食べさせて出発する。

　下に視線をやれば、手を振るお母さんがだんだん小さくなっていくのが見えた。

「乗り心地いいなぁ。さすがお母さんの馬車」

　ドーラン王国の上には王様の住む島、『王の島』が浮いている。

　どこの王国もそうで、王様の城はその島にあり、国の上空に浮いているのが当たり前だった。

　だけどその、浮いている理由は詳しく知らない。

　大人達に聞いても皆曖昧で、皆意見が違う。

　私が村の学舎で習った一説では、魔物が今より膨ぼう大だいな数で好き勝手に暴れ回っていた時代に、国の誇りである王族を少しでも危険から遠ざけようとして、昔の偉大な魔法使い達が地ごと城を空中へ飛ばして守ったから、なのだと教えてもらっていた。

　一説だから他にも諸説があるのだけど、だいたいはこんなもんだった。

　そしてその王の島には今や、魔法学校なるモノができている。歴史はそう浅くなく、お父さんも行っていた所。破魔士になるためにはこの学校を出ていなくてはならないし、それを目指していた彼が行くのは当然のことだった。

　それに王国の騎士になりたい人や、魔法を本格的に学びたいという人が、ここにはやって来る。ハーレみたいな所で働くにも、ここの学校の卒業資格がいる。

　普通の学舎でも魔法はある程度学べるけれど、その規模は全く別物だ。言ってしまえば、家庭料理を習うのではなく超一流高級料理を習いに行くようなもの。

　中でも学びに行くのが多いのは貴族の子供達で、親が公爵、伯爵など爵位のある人達だった。

　そんな彼らは、半強制的に魔法学校へ行かされると聞いている。行きたい者も行きたくない者も。

　貴族は自分達の領地を他からの侵略から守る義務を持っていて、言ってしまえば軍事的な仕事を担になっている。経済面からの領地運営ももちろん仕事だけれど、主にやらなければならないのはそういうことだ。魔物も少なくない昨今、領地の主である彼らは強くならなければいけないらしい。

　貴族ってたいへんだ。

　ただピラピラした服を着ているだけじゃないのだ。

「わー！」

　馬車から王の島のお城が見えた。

　白亜の宮殿は、絵で見ていた物よりもずっと美しかった。あそこに王様やお妃きさき様が住んでいるんだなぁ、と思うとそれだけでワクワクする。

　そしてその手前には城よりもまた幾分か小さい、けど自分の家より遥かに大きい建物があった。おそらくあれが魔法学校なのだとお見受けする。

　母から渡された島の地図によれば、城を中心にしたこの島は、それを囲むように建造物が建っていて、円状に臣下達の一部が住む城下、その脇に魔法学校の校舎があると記されていた。

　いよいよ受付のお姉さんに近づける第一歩を踏み出せる。

　これからの学校生活に思いを馳せながら、私は胸の前で手を握った。


　受付嬢になれるまで・王国魔法学校編

　ドーラン王国魔法学校に入学して早一週間。

　勉強はもちろん今までと違って、物を浮かすだとか動かすだとか初級の魔法ではなかった。

　ここでは戦闘系の魔法、攻守魔法やその他雑学を学ばされている。一年生だからといって初級はやらない。さすが超一流高級料理教室。

　あ、違った。魔法学校。

　ここの魔法学校へ来るまでには、それぞれ皆一定の魔法を学習していなければならないのだけど、私は村の王国公認学舎に通っていたので、初級なんかは楽勝にできている。そうじゃなかったらこんな所に来たりしない。まずできなかったら入学もさせてもらえない。

　魔法学校には、いちおう入学試験というものもあるのだ。

　物は浮かせられるか、明かりの魔法を使えるか、本を見ずに最低五つの魔法陣を完璧に書くことができるかなど、他にも魔法の試験でできなくてはいけない事項が大量にある。魔法だけではなくドーランの地理や法律などの社会の常識、一般知識も覚えていなくてはいけない。学舎で学んでいない魔法も出ると父から事前に聞いていたので、両親に付き合ってもらいながら入学のため自分のために、毎日ひたすら学舎での勉強、家での自主勉をしていた。

　手が震えるほど教科書や資料を読み漁っていた私を見て、両親が強制的に私を寝台へ寝かせたこともあった。

　良い思い出である。







「みなさん、この間の舞踏会はいかがでしたの？」

「わたくしは行くことができませんでしたわ。ヘイティは行かれたのでしょう？」

　さて。

　学校に入学して、まず第一印象はどうかと聞かれたら……キラキラした生徒が多いなぁ、という感じだった。

「あと半年もあのような場へ行くことがないのだと思いますと、逃のがすわけにはいきませんもの」

　貴族の女の子達が教室の中で雑談を交わしている。

　やっぱり一般家庭の人間より貴族のほうが多く、服装も制服ではないので落差が激しい。

　服は家から色々と持ってきていたけれど、比較的動きやすい物をと選んでいたので、見た目はたいして気にしていなかった。

　今日も膝下丈の質素な青いワンピースに、茶色の革ベルトを腰に巻いて登校している。

　このベルトは小道具を引っ掛けたりすることもできるように工夫してあるので、実用性もバッチリ。

　そうこれが、私のような平民の子達が学校に行く時の普通の格好なのだ。村の子達も皆そうで、動きやすく利便性もある、平民特有の機能的な服装。魔法を学ぶだけなのだから、貴族様と言えどフリフリのドレスや高そうな靴とか履いてくる人なんていないよね、なんて思っていたし。実技など身体を動かす授業で汗もかくだろうし、汚れるだろうし、ないよねって。

　いや正直。貴族、舐なめてた。

　貴族の女の子は裾の長いドレスを着用していて、種類や装飾は違えど高貴な雰囲気を漂わせている。私みたいに足なんて見えない。私みたいに。

　それにドレスはフード付きのパフスリーブが肩にある可愛い物から、むしろ肩を出しているお色気満載な物まで様々と、私は何かのパーティーに紛れ込んでしまったのかと目眩めまいを覚えた。

　男の子のほうも男の子で、ズボンにブーツ、上はシャツにベスト、そのまた上に裾の長い上質なコートなどを羽は織おっている。紳士服だ、あれは。

「おほほほ」

「はははは」

　あれ、私は何かのパーティーに……げふん、ここは教室、ただの教室よナナリー。

　校舎の中は良い意味で古くさくて、真新しい感じには見えなかった。まぁ、だいぶ昔からあるらしいので仕方がない。

　窓はあるけれど湿っぽく、暑い日には涼しげだけど寒い時にはもっと冷たくなりそうな雰囲気。

　それでも廊下や教室の天井は高くて、なんだか大金持ちのお屋敷のようだった。

　言ってしまえば王様の真っ白なお城がちょこっと薄茶色くなって、ちょこっと劣化したみたいな外装と内装……いいや、それは言い過ぎかもしれない。そこまで豪華じゃない。でも、それくらい豪華な感じはする。もちろん良い意味で。

　そんな豪華絢けん爛らんなものに囲まれている私だけれど、私みたいな他の庶民の出の存在も忘れてはいけない。

　一学年ごとに三つの組に教室が分かれていて、私達の学年の人数は男女合わせて百五十人。男女比は一対一で、七十五人ずつだ。そして百五十人の内平民は五十人ほど。ひと教室は五十人となっている。平民が三分の一で、割合は少ないけれど私だけではないのだ、心もとない思いをしているのは。

　よれた上うわ衣ぎを着ていた男の子を見かけたし、ここは一つ声を掛け合ってこの取り残された感じを共に乗り越えて行こうじゃないか、仲間として。

　……それでもこの教室には、一般人が私を含めて二人しかいないのだけれど。

「この俺達が庶民と勉強しなくちゃならないとはな」

「あら、でも昔はもっといたらしいわよ？　今では貴族が大半だけれど」

「でも隣の教室なんて、半分くらいは庶民じゃない。庶民も多いわよ」

「どうせならこの教室は全員貴族にしてほしかったですよね」

　貴族の子達の会話がうっすら、どころじゃない音量で聞こえてきた。ハッキリ誰がどう言っているのかが分かる。

　左斜め前方にいる男女の集団だ。

「なんで二人余計にいるんだか、ねぇ？　皆さん」

　あちこちから視線が刺さる。

　ふん、そんなの私だって思っている。なんでこんなに人数が偏かたよっているんだろう、と。

　隣の教室には庶民が半分以上いるのに、私の教室には自分を含めて二人しかいない。どうなっているのこれ。いっそのこと貴族と庶民を分けてくれれば良かったのに。

　先生達は何を思ってこんな教室分けを……。

　お陰様で、貴族達の格好の嫌味の対象になっている。

「あんな服で可哀想にねぇ？」

「本当、居にくいでしょうに」

　クスクス笑い声が聞こえる。

　くそう、わざと聞かせてるなこんちくしょうめ。

　でも私にはそんなもの効かない。心は病やんだりもしない。こんなところで挫くじけて堪たまるか。

　それに今に見ていろお前達、成績一番になって『あら、お貴族様じゃござぁ〜せんか。あらあら庶民の私より成績が悪いの？　あっ、いけない。悪いん、で・す・の？』って絶対言ってやる。

　いつのまにか上位をとるどころか一番を目指す目標ができたけれど、いい機会だ。どうせ上位を目指すなら一番を目指したほうがやる気がわく。

　よし。卒業する頃には高笑いがオッホッホと上手くできているようになっておこう。

「……はぁ」

　机に頬杖をついて、私は教室を見回す。

　斜めから、まぁ下品だわ、なんていうお声が上がったけれど無視、無視。

　教室の窓は私の今座っている席から向かって左側にあり、机は階段みたいに後ろに行くたびに高くなっていく作り。

　教室の天井には、丸い光り物がプカリと行儀よく並んでいるのが見える。あれが照明なようで、随分変わっているなと最初は思った。照明の魔法はいくつか知っているけど、私が知る限りあんなものは一度も見たことがない。

　たぶん魔法道具の一つなのかもしれない。

　この教室での私の席は、階段を登って二十段目の机がある席だった。結構高さがあって最初は戸惑ったけれど、今にしてみれば教室を一望できて、良い観察場所になっているのだと思う。目立たないし。

　とか言っても、質素な民族衣装のせいで貴族の目は突き刺さってくるのだけれど。

「アルウェス様、あの、そこの庶民を移動させて、お隣よろしいですか？」

「貴女あなた抜け駆けするおつもり!?　ロックマン様にお声を掛けるなんて、貴女身分は男爵家でしょう？」

「そう言ったら、マリス様こそアルウェス様より身分は低いですわ」

「アルウェス様、マリス様やナーラ様は措おいておいて、今度私の屋敷へ遊びにいらっしゃいませんか？」

「ちょっと！　貴女もわきまえて」

　頬杖をついているほうの手で耳を塞ふさぐ。

　休み時間だからって、まぁキャーキャーとうるさいものだ。つい最近まで通っていた学舎も、休み時間の声は大きくなるものだったけれど、そこの女の子達はもっとキャッキャと可愛げがあったのに。

　なんだか肉食獣の血肉の争いを見させられている気分だ。

　これをさっきの子達みたいに、左斜め前方あたりで好き勝手言ったりやってくれていたら良かったのだけど、なんと隣だから困っている。

　キラキラのドレスも目に刺さって痛いし、許されるなら目隠しをしたい。

「アルウェス様！」

　女の子が目元を赤くしながら瞳を輝かせて両手を組む。

「どうかわたくしをお隣に置いてはくれませんか？」

「ちょっとマリス様！」

　さて、お気づきだろうか。

　今彼女達は、ある男の子を取り合っている。まるで甘い蜜みつへ群がるように、そこに執しつ拗ようにくっついて離れなかった。

「そういえば、この前はマリスの屋敷に遊びに行かせてもらったよね？　美お味いしいお茶をありがとう」

「まぁ、いいえ。またいらしてください」

　マリス、という貴族の女の子がほっぺを赤く染める。

　それを見た残りの女の子達は、どこに持っていたのかハンカチーフを一斉に取り出すと、先っちょを噛かんで引っ張り『キィィー！』と悔しげな声を出し始めた。

　私はいかにもな所作に感心する。あんなのやってる人、ここに来て初めて見た。

　庶民に対するあれこれはどうかと思うけれど、こう見ている分には笑える所がちょいちょいあるので楽しかったりはする。

　彼女達に言ったら、制裁を食らいそうだから言わないが。

「ナーラ、君の所にも休暇に入ったらお邪魔しても良いかな？」

「わ、わたくしですか？」

　すると、今度は隣の女の子が頬を上気させる。

「ゼルタも休暇近くなったら話そうよ」

「アルウェス様！　楽しみですわね」

　ナーラという女の子を見て鬼の顔をしていた子も、パッと明るくなった。

　変わり身が早いな。もしかしてあれも魔法なのか。

　男の子が、だからまたね、と言うと皆大人しく席に着いていった。

　さっきまで喧やかましかったのが嘘みたいに、魔法にかけられたように戻っていく。皆ウキウキ気分で。

「……」

　隣の男の子をじっと見る。

「なに？」

　なんかコイツ、やっぱり苦手だ。

　見た目がと言うのではなくて、いや、今私に向けている顔だってそうかもしれない。

　さっきまでニッコニコと女の子達に向けていた笑顔は何ど処こへやら。なに？　と私に向けてくるその顔。無表情でいけ好かないったらありゃしない。切り替えの早さも恐ろしい。

　別に、こっちにまでニコニコ笑顔を向けられても、それはそれで気持ち悪いのだけれど。

「何ずっとこっち見てるの気持ち悪い。ついでにそんな仏ぶっ頂ちょう面づらしてるとブスになるよお前」

　ブチッ。

「くっ……」

　今、頭の血管が切れたのは無視しよう。

　コイツ、見た目は確かに悪くない。悪くないと言うか、世間一般的な意見を言わせてもらえば、かなりカッコいいんだとは思う。一般論を言えばだ。

　背も同じ十二歳？　というくらい不自然に高いし、二つくらいは年上に見える。同い年の子にはあまり見えない。

　黄金のような蜂はち蜜みつ色の指通りの良さそうな髪、赤い色の瞳、筋の通った鼻、薄い唇、色素が薄いゆえの白い肌。

　人間、顔の部品の配置次第で運命が決まると言っても良いくらいだと思う。コイツの場合はすべての部品が、誰かが絵を描いたようにうまく収まっていて、所謂いわゆる『美形』という類たぐいだった。どうせ女の神様が、好みの男でも作ったんだろうって言うくらい。

　全身を黒で統一させている服も似合っていて、女の子が好きそうな甘い顔つきだった。男なのに少女のような面影がある。

　でも何より、私にとってコイツは。

「チッ、今に化けの皮が剥はがれればいい」

「化けの皮？　そんなものはとっくに破れてるし、この態度を知ってて寄ってくるんだ。仕方がないでしょ馬鹿娘」

「このクソ男」

　視線がバチッとぶつかった。歯をギシギシと噛み締める。


[image: ]


　アルウェス・ロックマン。

　コイツを一目見た時から、私はなぜか闘争心が掻き立てられている。何がそうさせるのかは、あんまり分からないのだけど。

　隣の席になったのは仕方がない。先生が決めたことだし、最初はこんなにむかつく奴だとは思ってもいなかった。顔が綺麗な男の子だ、と単純に思ったくらいで。

　でも、それでもどうしてかこの存在に負けられない気持ちが生まれていて、自分でも本当に奇妙な気分だった。

　本能ってやつなのか、これは。

　敵か味方かを嗅かぎ分ける何かがあるのか。

　それに相手も相手で、席が隣になった私に対して開口一番、

『手遊びをしよう』

　である。

『……は？』

　なんだコイツ、とは思ったけれど、初対面の相手にどうこう言うほどの勇気は持ってないので素直に受けた。それに服装はまんま金持ちの格好その物だったし、下へ手たに怒りは買えない。

　そしてその勝負の結果は、私がグーで相手がパーで、私の負けだった。

『僕の勝ちだ』

『なっ』

　いつ恨みを買ったのか分からないくらいに、ニヤリとした黒い、どす黒い笑みを向けられる。というか本当に目のまわりが黒かった。

　たかが手遊びで負けただけなのに、この異様なほどの敗北感。なにアイツ。

　あぁ、とても解げせぬ。かなり解せぬ。

　それからしばらく、教室の席に着けば私はじゃんけんを挑んでいた。相手も拒否をしないのでやり続けたけれど、勝敗は私が五十三勝五十四敗で未いまだ負けている。

　そもそも、なんであの時アイツは私に手遊びで挑んできたのか。

　けれど今の私にとっては、そんなことなんてもうどうでも良い。ただ負けるのだけは嫌だ。

　今思えば、闘争心が湧く大半の原因はこの勝負のせいなのかもしれない。

　とにかく、私にはコイツに勉強でもなんでも一切負けたくない、というライバル心が芽生えている。

　しかも先生の説明によれば、教室替えや席替えなどは今後一切行わないのだそうだ。

　つまりこの先六年間、私の隣にはコイツがずっといる。嫌でもいる。

　勉強をいくら頑張ったところで、運ばかりはどうにもできない。神様がもしいるならば、これはその神から与えられた試練なのだろうか。

　絶対に負けるものか。

「あ〜あ〜野蛮。この調子で王子にも近づかれたらたまったもんじゃない。別にいいけど」

「どっちだよ！」

　王子になんか近づくか！　と叫ぶ代わりにそっぽを向く。

　この教室にはドーランの第三王子も通っている。名前はゼノン・バル・ドーラン。ロックマンが美少年と言われるなら、王子様は男前という感じかもしれない。黒髪黒目で、眉まゆ毛げも凛々しい。どっちも顔が良いのには間違いないけれど、私はどちらかと言えば王子様のほうが好ましい。黒い軍服のようなカッチリとした服装も、勇ましそうで格好いい。

　そして黄金期なのかなんなのか、今年は貴族内でも有力な家の子達が揃そろっているらしく、女の子は皆キャアキャア騒いでいた。

　私は嬉しくない。

　肝心の王子様はこの席の前に座っている。この王子のファンの子達は、ロックマンのファンに比べて遠巻きに見ているような感じだった。王子ともなると、おいそれと近づくのにも勇気がいるのだろう。そして金髪のコイツはその護衛なのか分からないけれど、いつも一緒にいる所を見かける。

　お互い軽口をたたいている姿も、席が隣のためか嫌でも視界に入ってくるので、第三者視点では普通に友達に見える。

　まぁ別に、どうでもいい内容だけど。

「なにあの子。アルウェス様と隣だからって話なんかして」

「あの子こそ弁わきまえて欲しいわ」

　クッソ絶対高笑いしてやる！

　楽しみにしているがいい！
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　学校に来て半年。

　授業はなかなか充実していて、勉強を沢山したい身としてはとてもありがたかった。

　一人の先生が教えるのではなく、専門分野ごとに違う先生が教えてくれているので分かりやすいし、なにより深く質問してもその分野を知り尽くしている人達だから、答えが返ってこないことがない。

　いゃぁ、ここに入学して良かった。

「おはようニケ」

「おはようナナリー。……あなた髪の毛グシャグシャよ」

　もう女の子なんだから！　とニケが白を基調とした洗面台の前で、髪をとかしてくれる。

　まだ寝巻きの私と比べて、彼女はもう服に着替えていた。黄色のワンピースが目に眩まぶしい。

「ありがと」

　鏡に映る彼女の顔を見ながら、お礼を言った。

　このニケという女の子は、私と同じ寮の部屋で暮らす一般人の女の子だ。ブロンドの髪が綺麗で、可愛いと言うより美人さん。けれど本人は可愛いと言われたいらしくて、普段から二つ縛りであった。

　でも見た目はどうであれ、そんな所が可愛いなと私は思う。

　彼女とは最初こそ会った時はお互いぎこちなかったけれど、半年も経たてば自然と打ち解けていったし（同じ部屋だし）、今では学校内の庶民の子達ともほぼ友達状態だった。

　教室替え席替えと同じく、部屋割りも六年間変わらないようなので、仲良くできたことにホッとしている。

　やはりなんというか、一般人ゆえの結束みたいなものもあって、教室は違えど志は一緒、みたいなところもあった。

　志は言わずもがな『打倒・貴族』。

　皆胸に手を当ててただその一点の星を見つめている。

「なに、まーたニケがお母さんやってるの？」

　同じ部屋のもう一人の子ベンジャミンが、赤い波打つ美しい髪を撫で付けながら、洗面台にやってくる。

　結構露出度の高い服装な彼女。足を惜しげもなく出しているベンジャミンの腰には、緑の布が巻き付けられて垂らされていて、見た目だけだとお姉さん、という感じの女の子だった。足が細くて綺麗な子。

　女子寮に入った私は、ひと部屋三人で過ごしている。

　寮の中では貴族と一般人は区別されていて、私とニケを抜いたあとの一人、ベンジャミンももちろん一般人の女の子。

　でも区別されているからと言って部屋の内装も違うということはないらしく、同じ館、同じ階に貴族はいるし、ただ一般人と貴族を同じ部屋にしていないだけらしい。

　正解だと思う。

「ナナリーは勉強より、絶対女子力つけたほうがいいわよね」

　ベンジャミン、うるさいぞ。

「それより二人とも、大食堂の朝ご飯、早く食べに行かなきゃ時間ないわよ」

「嘘っもうそんな時間？」

　ベンジャミンの言葉に、私はニケの手から頭を離す。

　まだ梳すかし終わっていない、とニケから不満げに言われたけれど、触ってみればなかなか心地のよいさらさら髪になっていたので充分だった。

　完全な黒じゃない少し焦げ茶がかかった私の黒髪は、お陰さまでツヤッツヤ。

　持つべきものは女子力溢れる友達だ。







「んーおいしい」

　三人で歩いて、大食堂に着く。

　そこは食堂に「大」がついているだけあって広い所だった。朝食時には色々な学年が入り交じっていて、最高学年から一年生の私達までと多いから丁度いい。

　料理は食べ放題形式で、好きな物を皿に取ってから自由に席へ着く。食事台は横長だけれど三テールはないくらいで（一テールは成人男性の片腕くらいの長さ）、それがいくつも規律よく並んでいた。

　私達は野菜や主食を皿に盛ると、大食堂の扉の近くの空いている席に座る。

　天井は硝子がらすになっていて、島の空がよく見えた。

　開放感があって良い。

「ベンジャミン！　それ私が持ってきたやつ！」

「早く食べないからこうなるのよーん」

「こンのやろう！」

「ちょ、汁飛ばすんじゃないわよ！」

　兎うさぎ鳥どりの揚げ焼きを鋭利な食器でブスリと刺す。私の好物だ。

　兎鳥と言うのは、長い耳の生えた水色の鳥の名前。

　毛色が水色の理由は、あまりにも人間や他の生き物から狙われるので、敵から見えにくいように空の色と同化するように進化したため、なのだそう。

　兎鳥もたいへんだ。生きるためにこんな色になって。

　でも肉汁たっぷりで美味しいのがいけない。

「服についたじゃないの！」

「わ、ごめん」

「あぁ〜ん服がぁ」

　ベンジャミンの緑の腰巻きに、兎鳥の肉汁が飛んだ。綺麗に横に真っ直ぐチョンチョン、と付いている。我ながら芸術的に付けられたものだ。

　しかし、どうしてくれる高かったんだぞ、と鬼の形相で迫ってくる彼女にしてみればそんなことはどうでも良い。段々声も萎しおれてきて元気がなくなってきた。

　これはいよいよキレるのも時間の問題かもしれない。

「なんでこんな所に、そんな汚したくない服装でくるのよ。汚したくなきゃどうでも良い服を着て来なさい」

「なんてこと。ニケが冷たいわ」

「う〜、でもベンジャミンごめんね、あとで綺麗に汚れの落ちる魔法の勉強しとくから！」

「プッ。そこまでやんなくていいわよ」

　この学校に制服はない。あるのは学生証だけ。

　一般人の皆はもちろん自前の服であり、個々好きな格好をして過ごしている。ニケはいつも丸襟の短めなワンピースで、私も一枚布の服装にベルトを巻くだけの似たような格好ばかり。ベンジャミンはおしゃれさんゆえに毎回服が違う。

　ベンジャミンには色気もくそもないわ、と言われているけど、勉強をする上では色気もくそもそれこそ必要ないので、気にはしていない。……してないもん。

「ううん絶対勉強しておくから！」

　だいたい、まだ私達は十二歳なんだし見た目を気にしてどーする。

　まぁ貴族の場合は違うらしいが。家の品格に関わるらしいし。

　けれど彼女、ベンジャミンにはもう好きな人がここでできたようなので、それもあって外見を気にしているのだとは思う。ほほえましい光景だ。

「あっ、ナル君だ！」

「またサタナース？　ほんと好きねぇ」
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　銀髪の男の子が食事台の脇を通る。ベンジャミンは瞳を輝かせて興奮気味に名前を呼んだ。彼女の前に座っていたニケは、それを見て呆あきれた声を出す。

　ベンジャミンが好きな人と話すのは、そのナル君という男の子だった。どうやら彼女の一目惚れらしく、目と目が合った瞬間に運命を感じたのだそう（ニケ談）。

「サタナースかぁ……」

　ベンジャミンがお熱な銀髪の男の子。その子の名前はナル・サタナース。

　私と同じ教室の庶民の子だった。
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「今までは普通の攻守魔法を教えていたが、今日は魔法型による攻守魔法を覚えてもらう」

　そう先生が言った瞬間、教室の中は一斉にざわついた。

「魔法型って、あの六つの血、っていうやつですか？」

「そうだ」

　今日は実技ではなく普通の筆記授業だと予定表に組み込まれていた私達は、いきなりのことに戸惑う。

「魔法には系統がある。今からこの『六色の悪戯いたずらと知恵』という教科書を配るから、指示した項目を開いて」

　先生の浮遊の魔法で、何十もある教科書が一斉に生徒全員の机の上に飛んでくる。蝶ちょう々ちょのように紙をバタつかせて、ひとつ私の前にやって来たそれは、パンと冊子を閉じてゆっくりと机の上に降りた。

　私は目の前に来た教科書を見る。

　表紙には虹色の橋の絵があった。でも手前に悪魔だか何だか分からないキモい物体が描いてあるせいで、不気味にしか見えない。コレもうちょっとどうにかならなかったのか。表紙に触れたくない。

　しかしそう思っても勉強はしなくちゃならないので、さっさと項目を開く。

　先生が指定した所を開けば、『六つの血』という表題が目に入った。

「この六つの血。皆も聞いたことはあるだろう。この血とは魔力のことだが、俺達の魔力は血、そのものだ。知ってるな？　自分の血が生きている限り、無くならない限り、魔法が使えなくなるなんてことはない。そして教科書にある火、風、水、氷、地、雷の六つ。この中のどれか一つは、君達に備わっている魔法型だ」

　先生が手を伸ばすと、指先から雷がバチバチと光を放っているのが見えた。

「先生の魔法型は雷になる。よって、その魔法型でしか扱えない攻守魔法は、先生の場合、雷だ」

　先生の説明を要約すれば、つまり魔法型と言うのは、自分の必殺技が決まる根本みたいなもの。

　今まで習ってきた攻守魔法は、どれも相手の動きを封じたり、剣を作り出して相手に飛ばしたり、はたまた防御の壁を生成したりと、あたりさわりの無いもの。言ってしまえば勉強をすれば誰でもできてしまう。

　でもこの魔法型によって振り分けられる属性でしかできない魔法がある。その属性の血液を持っていない限り、どんなに頑張ってもその魔法は使えない。私がもし雷の魔法型だとして、水の攻守魔法を覚えようとしても、雷の魔法型である限り、水の攻守魔法は使えない。なんの意味も無いということだ。

　そんな魔法型だけど、まさか学校に入学して半年足らずで習うことになろうとは。魔法が魔法だけに、あと一年くらいは習わないのかと思っていたのだけど。

「まだ君達は、自分の魔法型が何だか分かっていないだろう」

　先生の指先はまだ光を放っている。

　そう、私達は自分の魔法型をまだ分かっていない。

　親や大人達は魔法型を調べる方法を知っているけれど、子供達にそれを教えてはいけない決まりになっている。まだ扱い方も知らない子供には危険であるから、らしい。

　普通に村の学舎にいたら、教わるのは十八歳くらいになってからになる。魔法型を重要視していない職業に就く人なんかは、そんなに知る必要もないからだ。それに知らなくても困ることはないし、いらない武器は持たなくても持っていても構わない。普通の攻守魔法が使えるだけで十分だと考えられている。

　でも私達のようにここに来る人間は違う。魔法の絶対的な力を必要とし、学ぶ意欲もある。破魔士になろうとする人間や、貴族の人達なんかはもっと必要としているだろう。魔物と戦うことがあるのだから。

　……私は受付のお姉さんになりたいだけだけれど。

「先生、水と氷は同じでは──同類型ではありませんの？」

　今日も高級感のある赤いドレスを着たマリス嬢。

　彼女もけっこう勤勉なところがあるので、ロックマンのことさえなければ好感が持てる。なのに今でもロックマンの隣にいる私を名指ししては、皆で貶けなして馬鹿にしてくるから困ったものだ。

　私が彼に好意を持っているなら別だけれど、好意を持ってもいないのにそんなことをされていたら、嫌でも嫌いになる。

「似たようなものに感じるだろうが、一緒じゃない。分かりやすく言えば、最初から固体を出せるか出せないかっていう違いだ」

　マリス嬢の質問に、先生がそう返す。

　とりあえず別物ってことなんだろう。

「じゃあ一人一人、今から魔法型を調べる」

　その声に教室の中はまたざわついた。でもさっきとは違って、ちょっと楽しそうな声も混じって聞こえてくる。

　うしし、私も実はちょっと楽しみにしている。

　だって自分の魔法型なんて、私にとっては未知の領域と言っても良いくらいだから。

「最初は……サタナース、前に出てきてくれ」

「俺ですか？」

「一番前の席で端と言ったら、最初にあてられるのが常だろう」

　サタナースと呼ばれた一般人のあの男の子が、戸惑いながら席を立つ。

　確かに一番前の席の、特に右側はよくあてられる。席では最も嫌われている場所と言っても過言じゃない。村の学舎にいた時は大体中間辺りの席だった私だけど、席替えでもうまくあの席は避けることができていた。

　でもたまに先生の気分で『あー、じゃあ今日は真ん中からな』なんてことがあったから油断はできなかったけど。

「じゃあいくぞ」

「はい」

「利きき腕を伸ばして仰あお向むけに手を広げろ。それから中指を折り込め」

　サタナースが教壇の前で先生と向かい合っている。

「折り込んだら集中しろ。そうしたら、セーメイオンと言え」

「セー？」

「セーメイオン。印という意味だよ」

　サタナースの肩に手を置いた先生は、大丈夫だ、と言うと肩から手を離した。

「セーメイオン（印の華）」

　皆が見守る中、彼がとうとう呪文を唱える。ゴクリと誰かが息を呑のむ音が聞こえてきそうで、私も見ていて思わず手を握った。

「ん？　なんだろ」

　先生が教えた通りの動作をした彼の周りには、次第に変化が見えてくる。

　教壇にあった教科書はひとりでにパラパラと紙がめくれて、窓も開けていないのに皆の髪の毛が風で揺れたりしていた。

　それから暫くすると、サタナースの手の上に小さな竜巻ができていた。

「先生、俺って」

「サタナースの魔法型は風だってことだな。だからお前は、風を使った攻守魔法をこれから勉強していくことになる。頑張れ」

「はい！」

　初めて魔法型を知れたことに感動したからなのか、それとも自分が風の魔法使いだということに感動したからなのか、サタナースの目が輝いている。

　自分の手を握ったり開いたりと興奮していた。

「今やり方を見たからと言って、その場で真ま似ねしてやらないように。サタナースはたまたまこうして大人しくできたが、中には魔法が暴走して爆発した、なんてこともあるからな」

　先生の声に、サタナースの隣の席の子が急いで机の下に手を引っ込めた。

　やるつもりだったのか。

「ほら、順番に前に出てこい」

　次の生徒を呼ぶ。

　それからは先生が言ったように順番で一人一人魔法型を調べていった。

「わたくしは火なのね」

　あのマリス嬢は火の魔法型だったみたいで、手のひらの上には真っ赤な情熱の炎が燃えていた。なんかピッタリだと思う。でもドレスが燃えないように気を付けて、と心の隅で思った。

　王子であるゼノン様の魔法型は雷。呪文を唱えた瞬間白い閃せん光こうが教壇を破壊して、一瞬騒然となった。けれど誰も怪け我がはしていないのでとりあえず良かったと思う。教室の崩れた部分は先生が修復の魔法をかけてくれたし、元通り。

　そして隣の席のアイツは火の魔法型だった。しかも手のひらに炎が灯ともるとかではなく、大きな龍の形をした炎が出現して、教室の天井をずんぐりと這はった。滅茶苦茶熱い。熱がっている皆を見ているアイツの目はすごく楽しそうで、マジでぶん殴ってやろうかと思ったくらいだ。

「アルウェス、終わりにしろ」

　先生はすぐに指をパチンと鳴らすようにロックマンに言う。

　指パッチンは魔法解除の基本で、それをすれば自分の出現させた魔法は止やむ仕組みになっていた。

　しかし、なんて野郎なの。

　あんなものを初めてで出せるなんて。

「きゃー！　アルウェス様はわたくしと同じ火の魔法型よ！　運命だわ！」

「私もよ！」

　でも悔しがるどころか、彼と一緒の魔法型であるマリスや他の女の子達にとっては嬉しいことみたいで、手を叩いて喜んでいる。

　ちっ、最近は何だかそれも微笑ほほえましく見えてきたものだ。私に文句を言うのは別だけれど。

　またそんな彼女達を見た他の女の子達は、ハンカチーフをサッと取り出して悔し噛みしている。

　あれはもはや一芸の域に達している。

「次はナナリー、前に出てきて」

　隣のロックマンがやったということは、ついに私の番になってしまった。

　先生が呼ぶ声に返事をしたのは良いけど足がちょっと重い。鉛なまりの靴を履いているみたいに重い。

　だってあんな龍みたいなもん出されたあとにやるとか、なにそれ。別に今は勝敗を決めている時間じゃないけど、確実に何かが負けようとしている。

　今まで習ってきた魔法は、別段凄さを競うものじゃなかった。威力だって皆同じくらいだったし。防御だって。

　でも今回のこれは確実に個人さ──

「おいナナリー、突っ立ってないで降りてこーい」

「……はい」

　だって、今回のこれは確実に個人差がある。

「ナナリーどうした？　具合でも悪いのか？」

「いえ」

　いつまでも席から動かない私を、先生が再度呼んだ。

　心の中でハァと溜め息を吐ついて、階段を降りようと立ち上がる。

　私が席から動くまで階段で待っていたロックマンが、すれ違い様「もしかしてビビってない？」とか言ってきたので、

「よ、余計なお世話だボンボンがァァ！」

　叫びながら走って階段を降りた。

　あの胸糞野郎め。いつかギャフンと言わせて、ついでに泡も一緒に吹かせてやる！

「じゃあナナリー、利き手を」

「はい！」

　私は鼻をフン！　と鳴らして意気揚々と腕を伸ばした。

「セーメイオン（印の華）」

　やる前にヒソヒソと庶民の〜だとか、どうせショボい〜、とかうっすら聞こえてきたけど集中集中。

　先生が喋しゃべっていた生徒にチョークを豪速で投げつけていたから問題ないし。ありがとう先生（学校内での先生の権力は強い）。

　呪文を唱え終えた私は、じっと自分の手を見ていた。

　何が起きるのか分からないから、落ち着いて息を吐く。

「………あれ」

　しかし十秒くらい経っても特に変化が起きない。

　え、ちょっとまってよ、私魔法型がないとかないよね？　ね？

　もしそうだったら教室中から笑い者にされる！

「ナナリー・ヘル！　あなた髪の毛！」

「え？」

　そんな声に、私は顔を上げて皆のほうを見た。

　見れば、あのマリス嬢が私を指差して目を見開いている。いつもの睨にらみつけたり侮辱を孕はらんだ視線とは明らかに違う。何をそんなにびっくりしているんだろう。

　しかも髪の毛？

　髪の毛がどう……

「……うん？」

　使っていないほうの手で髪を掬すくうと、そこには水色の髪の毛がある。サラサラツヤッツヤの髪の毛が。

　水色……？　誰の？

「まぁ、魔力ってのは自分達の血に宿っているからな。たまにこうして髪色が変わったりするやつがいる」

　先生はお気楽に言う。

　私はその言葉を数秒後、ゆっくりと理解した。

「か、かかかかっ」

　私の、髪が、色が、かわ、変わって、いる？

「なんで!?」

　落ち着いて、私。ひとまず冷静になろう。

　人指し指と親指で髪を摘まんで、目の前に持ってくる。やっぱり見間違いではない。変わってる。
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「さっきも言ったが、本当に稀まれにあるんだよ」

「わ、分かってますけど」

　たまにいるって、過去他にもいたのか。

　いやしかし、だ！

　確かにそういう例はあるって聞いたことがあるけど、教室の皆はそんなことなかったし、何よりこの髪の毛どうすりゃいいの!?

　魔法を解けば元に戻ったりする!?

「ちょっ、でも先生！　これ治らないんですか！」

「色を変える魔法で髪を染めないとなんとも。魔法が覚醒したのと一緒だからな。今更元には戻せない。嫌か？　水色。綺麗だからいいじゃないか」

　そりゃもう見事お綺麗に毛先まで染まっている。

　ていうか私の魔法って結局なんなわけ!?　髪を染める魔法って何型よ！　美容型か！

「なに……？」

　しかし急に、教室の温度が冷たくなる。

　キラキラと真っ白い光が教室中に落ちてきた。皆は上を向いて、なんだなんだ、と手を伸ばす。

　私が伸ばした手のひらの上には、その中の一つが落ちてきた。

　手のひらよりも少しだけ小さい塊が、私の手の上でフワリと浮いて留まる。まるで元の場所に戻ってきたみたいに。

「これって雪の結晶？　綺麗……」

　誰かがそう呟つぶやいた。

「なるほど。ナナリーは氷だな。この中じゃ氷はお前だけになる。隣の教室がどうだかは分からないが、やっぱり少ないか」

　後ろで先生が頷うなずいている。

　えっ、氷？

「魔法型が氷の先生もいるから大丈夫、大丈夫。心配するな」

　先生はそう言うけれど、氷の魔法使いは他の型よりも王国内、他国でも人数が少ないと言われている。全くいないということはないらしいのだけれど、割合では最少だった。

「はい」

　私は指をパチンと鳴らして魔法を解く。

　すると結晶は降らなくなった。でもやっぱり胸まで伸びている私の髪の毛の色は、水色から元には戻らなかった。さらば私の美しき焦げ茶色。

　項うな垂だれる私の背中に手を当ててくれた先生は、階段まで私を手ずから誘導してくれる。別の捉とらえ方をすれば、ようはさっさと席に戻された。荒すさんでいる私の今の心は、後者の考え方しかできない。

　へいへい、戻りますよ。水色氷女は。

「え？　お前瞳の色も変わってるよ」

「うそ！」

「嘘だよ」

「嘘かよ」

「嘘」

「なんなの!?」

　席に戻れば隣のロックマンからそう言われる。冗談かと思ったけど、なんでかあんまり冗談に聞こえなかった。

　それにしても、鏡を見たいのに鏡がないから確認ができない。

「嘘でしょ……」

　瞳の色まで変わっているだと!?　私どうなってんの!?

　焦げ茶色に愛着はなかったし、むしろニケみたいなブロンドとかに憧れていた部分はあった。ベンジャミンの赤い髪もいいなぁとか思っていたし、ゼノン王子みたいに一点の曇りもない綺麗な黒い色も、同じ暗色髪の仲間としては羨うらやましかった。

　だからね、でもね。水色はさすがにない。

「う〜ん」

　椅子に座った私は利き手で拳こぶしを作って決意を固める。

　少ないということは、また別の意味で捉えれば珍しい魔法型っていうことになり得るんだ。

　こうなればいつまでもクヨクヨしていても仕方がない。

　この氷の魔法型を極めて、成績一番になってやろうと思う。
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　二年が経った。

　魔法型による魔法の授業にも、随分慣れてきた。

　成績も今のところ凄く良いし、定期的に行われる実技試験では先生に『さすがヘルだな！』とお褒めの言葉をたくさん貰もらってウヒャヒャと浮かれていた。私は褒めて伸びる質たちだと常々思っているので、もっと褒めてくれれば口から氷だって吐ける。

　定期的なこの魔法試験は、いつどんな時でもみんなが気を抜かないようにと実施されていた。

　成績はちゃんと数字になって貼り出されるので、自分が上位に食い込んでいるのかは一発で分かる。

　そして今回はただの筆記試験で、実技のほうはなかった。魔法陣の定義だとか、図解だとかそんな問題で、いつも予習復習を欠かさない私にはできない問題じゃなかった。むしろ簡単。

　村の学舎に通っていた時は常に一番を取っていたし、こっちでも意地と努力と根性でてっぺんを取ってやるのだと意気込んでいた。

　これならハーレの職員になれる日も近い。余裕、余裕、余裕。

「また二位!?」

　と言いたいところなのだけど。

「どんまい。でも二位なんて凄いじゃない。じゃあ私は教室に行ってるわね〜」

　励ましの言葉を私にかけると、ニケは綺麗な二つ縛りのブロンドを揺らして、隣の教室に消えていった。

「そんなぁ」

　溜め息を吐く。

　ハラリ、と肩から私の気持ちを代弁するように、水色の髪の毛が落ちた。

「なんで、なんで一位じゃないの」

　なんと試験の結果、私の成績は一番ではない。別にハーレの職員になるには、上位に入れば良いと言われているので、必ずしも一位にならなくちゃいけないということはないんだけど。

　けれどそんなのは私の意地が許せない。目指すなら一番を目指すって決めたんだ。

　それに『あら、お貴族様じゃござぁ〜せんか。あらあら庶民の私より成績が悪いの？　あっ、いけない。悪いん、で・す・の？』と庶民を馬鹿にする貴族に一いっ矢し報いる目標もある。

　忘れてはいけない。打倒・貴族。

　でも、どんなに頑張ってもなぜか一位にはなれていない。万年二位状態になっている。

　毎日頑張って予習復習もしているし、分からない所は分かるまで追究して、ニケやベンジャミンにも『いっそのこと勉強と結婚すればいい』とワケの分からない結婚のアドバイスを貰うくらい必死にやっていた。

　でも、それでも一位になれないのはやっぱり勉強が足りないのかもしれない。……なんてこの前朝食の時にこぼしたら、ベンジャミンからは『それ以上寝台の上で氷を作ったら私の火で炙あぶるわよ』と脅おどされたので、今のままで頑張ることにしている。

「二位、二位……」

　廊下に貼りだされた試験の結果の紙。順位は全員分貼りだされている。十位までなどという、なまっちょろい発表ではない。三教室合わせた百五十人分の結果。

　私は順位表の前で項垂れる。周囲に放たれる私の負の禍まが々まがしい気配に、他の生徒が私を避けて教室に入っていった。

「あ〜あぁ」

　いつまでも貼り紙の前で項垂れていても仕方ないので、早々に教室の中に入る。

　中に入ればいつもと変わらぬ光景が広がっていて、あぁそういえば私の成績もいつもと変わらなかったなアハハ、と自暴自棄に陥った。

「ナナリーおはよう」

「サタナース、おはよう」

　階段を二十段登って自分の席に行く。

　手前にいた金髪の障害物をバシッと避けて椅子に腰を落ち着けた。

「昨日マリルと遅くまで盤上遊戯ティキトーラしてたんだけどさ。すっげぇ眠い。寝たい」

　前の席にいたサタナースが私の席の前までやって来る。

　ティキトーラをやる仕草をして目を瞑つぶる仕草は、まるで一仕事を終えたどっかのオヤジみたいに見えた。

　同じ教室で同じ庶民の彼。

　銀色の髪は癖っ毛なのか、あちこちが跳ねている。濃い青の瞳は眠たげで、眉毛と目がいつもより離れていた。服はヨレた黒いシャツを着ていて、変わらず質素なワンピースを着ている私としては、一緒にいて凄く落ち着く。

「ベンジャミンとはどう？」

「分かってるだろ。俺はなぁ、ボンキュッボンで年上のお姉さんが好きなんだよ。だから同年代は無理だね」

「別に好かれたいとは思ってないけどなんか腹立つな」

　胸に手で山を作るサタナースに青筋を立てる。

　つくづく第一印象というのはあてにならない。大人しそうな子だと思っていたのに、話せばまぁ中身は女性を敵に回しそうな、残念な奴だった。それでもベンジャミンはサタナースを好きみたいだから、人間というのは分からない。

　そもそも、ベンジャミンに『悪い虫がつかないように見張ってて』と言われたのが、このサタナースと話すきっかけだった。

　同じ庶民ということもあったけど、ベンジャミンに有力な情報を与えるために話しかけたり、二人の仲立ちをしていく内に友達になっていった。

　一人で行っていた移動教室も今では一緒に行ってくれているし、持つべきものはやっぱり友だと思う。

　あぁ、普通の学校生活。幸せだ。

「ふごっ！」

　しかし突如横から頬を殴られる。

　幸せをぶち壊すメリッという音が、拳と共に頬へ食い込んできた。

「あ、いたの？　ごめん気づかなかった」

　ジンジン痛む攻撃されたほうの頬を手で撫でる。

　上体を立て直してキッと隣を睨み付ければ、欠伸あくびをしてこっちに腕を伸ばしているロックマンがいた。

「わざとだ！　ちょっとはレディに優しくとかないの!?」

「レディ？　どこに？」

　額に手をあてて、キョロキョロしだす。

　もう一生涯、欠伸をするな息をするな外道が。

　今日も黒のズボンにブーツ、上は白いシャツと黒色のベスト。至る所に程好い感じの金の刺し繍しゅう入り。黒いロングコートは、教室の後ろの衣類掛けにかけてあるのが見える。

　くそう、金持ちのボンボンめ。

　さっきまで机に伏せって寝ていた癖にいきなり起きて何すんだコイツ。

「ここにいますけど!?」

　私は自分を指さして、世間じゃ甘い美形顔と言われている憎たらしい顔に詰め寄った。

　これのどこが甘いんだか。

　胡う散さん臭さしか感じない。むしろ臭い。

「お前もさっき背中蹴ったよね。自分がやったことも忘れたのか馬鹿氷レディ」

「レディも馬鹿氷もやめろ」

　お互い睨み合う。ここ数年でガンつけるのが上手くなった。嬉しくも何ともない。

　奴との関係は未だ変わらない。いや、変わるもんか。

　学年が上がるごとに私達の間の犬猿感は強くなってきている。会えば言い合い、どちらかが手を出せば勝負開始、それが教室だろうとなんだろうと売られれば買い、買えば売られると所構わずやり合う。周りを破壊しない程度に。

「今度こそ全身凍らせてやる！」

「ふーん、やれるものならやってみたら」

　私の手には冷気が宿り、ロックマンの手には炎が宿った。

　教室の中にいる皆はまたか、と楽しそう？　に見ている。楽しそう、というかロックマンを応援する声が『アルウェス様！　馬鹿氷にお負けにならないで〜』という侮辱感満載なもの。

　見ている女子の大半は救世主がロックマンで、私が悪者に見えているんだろう。

　フッ、良い茶番劇だ。

　救世主が悪に負けるということも、たまには教えてあげなければ。

「おい二人ともやめ」

「サタナース邪魔だ。どけ」

　仲裁に入ろうとしたサタナースの声が、横から入ってきた人物によって掻き消された。

　私はロックマンから一瞬目を離してサタナースのほうを見る。

「あ？　なんだ黒焦げか」

　割って入ってきた声に、サタナースはつまらなそうに呟いた。

「いい加減名前で呼べと言ってるだろう。それにそこは俺の席だ。邪魔だ、どけ」

「へぇ、王子様っていうのは偉そうにするのが仕事なんですか？　やれやれ」

「お前のほうが偉そうにしているじゃないか！　そこは俺の席だと言っているんだ！」

　今にも喧嘩が始まりそうな私達の前で、新たにやり合おうとしている人達がいる。

　ロックマンはそれを目にすると、私の腕を素早く掴つかんで、急激に熱を当ててきた。二人に気を取られて反応が遅れた私は大人しくそれを受けてしまい、熱に悶もだえる。

　あっつ！　火傷やけどする！

「あづいわ!!」

「まぁまぁ王子。サタナースとは友達なんですから、仲良くしたらどうですか」

　イヤァア！　と叫ぶ私の声を差し置いて、奴は目の前の二人に笑って話しかけた。

　抵抗しようと手を氷結させているけれど、相そう殺さいしてるのかジュウジュウと蒸気が上がるだけで、完全に相手の手を凍らせることができない。

　お陰でもうそんなに熱くないから別に良いのだが、いつまでもロックマンが手を離さないし、炎が相手の手から出続けているので油断できなかった。腕を引っ張ってもびくともしない。

　ちくしょう、今年は腕力を鍛きたえるのも視野に入れることとするか。

「友達ではない！」

「そうだよ心外だよ。アルウェス君、君は聞き分けが良いから良いけどコイツは駄目だよ。黒焦げだもん」

「おい何度黒焦げと言うつもりだ銀髪」

　お怒りになっている黒髪黒目のゼノン王子。

　サタナースが彼に黒焦げと言っているのは、半分やっかみみたいなもので、その実、ゼノン王子の黒髪黒目が羨ましいからだった。自分の髪に大層不満があるらしく、直毛の黒髪を持つ王子を見ては項垂れている。銀色も癖っ毛も良いと思うんだけどな。

　しかしいくら気に食わないとは言え、王子相手に敬語も使わずタメ口を叩いているサタナースはある意味強つわ者ものだと思った。ロックマンでさえ王子には敬語なので、サタナースに注意するのかと思いきや、意外にもそれについては特に何も触れていない。

　良いのか、それで。

「一番前の席と交換してくれよ〜」

「ふざけるな。恨むなら自分の運の悪さを恨め」

　けれど、なんだかんだと言っても端はたから見れば随分仲が良さそうだし、お互い若干楽しんでいる節もあると思うので、落ち着いて見ていられる。

　喧嘩するほど仲が良いってやつなのかもしれない。

「そういえば黒焦げ、今回お前四位だったな。スゲーじゃん」

「あぁ、お前のほうは確か最下位だったな。ある意味すごいぞ」

　未だ席を退どかないサタナースは、我が物顔で机に手をつくと、ゼノン王子に称賛の声を贈る。

　急に話を変えられたゼノン王子のほうは、眉間にシワを寄せるも反応した。

　王子は頭が良くて魔法の腕もあり、この前全員の前で習得した魔法をお披露目する時間の時にも、雷の超魔法を見せてくれた。天候を操り、広範囲に雷の閃光攻撃を落とす魔法で、私達は透明の防御の壁の中で感心したのを覚えている。

　あんなのにやられたら一発で終わるだろう。

「でも俺より、この二人のほうが凄いと思うが」

　ゼノン王子は私とロックマンを見てくる。サタナースは確かにな、と言った。

　やめろ、その話をするんじゃない。

　コイツが隣にいるってだけでもムカつくのに、試験の話をされたら更に堪らない。

　私の中の意地にかけて、一位になっていつか『貴族の人って庶民よりできがわるいんですのね？　オッホッホッ！』って言ってやるはずだったのだ。

　特にロックマンに対しては、いの一番に言ってやろうとしたのに！

「アルウェスは毎回一位で、ヘルは毎回二位だろ？　魔法もそうだが、頭良いよなお前達」

　腕を組んで、今度は王子が称賛の言葉を投げ掛けてきた。

　ゼノン王子は他の貴族とは違い、あまり庶民だ何だのと気にしていない点が好感が持てる。第三王子だからなのか、将来は王国の騎士団に入り上に立つのだと聞いている。国を守るのが仕事になるわけだから、庶民だのなんだのと一々区別するのも面倒だと言っていた。

　さすが王子様は言うことが違う。格好いい。

「お前っ危ないだろ！」

　けれど私の腕を掴んでいるロックマンの手が、徐々に凍りついていく。パキパキと音を鳴らして身体を包もうとしているそれに気づいたロックマンが、慌てて手に宿す炎を強め始めた。

「〜っぅう！　凍っちまえ!!」

　ヘルは毎回二位。

　そんな言葉がもう定着してしまっている。

　言わずもがな、『毎回一位』なのはさっき王子が言っていたように、ロックマンだった。

　そしてその度に、私は『毎回二位』という錘おもりを背負って泣きを見ている。

　これじゃあいくら私が他の貴族より成績が上でも、貴族でさらに公爵家の息子であるロックマンよりも下である限り、当然あの文句は言えない。

　今なら私もハンカチーフであれができると思う。

　キィィー！　悔しい!!




　　　＊　＊　＊　＊




　現在私は四年生。年齢は十六歳になっていた。

　私の身長も一年生の時に比べれば大分伸びて、入学時にペタンコだった胸も些いささか大きくなった気がする。

　けれどニケには慎ましいと言われ、ベンジャミンには『断崖絶壁』と嘲笑あざわらわれた。

　自分が少々ボインだからって、人のものをけなしてはいけないと思う。だって自分が一番知っている。人の傷口に塩を塗るようなことをしてはいけない。

「ね。マリスそれ、なにしてるの」

「アルウェス様に休暇に誘っていただけるよう、お化粧を念入りにしているのよ」

「ふ〜ん。アイツにねぇ」

　この学校に来て、もうそろそろ四学年を終え五年目に入ろうとしている。

　でも私達には、新しい年に入る前の長期休暇が待っていた。

「わたくし達女はね、男がいるから綺麗になれるのよ。あなたも綺麗な顔立ちをしているのだから、少しぐらい恋愛に興味を持ったら良いわ。その水色の髪と翠の瞳だって宝の持ち腐れよ」

「う〜ん」

　マリス嬢が手鏡を持って私の寝台に座る。

　あれだけお互いに仲良くしようとも思っていなかった貴族の令嬢達と私だけれど、やはりなるようになるのか、今では軽口をたたく仲になっていた。

　まぁ三、四年もいがみ合うなんてまず同じ教室内で疲れると思うし、こうなって本当に良かった。

　きっかけはほんの些さ細さいなことで、確かある日、同じ教室のロックマンに振られたっぽい貴族の子がいて。

　その子が寮に帰る時間になっても全く帰る気配がなかったものだから、アイツを目の敵かたきにしている私にとっては、あんな奴の為にそんなクヨクヨとしてほしくない、なんて思って。

　声をかけたのが始まりだった。

『あのさ』

『なっなによ！　笑いに来たの？』

『いや、そうじゃなくて……これなんだけど』

　私はカラザ（霰玉）、と呪文を唱えた。すると女の子の目の前に氷の球体が現れる。

　次第にその中には雪が降って、幻影の魔法で内側に花を咲かせた。ミュズラムという花で、花言葉は笑顔が素敵、という。

『アストロフェーギャ（星明かり）』

　最後の仕上げにと、微量の光を球体の中に加えた。

『綺麗……』

『無理して笑わなくても良いと思うけど、笑ってる顔のほうが可愛いと思う。私はアイツのこと苦手だし、そこらへんよく分からないんだけどさ』

　女の子はジッと球体を見つめる。

『これ、ここに置いてくね。どうせ明日には消えちゃうから』

『え？』

『皆きっと寮で心配してるよ。じゃあまた明日』

　それだけ言ってその子を連れずに置いて行った。

　連れ帰れるほど仲良くはなかったし、連れ帰れば他の貴族の子になにか言われるだろうし、そもそもの話あの子が一緒についてくることがまず頭になかったので、仕方ない。

　見回りの先生もいるから、じきに帰るだろうというのもあったけど。

『ねぇ、へルさん』

　でも翌日にその子から近づいてきてくれて、なんとお礼の言葉を言われてしまった。

　ありがとう、ヘルさん。って。

　私は『え？　あ、うん、別に』とか平静を装っていたけど、内心狂喜乱舞していた。あまり素直になれない自分が、この時ほどもどかしかったことはない。

　それからは次第に女の子達の中に馴な染じんでいく形になって、今の状態に落ち着いている。

　たまに嫌味も言われるけど、それは以前の嫌味とは違って親しさのある嫌味に変わっていた。

「それに休暇の間は王宮でのパーティーもあるのよ。アルウェス様はあのミハエル・ロックマン公爵のご子息様なの」

　その中でも、マリス嬢は一番私と話すようになっていた。

　人生って何が起きるか本当に分からない。

「ふ〜ん」

　私の寮の部屋にちゃっかり遊びに来て、ちゃっかりお化粧をしているマリス嬢。これから帰省するというのに、人の部屋で何を呑のん気きにやっているのやら。

　赤茶色の腰まである髪の毛と瞳、バサバサの人形みたいなまつ毛、真白い肌、桃色の頬は、間近で見てもいつも凄いと思う。綺麗とか可愛いとか、もうそういう類いではなくて、お人形さん、という感じ。

　彼女の勝負服の赤いドレスは、もはやマリス嬢という人間を特徴づけるには欠かせない物と言っていい。魔法型も火だし、本当に情熱の赤がお似合いだ。

「ベンジャミンー、荷物整理できたー？」

「待って！　あともう少しで終わるわー」

　ニケの声にベンジャミンが急いで衣装箪笥の所に行く。

　また長期休暇が終われば寮に戻ってくるので、荷物はそんなに持って帰らない。持って帰る物があるとすれば私は教科書くらいで、軽いものだ。新しい魔法陣を作る課題も出ているので、帰ったら早速取り掛からないと。

　今洗面台にいるニケのほうも荷物はそんなに無いみたいで、手提げに入れられるくらいの量だった。

　ベンジャミンは服を替えたいとかで、荷物の山を部屋に作っているが、服ならいっぱいあるのだから替えなくたって良いのに、何をそこまで替える必要があるのか。私から見れば十分過ぎるくらい着回しできる量だ。

「お家うちはお兄様のビル・ロックマン様が継ぐようですし、長女のわたくしとしては是非ともお婿むこさんに来ていただきたいわ！」

「は〜ん」

　マリス嬢の荷物もなぜかここにあり、量が半端ない。ベンジャミンより山が二つも多かった。ドレスや化粧道具がほとんどなんだろうけど、よくこんな量が部屋に収まっていたものだ。三人部屋で他の二人も貴族だから、同じくらいの量を持っているのだろうに。

　ああ、でも三年の時に空間を操る魔法を習ったから、それを使って収納場所を広げたりしているのかもしれない。

「学校を卒業したら王国の騎士団に入るそうですし、ますます競争率が高くなってしまいますのよ？」

「へ〜」

「あなたもうちょっと真剣にきいたらどうですの!?　だからいつまでもペチャパイのままなのですわ！」

「うるさいよ！」

　私が適当に聞き流していたのが気に食わないマリス嬢が、傷口に塩を塗ってきた。

　まったく、と自慢気に胸を張って私を見てくる彼女に、その点では言い返す言葉がないため、不ふ貞て腐くされることしかできない。

　この部屋には敵しかいないのか。

「ほらマリスさん、ナナリーももうすぐ帰省の時間になるわよ。早く校門に集まらなきゃ」

「あら、もうそんな時間ですの？」

　支度が済んだのか、ニケが洗面台のほうから顔を出す。

　マリス嬢は手鏡を伏せると、ベッドから降りて化粧道具やハンカチーフを荷物の中に差し込んだ。ベンジャミンはまだ荷物を纏めきれていないのか、衣装箪笥があるほうから出てこない。

　もう帰省の時間になるのか。早いなぁ。

　今年もあっという間に学校での時間が過ぎていった。楽しいと時間が経つのを早く感じると言うけど、本当にその通りだと思う。

　勉強も楽しいけど、何より皆といることがとても楽しい。憂うれいなんてないくらい。

「……」

　けれど。

　ひとつだけ何か悔やんでいることがあるか、と聞かれたら、それは『また二位』を取ったということだろう。絶対これ。もうこれしかない。考えても考えてもコレしか出てこない。

　私の全努力と根性を総動員させた、学年末に行われた攻守魔法進級試験。

　これに受からないと次の学年には進めないというもので、皆必死になって臨んでいた。普段の技量を測る試験とは違ったので、私としてはやりがいがあって実に楽しかった。

　魔法陣は全て書けたし、難しい空間移動の魔法もなんなくこなせた。魔法型による氷を使った魔法も規定通り十個習得して、試験官の前で見事課題を成功させた。回答に詰まるところはなかったし、手応えはあったはず。

『また二位！』

　しかし試験結果はいつもの通り。一位の成績は取れなかった。

　いったい何がいけなかったのか。やっぱり力不足だったのだろうか。

　どうしても悪かった点を知りたくて、何がいけなかったのかを先生に聞いたけど、

『え？　あー……んー、ヘルは頑張ってると思うぞ？』

『そうじゃなくてですね！　悪い点を教えてください！　克服しますから！』

『お前はいつも百点満点だよ。大丈夫だ』

『でも二位です！　百点満点じゃないです！』

　それでも先生はハッハッハと笑って答えてくれなかった。悪いところは自分で見つけろ、ということなのかもしれない。

　私には確実にまだまだ足りない何かがある。

　そして『また一位』になったアイツには、私には足りない何かがあるのだということ。

　二百点満点だと思っていた試験点は、いつも二百五とか二百二点満点のようだったし、その二百を超えた点数を取れるアイツと取れない私の違い。

　くそう、なんなんだ。私には何が足りないの？

　一位を取れないのはアイツのせいじゃない。

　それはもちろん分かっているし、お門かど違いな文句はそれこそ言わない。

　でも。

「あぁ〜もうっ、次こそは！　次こそは一番になってやる！」

「はいはい、来年も頑張りなさいよ」

　荷物を持ったニケが肩越しに私を見て部屋を出ていく。

　気がつけば私以外に部屋には誰もいなかった。

　はて。いつの間に？







　ドーラン王国魔法学校・校門前。

「では皆さん、使い魔を召喚してください」

　白髪の黒いローブを羽織った校長先生が、台の上に乗って手を上げた。

「五年生はこっちよー！　もっと端に寄って」

　校門の前に四年生から六年生が集まる。一年生から三年生は、それぞれ昔私が使っていた馬車のように、空を飛べる魔法道具を使って前刻に帰省していた。

　私も入学した時はお母さんお手製の馬車で学校まで来たけれど、四年生の授業の中で使い魔を召喚する儀式があり、私や皆はその使い魔を利用して帰ることになっていた。

「ごめんマリス、もうちょっと離れてもらっていい？」

「分かりましたわ」

　隣にいたマリス嬢に距離を取るようにお願いした。彼女は嫌がることなく、数歩移動して離れてくれる。

　教室ごとに並んでいた私達は、荷物を一旦置いて、召喚のためにお互いぶつからないよう幅を取っていた。

「カロマギア・ゾーオン（魔法動物召喚術）」

　あちこちでその呪文が唱えられる。

　そして次第にボンッ、ボンッと音を立てては、生徒達の前に姿形が様々な生き物が出現した。

「ご主人様」

「ララ、元気？」

　私の前にも、白い狼が現れる。

　狼はこちらに近づいて頭を垂れると、前かがみになった私の首元にクンと顔を寄せてきた。ふわふわで気持ちいい。

　私の使い魔はブラン・リュコスという、寒い地方にいる魔法動物で、白い毛を持つ狼である。吐息で物体を凍らせたり、全身をクリスタルに変えて身を守る能力を持っていた。

　使い魔になった魔法動物は空を飛ぶ術を持ち、伸縮自在に大きさを変えることができる。主人の魔法使いによっては、訓練次第で使い魔にも色々な魔法を覚えさせることもできた。

　また使い魔に選ばれた者は人間と意思疎通をすることができて、言葉を話せるようになる。

　そしてその私の使い魔が、このブラン・リュコスというわけだ。性別は女の子で、名前はララと言う。

　捻ひねりのない名前だとマリスには言われたけれど、彼女が自分の使い魔につけた『マドルディージャ・リバイン・スフィッシュカルト二世』という名前よりかは数段良いと思っている。

　いや、別に馬鹿にはしていない。

「ララ、お家までお願い」

　ララの背を撫で付ける。彼女は鼻でクゥンと鳴くと、もう一回り身体を大きくさせてから、私が背中に乗れるように上体を低くした。

　私は荷物から白い外がい套とうを取り出して身を包む。

　風除よけのために一応フードも被って、準備はバッチリ。

「ナナリーさま。もう帰られるのですか？」

「うん？」

　今にも乗ろうと足を上げたところで、後ろから声をかけられる。

　聞き覚えのある声に振り返れば、ロックマンの使い魔が私とララを見下ろしていた。

　黒くて大きくて、牙の鋭い猫。猫と言えど私のララより通常状態がデカい。背は私よりあって、もちろんロックマンよりも高かった。金持ちは何でもかんでもでかいな、としみじみ思う。

　火山近くに生息している、マヴロ・リュンクスというこの魔法動物。

　長い尾は伸縮性があり、学校の周りを一周させられるくらい伸ばすことができる。また咆ほう哮こうで炎を噴射させたり、毛皮は炎で焼かれず、それに触れているものは恩恵を受けて炎をものともしないとする能力を持っていた。

　ドラゴンの鱗うろこは硬く火も通さないと言うけれど、それに関してはこのマヴロ・リュンクスのほうが上うわ手てだと思う。

「ニケは早々に帰っちゃたし、そろそろかなって」

「そうですか」

「貴方あなたの主人は？」

　隣にアイツがいないので彼に主人はどうしたと問えば、あそこです、と顎あごを後ろへシャクって視線を誘導させられる。

「ロックマン様、休暇中は私と過ごしてくださいませんか？」

「この間の休暇は私と島に行ってくださって嬉しかったわ。また行きません？」

「パーティーもそうですわね」

　視線の先には色とりどりのドレスの群れ。あそこから甘い匂いが漂ってくる。いや、これ本当に香ってきてるよ。香水だよこれ。

　ふと隣を見れば、ララが屈かがんだまま前足で鼻を押さえている。そうか、狼の嗅覚が仇あだになったか。じゃあ、とロックマンの使い魔を見れば、彼はピンピンしていて全く動じる様子がなかった。

「鼻は大丈夫なの？」

「はい。慣れてますので」

「ああっユーリちゃん！」

　アイツの使い魔だけど、無性に抱き締めたくなった。ちなみにユーリとはこの使い魔の名前である。

「良いね。ゼルタには手紙を送るよ。サリアの島にはこの前行ったから、別の所にしないか？」

「いやですわロックマン様！　私だけにしてくださいませ」

　そして奴は私のそんな気も知らず、ニコニコと貴族の令嬢達に囲まれて談笑している。

　また背が伸びたのか、令嬢達から頭二つ分くらい上の高さで、アイツの憎たらしい顔が集団から飛び出ていた。見たくもないのによく見える。縮めば良いのに。

　視界に入れまいと視線をずらすと、マリスも集団に入ってもみくちゃになっているのが見えた。

　女の子達の使い魔はその中に入れないのか、まわりを取り囲んで見ている。なかなか非現実的な光景だった。

「アルウェス様！」

「一人にだけはできない。女の子は皆可愛いから大事にしなきゃね」

　おい誰だアイツ。

「でもロックマン様」

「駄目だよ」

　すり寄る女の子のおでこを、指でなぞる。

　今では社交界の鼻といわれ……、あ、間違えた華だ華。ごほん。

「休暇は楽しいものにしよう」

　今では社交界の華と持て囃はやされている、公爵家の次男アルウェス・ロックマン。

　艶めく金色の髪、情熱の赤を瞳に宿し、それとは反対に肌は陶器のように白く輝いて、薄く形のよい唇は、女を誘う。

　その美貌には数々の女達が酔いしれ、我先にと彼が自分の巣へ来てくれるのを待っていた。

　年は上から下までと関係なく、ただその蝶に気に入られたい花の蜜達は、なんとか目に留まりたいと身を飾り立て奮起している。

　隣国の姫君も熱い視線を送っており、この休暇中にドーランへやって来るとか、来ないとか。

「馬鹿らしい」

　……というのが、マリス嬢から散々聞かされたロックマンの貴族間での評判だった。ああもう、耳にもう一つ穴ができるくらい聞かされた。

　こんな時は自分の記憶力の良さに頭が痛くなる。

　嫌だな、都合の悪いものだけ忘れられればいいのに。

「アルウェス様、お手紙出しますわね」

「ありがとうナーラ」

　ロックマンは確かに、まぁ、見た目はいいと思う。

　それに帰省で屋敷に帰るからなのか、今日はいつもより服装がかしこまっていた。普段はほぼ黒で統一されていたけれど、この日は白に金の刺繍を施したロングコートを着て、いかにもな雰囲気を醸かもしだしている。

　そりゃ女の子達もウハウハになるわ。

「きゃあっ」

　今、手の甲に口づけされた女の子が、顔を真っ赤にして倒れた。

　そうだね、絵本の中の王子様みたいだもんね。

「ええい！　おどきなさい！」

　そしてマリス嬢は、倒れた女の子に蹴りを入れていた。

「相変わらずだな、アルウェスは」

「あ、ゼノン王子」

　その光景を呆れながら見ていると、ゼノン王子がやれやれと首を振って近づいてくる。
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　本物の王子様がやって来た。

　帰省の日でも彼の服装に抜かりはなく、今日も紺色の軍服のようなものを着ていた。そういえば私、王子の服装で一度も気を抜いた格好を見たことがない。シャツ姿を見たことはあるけど、あれも黒いベストを着用していたし数には入らないかも。もうこれが普通ってことなのかな。

「ナナリー様、ララ殿」

「ドルド」

　王子の隣にはフェニクスという大きな鳥がいる。これは彼の使い魔で、名前はドルド。性別は男の子だ。王家の紋章も確か鳥で、王子にはぴったしの使い魔である。

「ゼノン王子と飛ぶの？」

「はい。ご主人様は皆さんが帰られるまで見ておられるそうです」

　ここは王の島であり、王子は空を飛んで国に降りる必要はないのだけど、皆が帰るまで見守っていたい、ということで一緒に校門に残っているらしい。さすが王子様、言うことやることが格好いい。

「さすがですね」

「そうでもないぞ。お前達が帰るとつまらないからな」

　ゼノン王子は身長こそロックマンにまだ届かないものの、私よりいくらか背が高いので、こちらが見上げる形となっている。凛々しいお顔はロックマンに負けず劣らず、美貌でひけをとることはない。

　今だって遠巻きにゼノン王子を見ている令嬢や、庶民の女の子達の姿が見える。王子を好きな子達はいつもひっそりと彼を見守っていて、けして彼に話しかけようとはしない。ただただ見ている。

　代わりに、突き刺さる視線を私が浴びることはあるけれど。

「おーい黒焦げとナナリー、お前ら休暇中どーすんの？」

　二人と二匹で和なごんでいると、上からサタナースの声が聞こえる。

　ん？　と王子とお互いに顔を見あって空を仰げば、使い魔のフェニクスに乗って浮遊しているサタナースの姿が目に入った。

　銀髪が気持ちよさげに揺れている。

「そこの癖毛。いい加減名前で呼べと言っているよな」

　不機嫌な顔を隠そうともせず、ゼノン王子は上を見て眉を顰ひそめる。

　サタナースと王子の使い魔の種類は同じで、彼もまた色違いのフェニクスである。王子が茶色で、サタナースが黒。

　いやはや、授業で召喚の儀式をやった時、使い魔が同じだと分かった瞬間の二人の反応は実に面白かった。他にも使い魔がフェニクスの子もいたのに、お互い睨み合って苦虫を噛み潰したような顔をしていたのを今でも私は覚えてる。

　やっぱり喧嘩するほど仲が良いのだと思う。

「堅いなぁお前」

　サタナースが使い魔と共にゆっくり降りてくる。

　彼が地面に足を着けると、大きなフェニクスは小さく収縮してサタナースの肩にピョンと乗った。一見すれば小鳥と変わらない。可愛い。

「それで、休暇中がどうした。知ってどうする」

　サタナースのさっきの質問にゼノン王子が答える。答えた、と言っても答えは言っていないけど。

「え？　いやーさ、ほら課題あるじゃん？　あれ皆でやったら早く終わるよなーって」

「絶対人任せにするつもりだろお前」

「なんだよ良いじゃねーかよー」

　皆でやったら早く終わる……。

　皆で……よし、ピーンときた！

「サタナース、やろう課題」

「えっ、いいのか？　やっりー！　ナナリーがついてりゃ百人力だぜ！」

「手紙送るから家の場所教えて。皆でパーっとやっちゃおう！」

「よっしゃ！」

　私はサタナースに紙を渡したあと、ベンジャミンを探した。

　変わらず露出の高い服を着ていた彼女。さっき目の端で見かけた気が………いた！

　今にも使い魔で飛び立とうとしてる。

「ベンジャミン！」

「ナナリー！　休暇中遊びに来てね」

「それより、それより」

　行ってしまいそうな彼女の足をつかんで、用件だけでも伝えておこうとサタナースとのことを話す。

　どうせやるならベンジャミンを呼んだほうが良いだろう。彼女はいつも重要なところで引っ込み思案になってしまうようで、長期休暇の間も会う約束はしていなかったらしい。一回でもいいから遊びにくらい誘えば良いのに。サタナースのほうもベンジャミンの好意には気づいているけど、こういう時にはきまって彼女の態度が退ひいていってしまうので、距離の取り方がいまいち掴めていないようだった。

　……けれど、それが恋心ってやつなのか？　と首を捻る。

　私は経験がないので分からない。

「本当!?」

「嘘つくわけないでしょ。それに一緒にできて課題もできてお得じゃん。どう？」

「やだもうっ、そんなのやるに決まってるじゃない！」

　バシバシ背中を叩かれる。滅茶苦茶痛いけど嬉しそうでなにより。そうだ、あとでニケも誘っておこう。皆でやれば楽しいし。

「じゃあまた連絡ちょうだい！」

　ベンジャミンは私の頬にチュッと口付けると、使い魔と共に空高く舞い上がる。

「えっ、ベッ、ベンジャ」

「あのねー言っとくけどー！　もし彼がいなくても、ナナリーと会えるのは嬉しいんだからねー！　じゃあねー！」

　そして手を振って王国の空へと消えていった。赤い髪が見えなくなるまで、私は後ろ姿を見送る。

　な、なんなんだ。あねさん。格好いいじゃないか。迂う闊かつにもときめいてしまった。一瞬彼女がハンサムな紳士に見えてしまった私は、同じ女なのに……いけない。名前的にもしかして男……はないか。ないない。それはない。

　でも私……あら、もしかしてこれが恋？　と左胸に手を当てて考える。

「ねぇちょっと」

　そんなベンジャミンの言葉に、心を鷲わし掴づかみにされていた私。

　だからか、背後から迫っている気配に気づかなかった。

「なに？　ァブッ！」

　脇腹辺りに衝撃を加えられ、校舎の壁に背中を叩きつけられる。

　声に反応した時には既に遅し。まったく躊ちゅう躇ちょのない掻き殴り攻撃を受けた私は、学校側に吹っ飛ばされていた。建物は壊したりしなかったけど、背中が痛い。

　帰省で気が緩んでいたので油断していた。この野郎、鳩みぞ尾おち狙いやがって。

「油断した？」

　よろけながらお腹を押さえて起き上がった私の前に、私を吹っ飛ばした張本人、ロックマンが立ちはだかる。

　身長差のため、見下ろされている感が半端ない。片眉を上げた挑戦的な目つきも腹立つし、風に揺れる白いコートさえ憎らしく思えてきた。

　成績にとどまらず、身長までコイツに負けるなんて！

「きっせい前くらい大人しくしろォォ！」

　叫ぶと共に拳に氷を纏わせて奴の頬を殴り飛ばす。たとえこれでロックマンの綺麗な顔がパンパンに腫れても、たとえ顎が外れて木の実割り人形みたいになったとしても構わない。だって私、さっき殴られたもん。やられたら十倍にしてやり返すと決めている。

　私は魔法ももちろん、体力面も鍛えていた。

　いつコイツの襲撃に遭あうか分からないし、男ごときに負けてはいられない。

「何が社交界の華だ！　『社交界の馬鹿』の間違いなんじゃないの!?」

「んーいてて……力また強くなった？　それに折せっ角かくの正装なのに何するんだ」

「そっちが先でしょうが！」

　三年生になりたての頃、身体能力を一時的に高める魔法が載っている本を図書室で見つけた。あの時は嬉しさのあまり、一日中鼻歌を歌っていたものだ。先生にも協力してもらって、休み時間とかによく練習していたのは良い思い出。

　先生からは練習中に『あまり男相手にムキになるな？』と言われたけど、ただ協力してくださいと言っただけなのに目的がいつの間にかバレていた。

　なんでだろう。

「どうしようかアホ氷。帰る前に勝負する？」

「それより！　女の子達はどうした！」

「あそこで応援してくれてるよ」

　ロックマンが指差した方向を見れば令嬢達が『馬鹿氷空気読みなさ〜い、早く負けなさ〜い』と手を振ってこっちを遠くから傍観している。




　はぁるぁあたぁつぅぁ！　（訳・腹立つ）




　周りの先生達は私とロックマンのやり合いをいつも見ているせいか、暗くならない内に帰りなさい、と、まるで公園で遊ぶ子供達にでも言うかのようにして、学校の中へと入って行った。

　先生達はまだやることが残っているから大変だ。

　あ、校長先生がゼノン王子に耳打ちしている姿が見える。そしてこっちをチラッと見たあとに、ゼノン王子が校長に向かってグッと親指を立てると、校長は彼から離れて校舎へと入っていった。

　多分あれは、

『大丈夫だ。見張ってる』

　かな。

　ちょっと待って。王子がそんなことをしていていいのだろうか。いや、そんな会話をしていたのかは分からないけど、それでなくともこの場で王子の手を煩わずらわせるようなことはしちゃいけない。

　というかいつまでもここに残ってないで、家に帰らなきゃ。きりがない。

「ふん、この続きは長期休暇明けにしとく」

「そういう面では馬鹿じゃないよね。ここでノッてきていたら、本物の馬鹿だと認識するところだ」

　両手を上げて鼻で笑われた。

　ちょっと待ってくれない。元はと言えばコイツが仕掛けてきたんだけど。最初に殴られたの私なんですけど。

「ララ！」

　使い魔のララを呼んで、背にまたがる。

　私は今度こそフードを深く被って、いち、にの、さん、とララと共に空へと舞い上がった。

「じゃあ馬鹿炎。休暇明けまでに首を洗って、ついでに首を長〜くして待ってるがいい！　成績も次こそ絶対に一番をとってやるんだから！」

　そうして、もう小さく見えるロックマンにアッハッハ！　と笑い捨てた私は、魔法学校を背に懐かしの我が家へと帰っていった。

　また来年、頑張っていこう。
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　入学して早五年。

　私は十七歳になっていた。

「どうしよう、眠れない」

「いいから寝なさい。寝不足で明日足引っ張ったら承知しないわよ」

「うっ、いでっ」

　寝台の上で髪をグシャグシャかき回している私に、ベンジャミンが枕を投げてくる。寝られないと言っているのに、何も枕を投げなくとも。

　しかもその枕はけっこう硬めな奴。けっこう駄目なやつ。

　もともと、寮にある柔らかい枕は『寝心地がすっごい悪い』と散々文句を言っていたベンジャミン。挙げ句には、二年生の時に自分のお気に入りの枕を家から寮に持ってきて、どう？　どう？　と私とニケに自慢していた。でもそれはどう見ても、いや触っても人が寝るにはキツい硬さで、思わず唇がひきつったのは今でも忘れない。

　あとでニケと、あれは枕と呼んで良いのか、と三日三晩議論を交わした記憶が色濃く残っている。

　そう、だから、けっこう痛い。枕投げにこれで参戦したら確実に一人殺やってしまいそうな気がする。しかもその角が目頭に直撃した私は、眉み間けん辺りを撫でて一人悶えた。

　自分の枕の殺傷性をもう少し理解していただきたい。

「でもまさか、この寮で同室の者同士が一緒の班になるなんて」

　ニケが仰向けになりながら、寝台の上で腕を宙に伸ばした。ベンジャミンも、そうねぇ、と横にしていた体勢を仰向けにする。

　うずくまって悶えていた私も、それを見てなんとなく上を向きたくなって、おでこを押さえたままゴロンと天井を向いた。

　窓側にある私の寝台からは、ガラス越しに星空がよく見えた。

「そうだねー」

　この学年になると、攻守専攻技術対戦という名の授業参観が待っている。

　攻守専攻技術対戦とは、生徒同士が魔法を使い実力を競いあう戦いの舞台の総称。

　授業、というよりは一種の大会のようなものだった。

　場所は私達がよく実践授業で使っている、校舎横にある競技場で行われることになっていて、五年生全員がそこで戦いあう。

　来らい賓ひんが沢山来る予定となっており、ドーラン王国の王様とお妃様、王国の騎士団長や貴族の重鎮、なんとハーレのお偉いさんまでやって来るらしい。

　先生いわく、これは就職先に自分を売り込むための絶好の機会。学校側もそれを目的として、この大会を行っているのだと聞いている。

　そしてここで良い所を見せれば、もしかしたら六年生時に希望先から『ぜひ働かないか』とお声を掛けられるとのことだった。

　こんなまたとない見せ場、絶対に逃してたまるか！

「最初からそういうつもりで寮の部屋割りを決めたのかしら？」

「えー、なんか怖いな」

　ニケがベンジャミンの言葉を聞いて大おお袈げ裟さに両腕を擦さする。

　明日に控えたその大会。

　二段階構成で、最初は班ごとに分かれて違う班と争い、そこを通ったところだけが次の個人戦に出られることになっている。そしてその班は、寮の部屋が一緒の生徒同士で組むらしい。つまり、私とニケとベンジャミンが一つの班になっている、ということ。

「でも魔法についてはやれるだけやったんだから、明日にならないと分からないわよ」

「ベンジャミン……そうねぇ」

　当然それに万全で臨むため、五学年に進級してからは三人でずっと特訓をしていた。放課後はほぼ五年生全員が競技場で魔法を練習していたし、図書館で缶詰めになっていたりもした。誰よりも有効な魔法を覚えようとそろって躍起になっていて、ここ最近の皆の眼光は恐ろしくギラついていたくらい。

　特訓の相手をしていたニケの水の魔法には何度も濡らされたし、ベンジャミンの炎には髪の毛を燃やされた。あ、ゴメン、と言われたけれどそのまた数秒後にも燃やされたので、だんだん何かの罰を受けている気分になっていった。

　そして文字通り、身を削るような特訓だったことには間違いない。

「でもニケぇ、私ロックマン達とは戦いたくないわ」

「私も嫌よ。……ナナリーは違うでしょうけど」

「なに、なんか言った？」

　嫌よ、のあとに何かモゴモゴ言ったので聞き返したら、うるさい！　とニケに枕を投げられた。

　私はいつから枕当てられ機に……。

「もー！　痛い。……あ、でもロックマンと戦うのは私楽しみ。ウッヒャッヒャ」

「ほらやっぱり」

「本当だわ」

　あぁそれに、五年間ずっと隣の席であるアイツとは、もちろん変わらず対立している。この前も女と男の殴り合いをしたばかりで、あれももはや一種の特訓みたいなものだと思えてきた。こう言ってはなんだがロックマンは私に容赦がないので、ある意味やり易い。むかつくが。

　しかも特訓に乗じて、アイツは疲れているところをわざわざ襲撃してくるし、私の鬱うっ憤ぷんは溜まるどころではない。爆発寸前である。

　だから、とこちらも不意討ちを狙って、この前なんか罠仕掛け専用の魔法道具で落とし穴を作って嵌はめてやった。

　突如視界から消えた奴の姿に私の鬱憤は凄い勢いでしぼんだので、これで差し引き零。これでまたやり返されたら、今度は十倍返しにしてやると心に決めている。

「だってまた二位だったし」

「二位でも十分じゃない。サタナースにその頭の良さを分けてあげたら？」

「ニケ酷いわ！　ナル君は馬鹿じゃないんだから！」

　先日の試験でも、……あぁもう言うのも嫌になってきた。

　私はこの前に受けた魔法中間試験で見事二位を取った。そう、見事に取った。

　こう考えてみよう。二位を取る才能が私にはあるのかもしれない。この一位でも最下位でもない、あと一歩及ばない位置を見事守り抜いている二位の守護神。将来は信者がついて『二位の神・ヘル様、万歳！』とか死後祭り上げられるかもしれないし。

　でもそれを言ったら一位のほうがやっぱ凄くね、と思うので、やっぱりどうしても二位は嫌だ。

　二番手なんて悔しい。何が良くて二位の神様の信者になろうと思うんだ。それに私は死ぬまで二位に留まっていたくない。

　それにアイツに、また一位になったアイツに、今こん生じょうでいつか敗北というものを真正面から叩きつけてやりたいのだ。ハーレの受付のお姉さんになるついでに、奴よりも優秀な魔法使いになって、今までの雪辱を果たす。

　しかし万年二位とは言え上位に入っているわけだけれど、一度たりとも一位を取れていない現実。上には常にロックマンがいるから……違う違う、自分より上だと認めたらそこで試合は終了だ。

　とにかく、ハーレの職員になるためには、なにも成績だけが必要じゃないのは分かっている。受付のお姉さんを目指しているわけだし、事務仕事や人との付き合いだって大事だ。魔法が使えるというのは就職の前提条件であって、その後に必要になってくるのは魔法以外の所。

　一番を目指すことは絶対に諦めていないけど、この大会が終わったら、少し視野を広げてみるのも良いかもしれない。事務系に役立つ本とか、初対面の人との付き合い方、とか図書室を調べればいくらでも出てきそうだ。

　だからその前に見ていろ、明日の斑ごとの対戦を一瞬で突破し、頂上で戦って負かしてやる！

「早く寝ましょ」

「そうね」

　ベンジャミンは私の所に投げつけた枕を取りに来ると、寝台に戻った。ニケも同じく枕を自分の寝台に戻して、おやすみ、と二人は眠りにつく。

　私も寝台横の照明具を消して、おやすみ、と言った。







　競技場の真ん中には、五年生・百五十人が集まっている。

　そしてそれを囲む競技場の座席には、保護者や来賓の姿があった。ざっと見れば約三、四百人が来ている。もちろん私の両親も。他の学年も見学に来ていた。

　競技場は校舎の半分くらいの大きさで、屋根はなかった。

　もし雨などが降った時には、校長先生が競技場の上に防御の透明な屋根を作ってくれるので、雨天時でも利用可。

　あの校長先生の魔法、私にもいつか教えてほしい。

「マリス様、緊張しますわね」

「あら、緊張？　そんなものをしていたら相手になめられてしまうわ。いつどんな時でも、堂々としていなくてはいけませんわよ」

　後ろからそんな会話が耳に入ってくる。

　今は班ごとに縦一列で整列して、先生の説明を待っている状態。

　貴族の子達は来賓や保護者の前だからか、いつも以上に格好が極きまっていた。でも派手とかではなく、洗練された美しさを取り入れていて、一年生時に着ていたブリブリのドレスとかコートではない。見ていて動きにくそうでもなく、かつ高貴な色を放ち、機能性も重視しているような……。

　とりあえず、皆本気だというのがヒシヒシと伝わってきた。

　対して私達庶民は、普段と何も変わらない服装に身を包んでいる。普段から動きやすさ重視だし。

　練習は本番のように、本番は練習のようにということで、服も練習で着ていたものを着ているだけで、服がないんじゃない。いたって真面目。

　でもマリス嬢に『それ、ただの言い訳ですわね』と言われた。

　貴族達には私達のやる気がいまいち伝わらない。

「あ」

　後ろをチラッと向くと、後方にいた憎きアイツと目を合わせてしまった。

　髪の毛が今では肩を超えて胸まで伸びているロックマン。別に似合っているから良いのだけど、なんだか悔しくてこの前ボソッと『女男め』と言ったら髪の毛を燃やされた。

　なんでか私の髪はよく燃やされる運命にあるらしい。

「べー」

　私はとりあえず何かやってやろう、と長年の癖が反射的に出てきて、アイツに向かいあっかんべをした。

　でも反応は思いのほか薄く、一瞬冷めた目をしたあとにニヤッと笑われて終わる。

　なんだその笑いは。

「じゃあお前達、これより攻守専攻技術対戦を行う」

　五年生全員の前に教師の一人が立つ。

　私は慌てて前を向いた。

「内容は先日に話した通り、最初は班になって課題を競う。そしてその次からが、個人個人の戦いになる。だが百五十人をそれぞれ戦わせていたら時間がないから、最初の課題を通れなかった班は個人戦に出さないことにする。分かってるな？」

　先生は台の上から私達生徒を見渡す。

「いいか、もう一度言うぞ？　通れなかった班は出られない」

　また念をおして先生が言った。

　人差し指を立てて真剣に二度言うってことは、何かよほど重大な言葉だったりするのだろうか？

「さて、男女に分かれて課題をこなしてもらう。まずは女子からいこうか。男は見学だ」

　寮別に男女分かれて並んでいた私達。

　それから先生の言葉通り、男子は競技場の座席に移動させられ、七十五人の女子が二十五組その場に残された。

　広い競技場では七十五人なんてちっぽけな集団に見える。

「庶民女子！　頑張れー！」

「ヘル、意地でも負けるなよ！」

「貴族の力を見せてやれ！」

「女の戦いって見物だよな〜」

　席に着いた男子達は、楽しそうな顔で私達を見ている。

　見学者は気が楽でいいな。

「あれ？　なんか揺れてない？」

　呑気に席を見ていると、立ったままの自分の身体が少し揺れた。

　揺れた？　違うかも。

　これは私が揺れているのではなくて、地面が揺れているような。

「ねぇ、ニケ──」

「じゃあ、女子の最初の課題は……」

「「きゃあ！」」

　先生が言い終わらない内に、私を抜いた仲間二人、ニケとベンジャミンが悲鳴を上げる。

「ニケ、ベンジャミン？」

　地面から炎の蔓つるが出現した。蔓はこちらが動く間もないまま二人の手を拘束しあっという間に吊るす。

　さっきの微少な地面の揺れは、これが出てくる前兆だったのか。

「大丈夫!?」

　どちらも両手を捕まえられていて、身動きがとれていない。しかもニケは熱いのが苦手なので、顔がひきつるっていう以上に酷いことになっている。熱いはずなのに顔色が青くて、血の気が引いていた。ベンジャミンは火の魔法型だからか、いくらか耐性を持っているようだけど、熱いのには変わりないので表情が思わしくなかった。

　他の班も同様に、三人の内二人が炎の蔓に捕らわれて宙にぶら下げられている。

「おー、宙ぶらりんだな」

　先生はその状況を、どこに隠していたんだか本を手に持って楽しそうに見ていた。

　というか笑ってる。あいつ鬼畜だ！

「先生！　どういうことですの!?」

　マリスが吊るされて泣きそうになっている仲間を見ながら叫ぶ。

「コレが一つ目の課題だ」

「コレが課題？」

　皆はわけが分からない、と先生を見た。

「目の前には捕らわれた仲間が二人いる。炎の蔓を魔法で切れば助けられるが、無事に助けられるのは一人だけだ。もし二人を助けたなら自分にしっぺ返しが来て、その体が燃えるように細工してある。死にはしないが、かなり熱いぞ。制限時間は五分だ。その間に魔法を使って仲間を助け出せ。あぁ、捕まってる子達、魔法で炎から脱出しようとしても無駄だぞ。これには王の強力な魔法がかかっているからな」

　皆が王族の席があるほうをバッと見ると、にこやかに私達へ手を振っている王様の姿が見えた。

　あのゼノン王子のお父さん、ドーラン国王がかけた火の魔法か。手て強ごわい。王様の魔法を見たことはないけれど、国一の魔法使いとも聞いたことがある。簡単に切れはしないだろう。

「一人助けて、もう片方残った子達は？」

「暫く熱い炎の中で耐えてもらうが、命に別条はない。もしかしたら皮膚がちょっと焦げるかもしれないが……。解放できたら、あそこの場所へ移動しろ」

　先生が指したのは空。

　見ればいつの間にか、競技場の上空に硝子の大きな板が浮いていた。

「その場所まで来られたら合格とみなし、個人戦をやってもらう。ほら皆、そんな顔するな。五分経てば炎から解放されるし、安心しろ」

　いや安心しろって、さっき皮膚が焦げるかもとか言ったよね。

「なによ簡単じゃないの」

「蔓を切るだけなんて……、でも早くしないと皆焦げちゃう」

　残された子達は貴族庶民関係なく、不安げに会話をしていた。

「あの蔓の魔法は王様がかけたんでしょう？　それに……あら？　焦げるって言っていましたっけ？」

　聞き間違いじゃない。さっき言っていましたよ。

　けれどはたして、五分も炎にあたっていて焦げるだけで済むのだろうか。

　蔓に捕まっていない子達は、自分の班の仲間を見る。

　私はしょっちゅうロックマンの火を撃ち込まれて火傷しているが、たいていは治ち癒ゆ魔法専門の先生に治してもらっていたので、どうってことはなかった。

　いつも完璧に傷を無きものにしてくれる先生には感謝しかない。

　一度ちょっとした大怪我をした時に『もう！　ナナリーさん!?　女の子なんだから落ち着きなさい！』とこっ酷ぴどく怒られたのは良い思い出だ。

　だから皆、多少怪我をしても大丈夫だとは思うのだけれど。

「じゃあ皆、五分間頑張れよ」

　先生は手に持っていた本を上にあげて、私達に開いて見せる。

　よく見ると、そこには五・十と大きく書いてあった。十の部分は九、八、と段々数字が下がり逆走していく。

　これはもしかして、時間？　あれで残り時間を見るということ？

　そしてその十の数字が一になった時、本が宙に浮いて丸い時計の形をとる。

　短い針はなく、長い針だけの時計だった。

　今日はお父さんもお母さんも来ている。座席に座っている姿は見つけられなかったけれど、せっかく私を見に来てくれているのだから、ガッカリされるような負け犬姿は絶対に見せたくない。

　それに王族の席の隣、王国の騎士団長や貴族達が座っているところには、ハーレの偉い人も来ているというのだから気が抜けない。

　それでなくとも気を抜くつもりは全くないが。

「始め」

　私達の五分間が始まった。

　先生の合図で、蔓に捕まっていない二十五人の女の子達は一斉に魔法の構えをした。私ももちろんその内の一人。

　早く蔓を切らなければ課題は通れないし、上に浮いているあの硝子板の場所まで仲間を運ばなくてはいけない。五分間という時間の中では、移動する時間も仲間を運ぶ時間も限られてくる。

　この課題。班というより、二十五人それぞれの判断や実力で合否が決まるので、ここで失敗したら当然私の責任になる。

　……うわ、それ嫌だな。

　失敗したら、絶対ベンジャミンからは枕以上に固い物を投げつけられる。

　私にはあの赤い髪が燃え盛る炎みたいに、メラメラと揺れ動く姿が容易たやすく想像できた。

「どうしよう」

　でも先生は蔓を切れと言ったけど、それよりも先に私達はある判断をしなくてはいけない。とても直すぐにはできない判断だ。

　自分の隣を見てみる。

　マリス嬢の両手は魔法を作り出す構えをしてるのに、動かないままだった。

「どっちかなんて、先生も簡単に言ってくれますわね。私達は仲間なのよ？　簡単にはいきませんわ」

　炎に包まれていないはずなのに、苦しい声でマリス嬢がそう吐き捨てた。彼女にも当然大事な仲間がいる。五年間一緒の部屋で過ごしてきた友達で、私にとってはニケやベンジャミンのような子達が。迷うのも無理はない。というか、迷って当然だ。

　マリス嬢の洗練された赤いドレスの裾はゆらゆら揺れている。

「ナナリー」

　ベンジャミンの声が燃え盛る炎の中から聞こえてきた。

「……っナナリー」

　微かすかに、苦しい息使いのニケの声も耳に届く。

　約半分くらいの班はどちらか一方を助けたのか、この場から居なくなっていた。炎に包まれたもう一人の子を残したままで。

　とても苦しそうだった。熱いだろうに。

　私のほうも、早くしないと二人が熱さでバテてしまう。それに先生は焦げるだかなんだかとも言っていたし、治癒の先生が治せるとは言っても、本人達は現在進行形で熱いものは熱いし、痛いものは痛い。

「もうこんな時間」

　競技場の上に浮いている時計の時間を見れば、あと三分ほど。

　王の力の加わった魔法だと先生は言っていたが、破る分にはそんな高度な魔法は必要ないようだった。

　もしかしたら一筋縄ではいかない魔法なのかもしれない、と思っていたのだけれど、どうやらそんなことはないようで、今も違う班の女の子が仲間の一人の蔓を風で切り落として上へと運んで行った。

「私、でもどっちも」

　どちらか一方を選ぶ。

　熱いのが普段から非常に苦手なニケ。でもきっとどちらを選んでも文句は言わないだろう。

　ベンジャミンは魔法型が火だけど、魔法が使えていない今じゃ丸腰も同然。熱いのには変わりないし、他の人同様に皮膚が焦げてしまうかもしれない。

「……」

　私は勉強ができる。

　新しいことを覚えるのは嫌じゃないし、知識があればある分だけ色々なところで役に立つから。

　魔法の勉強を頑張っている理由は、将来なりたいもののために必要だからやっている。それ以上でもそれ以下でもなくて、少しよこしまな考えがあるとすればあの馬鹿炎を負かしたいっていうことぐらい。

「ナナリー？」

「プロスト（霜の鎧）」

　呪文を唱えると、自分の身体や服の表面を霜が覆う。足先から頭のてっぺんまで肌が出ているところは全部。

　これは最近覚えた魔法で、魔法型が氷の先生に教えてもらった。私は何かと炎の攻撃に身体をやられがちだから、防御できる策はないのかなぁと溢こぼしたら、先生にこれはどうかと勧められたのがきっかけ。薄い霜を操るのは繊細な作業で、下手したら皮膚の内側を凍らせ兼ねない。そんな魔法を先生は私に時間をかけて丁寧に教えてくれた。

　学年の中で氷の魔法型は結局私だけで、他にはいない。違う学年にはちらほらといるらしいのだが、それでも氷型という子は凄く少ない人数だった。

　魔法型に分かれて行う授業ではいつも一人だったので、ゆえに先生とは毎回二人きり。

　一人というのは心細かったけど、その分じっくりと教えてもらえたので、今となっては一人で良かったとも思っている。それにアイツと全く逆という部分でも良かったと思った。

「貴女もしかして」

　まだ構えたままのマリス嬢が、霜の鎧を纏った私を見て何かを言いかける。

「マリス、迷うよね」

「え？」

　この課題は私達にどういうことをさせているのか、改めて客観的に考えてみる。

　私は目の前の二人に向かって片手を突き出した。

「パゴノ（凍らせよ）」

　二人を掴んでいる炎の蔓を氷で凍らせる。

　そしてもう片方の手を使い、一人残っている子達の蔓にも魔法を巡らせた。魔力を広範囲にうまく流し込んで、同時に氷結させていく。対象を絞るのはなかなか集中力と手腕がいるのだけど、あぁ、霜を纏っているのに額から汗が垂れてくる。

　間違っても皆を凍らせることだけは避けなくては。

「ナナリー！」

「ナナリー!?　駄目よ！」

　ベンジャミンとニケが叫んでいるけれど一切無視。

　これは炎に氷なので、攻魔法としては私にとって相性は良い。つくづく、やっぱり自分は氷で良かったと思う。
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「燃えちゃうからやめて！」

　パキパキと音を立てて固まった蔓を、指を鳴らして粉砕する。蔓がなくなった瞬間二人が地面に落ちるのを防ぐために、浮遊魔法で浮かせた。

　どうやら私が凍らせようとした全ての蔓も上手く氷を纏わせられたみたいで、一人炎に残っていた子達は解放されて地面に横たわっていた。

「良いから！　浮遊魔法であそこまで飛ばすからじっとしてて！」

　もし私の考えが外れていたら、早速課題には落ちてしまうかもしれない。

　だけどどちらか一方を助けて、一方を見捨てて、はい合格。とか言われても全く嬉しくないし後味が悪すぎる。

　そりゃハーレの職員に推薦してもらうのも良いけど、こんなことで人格が最悪な奴になるよりか余程マシだ。

　でもこれで失格になってしまったら、二人には悪いことをしたと思う。そしたらベンジャミンとニケには、私に好きなだけ枕を投げつける許可をあげようと思う。

「先生は、無事に助けられないって言ったの！　でもただ、それだけ、無事に助けられないだけで、二人助けたって失格じゃない！　〝班〟で、あの上に行かなきゃ意味がないんだよ！」

　炎が徐々に足元から私を包む。二人を助けたのだからしょうがない。他の人の蔓だってやってしまったし。

　どうにか全身を霜で覆ってみているけれど、蒸発して溶けていってしまっていた。まだまだ未熟な魔法だったのかもしれない。それに王様の力が加わっているっていうのもあるからだろうか。

　けれど不思議と、そんなに熱くなかった。どっちかと言えばロックマンの火のほうが熱いし、野蛮だし。無意識の内に随分鍛えられたものだ。

　燃えている私の姿を見て、ニケとベンジャミンが泣きそうな顔をしている。そんな顔をさせるために二人を同時に助けたつもりはない。美人二人に目の前で泣かれるのは私としてはとても不本意。

　私も浮かせようとしているのか、魔法を私に向かってかけようとする二人の手には蔓の火傷の痕あとが残っていた。

　二人を徐々に上の硝子板まで運ぶ。

「ナナリー！」

「燃えたってなんだって、このくらいの弱い炎じゃ死なないし、ロックマンの炎のほうがまだ熱いっての！」

　不本意ながら、熱いのなら慣れている。

　だってロ……（以下省略）

「んっ、カロマギア・ゾーオン（魔法動物召喚術）」

　左手の人差し指と親指で丸を作って、横に腕を振るう。

　すると私の前にボンと音を立ててララが現れた。いつもより大きな姿なのは、私がこの大きさを願いながら出したからだと思う。真っ白な狼は私を見て吠ほえた。

「これは！　ご主人様！」

「ララ、わたしを、あそこに」

「分かりました！」

　ララは熱さをものともせず、私の頬に顔を寄せる。

　上にある台に行くように指示すると、ララは結晶化して私を背に乗せた。首に手を回して倒れこむように凭もたれる。ララの能力の一つである結晶化は、どんな攻撃を受けても傷一つつかないというもの。

　炎に包まれた私をものともせずに軽く運んでくれる。

　視界に入っている髪の毛はチリチリと音を立てて焦げていて、あ、どうしよう禿はげるかもしれないと場違いにも焦あせった。霜はとっくに剥がれているし、二人を浮遊させているのにも力を使っているのでこれ以上同時に魔法を発動することができない。

　嘘でしょ、全然考えてなかったんだけど。このまま燃えてたら髪の毛が焼け焦げて灰になってしまう。水色になってしまった髪だけど、最近ではやっと好きになれてきていたのに……私の毛根が根絶やしに。

　やだやだ、どうしよう禿げる！　嫌だ！

「うぅ……」

　なぜか私の髪の毛は、やっぱりどうあっても燃やされる運命にあるらしい。







　それから約二分後、先生が終わりの合図をかけた。

　上空に浮いている硝子板のところへ着いてから目を瞑っていた私は、熱さが引けた感じに目を開けた。私が纏っていた炎は消えて、やっと解放される。炎がないだけで身体からだがいくらか楽になっているけど、風がちょっと肌に沁しみた。

　着いてすぐにその場で倒れてしまった私は、正直まわりがどうなっているのか見えていない。

「ベンジャミン、火が消えたわ！」

「ナナリィ！」

　その間にも私の傍そばでは熱いのにもかかわらず手を握ってくれていたのか、二人の姿が目に入った。横にはララが座っている。

　私の皮膚は焦げてなかったけど、焼けて爛ただれていたようで、皮が捲めくれていた。目にするまでは痛くなかったのに目にした途端ジワジワと痛みが走る。弱い風さえも激痛の元になっていた。

「足引っ張ったら容赦しないって言ったけど、こんな無茶しなくたって！　馬鹿！」

「うっごめ、んねナナリー。和らげようとっしたけど、水も効かなかったの。ごめんね」

　ベンジャミンとニケの手も爛れていた。それを見た時、自分の痛みを一瞬忘れてちょっと泣いてしまいそうになる。

　美人二人の白しら魚うおのような手を、こんな赤く水みず脹ぶくれしてしまった手にしてしまうなんぞ。二人の両親にはなんて謝ろう。将来責任をとりますから、嫁として貰いますとか言ったほうがいいかな。……いや駄目だ、お前ふざけてんのかとか言われそう。やめておこう。ベンジャミンにはサタナースをけしかけたほうが良さそうだし。

「怪我人を治癒しますよ、通してくださいな！」

　治癒の先生の声が聞こえて、すぐに駆けつけて来てくれた。

　先生は私の手を握っていた二人の手をゆっくりとはがすと、彼女達をあとから来た他の先生のところへと誘導する。そしてまたこっちに戻ってくると、膝をついて私の顔を覗のぞいた。

「もう大丈夫よ、今治すから」

「せ、んせ」

「あぁ、綺麗なお顔がこんな……すぐに取りかかります。この子は一番炎で包まれていた時間が長かったから、最優先です」

　先生が顔をしかめて私の額に手を当ててくる。普通の風とは違う風が先生の手から流れてきた。それは傷口を掠かすめても心地好よい風で、全然痛くない。これは先生の治癒魔法だと分かるのにそう時間はかからなかった。いつも治して貰っているからかも分からないけど、心のそこから安心ができる。

　ふぅと私が息を吐き出すと、先生が女の子なんだから……、といつかの説教台詞せりふを呟く。やばい、もしかして私説教されるかも。でもこんな時までお説教は嫌だ。説教はお母さんにされるだけで十分。

「でもナナリーさん、あなたは立派だったわよ」

「は、い？」

　けれど予想とは違ってそんなことを言われる。

　先生の後ろではニケとベンジャミンが他の先生に手首や腕を治癒してもらっているのが見えた。安心した。

「では、通過した班を発表する」

　治癒してもらっている間にも、この課題の担当である先生が声を拡張させて競技場中に響かせている。

　そうだ、怪我に気をとられていたけどまだ課題の合否を聞いていなかった。

　私は耳を澄ませて目を瞑る。

「サリー・ボンヌ班、マリス・キャロマインズ班、ナナリー・ヘル班、カーラ・ヤックリン班、以上だ」

　言い終わった。

　そして私達の名前が大きな紙に書かれて競技場の上に浮かぶ。それはさっき先生が言った通過班の名前だった。

　私は目を開けて横たわったままマリス嬢を探す。彼女が合格したというなら、同じくこの場所にいるはず。

　痛くて首が動かせなかったけど、目だけで必死に探せば、それらしき女の子が私と同じく横たわっていた。

　赤いドレスは焼けなかったのか不思議と無傷だったようだけど、そこから覗く四肢は皮膚が焼け爛れていて痛々しい姿が見える。

　どうやらマリス嬢も仲間の二人を助けたようだ。

「待ってください！　私達は？」

　先生の声に、最初のほうにここへと避難した子達が抗議する。

「俺は言ったぞ、通れなかった〝班〟は出られない。無事に助けられなくても、二人を助けることはできる。一人を助ければ合格じゃなく、仲間を助けろと言ったはずだ」

「そんな！」

　確かに先生は無事に助けられないとは言ったけど、一人を助けたら合格とは一言も言っていなかった。それに念をおして言われた『いいか、もう一度言うぞ？　通れなかった班は出られない』という言葉。そしてそのあとに先生が説明していた中で『その場所まで来られたら合格』と言っている。

　班は三人が揃っての、班だ。一人でも見捨てて欠けてしまったら、班ではない。

「皆の中には破魔士を目指すものもいる。騎士団や将来家を継ぐ奴も」

　先生がもう一度大きな声で話し始める。

「これから先、仲間や大事な人間が人質に取られた時、どうするか。相手の要求の裏を読むことも必要だが、これはそんなもんじゃない。己の力量を過信するなとは言わないが、助けられる可能性を限られた中で考え、すぐに行動に移せるか」

「合格した班の四人は最初こそ迷っていたようだが、ヘルを皮切りにそれぞれ己の最終判断を自分に下した。それがこの結果だ。この課題は魔法の技術を試すのが主だが、目的は前にも言った通り、お前達が将来行く道に立ちはだかる大人達に見てもらうことだ」

　それは、王国の騎士団長や貴族達のことかな。

　あ、私にとったらハーレの人もか。

「仲間を見捨てる強さも時に必要なのかもしれないが、今回は救う強さを見せてもらいたかった。捕まっているほうは何もできなかったかもしれないが、ごめんな。課題への合格に目が眩くらみ非情な判断をした班は、この場で失格とする」

　そう言った先生の言葉を最後に、私はまた目を閉じて意識を手離した。

　閉じる前に見た競技場の空は、綺麗な青だった。







　涙が出そうだ。

「ナナリー・ヘル、一位おめでとう」

　待ちに待った瞬間が今、私に訪れている。

　この五年間ずっと私が求めていた頂点の数字。聖なる数字。神の数字。学校に入ってから一度も取ることができなかった『一位』という称号が、今、目の前に。

　これまで頑張ってきて良かった。来る日も来る日もアイツの隣で二位という看板を背負い泣きを見ていたけれど、これで万年二位のヘルなんて誰にも言われることはない。直接言われたわけじゃないが、ヒソヒソと皆が今でも言っていたことを知っている。

　でももうそれは気にしない。

　だって私は一位だもの。

「では、男子はアルウェス・ロックマン、君が一位だ。おめでとう」

　隣でロックマンがそう讃たたえられた瞬間、拍手が沸き上がる。

「ありがとうございます」

　今私が立っているのは競技場の表彰台。個人戦で一位を取った者だけが上がることを許された場所。

　見晴らしも良くて、競技場中をここから見渡せる。お父さんとお母さんの姿もさっき見つけることができた。大きく手を振れば、目立つ場所にいる私の姿を見て二人とも手を振り返してくれた。それに表彰台の下には五学年の生徒が全員いて、ニケやベンジャミン、マリスの姿もよく見えた。

　横ではロックマンが先生から金の卵をもらっている。この金の卵はお湯で温めると中から欲しいものが一個だけ出てくるという、たいへん面白い品物。でも卵の大きさに見合ったものだけという制限つきで、比較的小さいものしか望めない。けちな卵だ。

　私は自分の手に収まったそれを見て、ぷるぷる震える。

　なんで、なんで、なんで、

「なんで男女別なの！」

　男女別じゃ意味ないじゃないか！

　先生そんなこと一言も言ってなかったじゃん！

　すると、うるさい、なんて横にいるアイツから苦情が来る。

「だ、だって」

　ええ、一位は取りましたよ一位は。

　けれどあろうことか、個人戦も課題同様に男女別だった。

　どうしてだ、これでは本当の一位だと到底言えるわけがない。先生が一位だぞヘル、良かったな、なんて今まで一位を取れずにいたことを思ってか涙ぐんで私に言ってきたが、私は違う意味で泣きたくなった。本当に泣きたい。

　五年生になってからは、打倒ロックマンと掲げて日々この日の為に特訓を重ねてきていたというのに、これでは私の計画が台無しじゃないか。コイツを打ち負かした上で、ハーレのお偉いさんに自分を売り込もうと思っていたというのに、なんということなの。

　女子で一位になったので悪い印象ではないのだとは思うのだけれど、それでもやはり腑ふに落ちなかった。

　アイツに負けるのはもちろん悔しいし嫌だが、負けているのに勝ったような扱いをされるのはそれ以上に気にくわない。別に勝ってないけど。

　私が万が一おくがいちでもアイツに負けているとは思わないけれど、今までの成績を見ても皆から見ても万年二位のヘルが『女子』で一位になった、という見方しかできないのに。




『先生ありがとう』

『もう無茶は駄目よ』

　あのあと。

　課題を終わらせたあと、先生の治癒でどうにか身体の傷が完治した。先生の魔法は本当に凄い。私も治癒の魔法を使えるけど先生ほどに上手く使いこなせてはいないし、あんなおっかない火傷を痕ひとつ残さないで完璧に元通りにするなんて、もはや神業だった。

　それからしばらくの間は寝台の上にいたけれど、個人戦が控えているからと男子の課題が終わる頃に競技場に戻った。マリス嬢や他の子は一足先に戻っていたようで、ベッドがある部屋には私しかいなく、少し焦っていたというのもある。

　いつまで寝ているつもりなんだ、と自分自身に説教をした。

　私は急いで競技場の扉を開けた。けれど男子が何の課題をしていたのかを知らなかった私は、競技場の座席へ出た瞬間、目にした光景にビックリする。

　なぜなら男子の半数、いや半分以上が裸になって倒れていたからだ（下着は着ている）。もはや裸祭り。

　私はまた何かのパーティーにでも紛れ込んでしまったのかと目眩を起こした。

『観念しろ貴族！』

『お前が観念しろド平民！』

　だって、なにこれ。なんで裸？

　課題をやっているんじゃなかったっけ？

『何これ』

　ニケとベンジャミンがいるところまで移動した私は、これは一体なんなのかと尋ねる。

　すると『魔法を使わずに敵の身ぐるみを剥がす（下着は駄目）』という課題らしいわよ、と返ってきた。

　裸にされた者が二人以上いたら、その班は失格なのだという。

『その高そうな服俺達にも着させろぉぉ！』

　いや嘘でしょ、馬鹿でしょ。どういうこと。

　私達女子の課題と、随分いろいろな意味で重さが違うではないか。先生はこれを将来道に立ちはだかる大人達に見せてどうするつもりなんだ。逞たくましい肉体を見せるってことなのか。なんなのだ。

　ついでに言えば魔法を使うはずの大会で、魔法を使わないとはどういう了見だ。だいたい身ぐるみを剥がすなど、結構な技が必要だろうに。庶民の服ならまだしも、貴族の服なんてコートやシャツやベストやらを着ているわけで、ましてやズボンを脱がすなんて簡単にはできない。相手を気絶させるくらい殴り飛ばせばできるが。

『いやだ破は廉れん恥ちだわ』

『あらでも筋肉が……』

　貴族の女の子達は顔を赤くして手で顔を覆っているけれど、指の隙間からチラチラと覗き見ている様子。

　淑しゅく女じょの仮面は跡形もなく剥がれていた。

　すると『キャー！　アルウェス様！』と声が上がったので思わず競技場を見てしまう。

　視線の先には、今にもサタナースに身ぐるみを剥がされそうになっているアイツがいた。

　さっきまでロックマンを応援していた声が『サタナース！　やっておしまいなさい！』という声に変わっていく。

　淑女の皆よ、どうしても見たいのか、そいつの裸が。

　アイツは脱がされまいと、サタナースの顔や身体をボッコボコに殴っている。

　必死過ぎる様子に、なんか笑えた。

　ついでにベンジャミンの声もサタナースを応援する言葉から『ロックマン！　剥がして！　剥がすのよ！』に変わっている。

　そんなに見たいのか、裸が。

　とにかく混沌、無秩序な光景だったことには間違いない。

　ゼノン王子は追い剥ぎの達人なのか、来る敵来る敵の服を見事に剥いでいた。無双だった。

　王子とロックマンは同じ部屋なので班が一緒。あそこの班が破れることはないだろう。

　そしてこの課題を通ったのは、サタナースの班と、私の予想通り王子の班だけだった。

　しかしその数六名。なんという少なさ。

　競技場の中心では気絶した男子達が裸で転がっていて、私はひっそりと手を合わせる。大丈夫、君達は何も悪くない。悪いのはこの課題をやらせた先生達のほうなのだから。庶民はまだ良いけれど、貴族の子供達に何ということをさせているのだろう。

　あとで苦情が来ても私は知らない。

　そして問題の個人戦。

　なんと先生は『男子、女子、分かれて個人戦を行う』と言い出した。私は耳を疑う。

　え、男女別？　今男女別って言った？

　やだ何よ、ちゃんちゃらおかしい。なぜここまで来ておいて、男女別で戦わなければならないのだ。拳で戦うならまだしも、魔法で戦うのだから男女なんて関係ないはずなのに。

　けれどよくよく思い起こしてみれば、攻守専攻技術対戦の内容を話された時、男女別だとは言われなかったけれど男女混合とも言われていなかったことに私は気づく。

『早とちり!?』

　それでも現実を受け止めきれなくて先生に猛抗議したけれど、アッハッハと笑われて聞き入れてもらえず、私の思いも虚しく男女別で個人戦は行われて、結果は女子では私が一位、男子ではロックマンが一位となった。

「いいから。静かにしなよ」

「だって……私はアンタと戦えるのだとばっかり思ってたのにっ」

　表彰台の上でキィィ！　と金の卵を噛む。凄く固かった。

　女同士の戦いもそりゃ悪くなかったし、ニケやベンジャミンは手強かった。ベンジャミンにはまた髪の毛を燃やされそうになったし、ニケには容赦なく水の中で溺おぼれさせられそうにもなった。

　しかし誰にも負けない自信を常に持つようにしているので、負ける気はしなかった。言っておくが、これは自意識過剰でもなんでもない。ただの思い込み作戦だ。自分が負けると思ったらもうそれ以上にはいけない。

　ロックマンのほうはゼノン王子とサタナースに随分手こずっていたけれど、ご覧の通り男子の一位として君臨している。

「じゃあこれが終わったら殴りに行くから待ってて」

「誰が待つか！」

「逃げる気？」

「逃げない！」

　私は殴りたいのではなくて、ただコイツを正式な場で負かしたいのに！

　競技場中の皆が表彰台に意識を集中させているのを忘れて、言い合いを始める。

　周りからは背が高いロックマンにちんけなネズミが突っ掛かっているようにしか見えないだろうが、くそ、首が痛いな。なんで男は身長がこんなに高くなるんだ。遺伝子の問題ではないのかもしれないけれど、私のお父さんの背ははっきり言ってそんなに高くない。

　顔面偏差値では敗北し、身長でも高さは負け、コイツは凄くモテている上に、頭も魔法の腕も良い。

　……あれ、私成績以外でも何も勝ててなくね。

「こらナナリー、この場で喧嘩はやめなさい」

「う、はい」

「ロックマンも挑発するなよ」

「……なんで僕まで」

　先生に怒られた。

「これが終わらないと来賓達が帰れない。ところで二人は卒業後、どうしたい？」

　そういえば、まだ王様もお妃様も帰っていない。これが終わるまで帰れないのかな、と思っていたけど、先生がそんなことを言ってきたので私達のせいだと悟る。

　帰るのが延びてしまってごめんなさい。無駄な喧嘩しました、すみません。

「僕は王国の騎士団に入ります」

「私は、ハーレの受付の人になりたいです」

「え？」

　先生は以前から知っていたので驚きはしなかったけれど、ロックマンのほうはもちろん、私がこの学校に入った訳もなりたいものも一々話したことはなかったので、今まで見たことも無いような間抜けな顔をされた。今なら穴という穴に氷を埋め込めそう。そのくらい変な顔をしていた。でもそんな間抜け顔でも幾らか格好いい。様になっている。

　確か私、自分が成績一番になってコイツを負かしたいということしか周りに言って来なかったので、将来の話をしたことがなかった気がする。ニケは騎士団に入ると言っていたし、ベンジャミンは破魔士になると言っていたのは聞いたことがある。けれど、たいていじゃあお前はどうなんだと聞かれた時は『まずはロックマンに勝ってからじゃないと！』と意味不明……ではないが、いつもそっち方面に話を流してしまっていたので、多分誰にも話していない。

　いいや、多分ではなく全く誰にも話していない。

「受付……？　そんなに魔法を極めて、受付になりたいの？」

「そうだけど」

　ロックマンが騎士団に入るとか何とかは、マリス嬢から聞いていたので驚きはしない。

　しかしその言いかた、受付の仕事を軽んじているように聞こえてならないぞ。これだから金持ちの坊っちゃんは何も分かっていない。

「今ここに、学校から二人の推薦状を出す用意をしている」

　先生が私達二人に向けて紙を渡してきた。

　紙に目を通せばそこには私の名前が一番最初に書いてあり、徐々に目を滑らせていくとその内容を理解する。

『ハーレ・モーレン魔導所所長・テオドラ・ロクティス殿。このたびドーラン王国魔法学校、卒業予定者ナナリー・ヘルを紹介させていただきます。本学生は、優秀な人材でありますので、そちらでお役に立てる存在かと存じます。前向きにご検討のほど、宜しくお願い申しあげます』

　と、ざっと訳せばこんな感じだった。

　すなわちこれは、あのハーレへの推薦状？

「先生、これって」

「二人の希望先から、今日の対戦を見て是非卒業後は我々の所にと言われてな。だから早速推薦状を作らせてもらった」

「やったぁ！」

　な、ななななんと。

　ハッ、ハハハハーレへの推薦状を勝ち取ったり！

　今、これまでの全てのモヤモヤが一気に晴れた気がする。だってあのハーレへ、まさかこんなに早く推薦状を作って貰えるなんて思ってもみなかった。

　私がハーレだということはロックマンは騎士団への推薦状ってことになるのか。

　チラっと隣のアイツの紙を盗み見ようとしたけど、バレていたのかサッとそれを伏せられて見ることができなかった。目め敏ざとい奴だ。

「六年生では、もしその希望が変わらないのであれば、卒業後に向けて希望先からの資料を元に勉強をしてみろ。もちろん六年時の学習を疎おろそかにしろと言うわけではないが、頑張れる範囲でやってみるのも良いんじゃないか」

「はい！」

　ロックマンと共に舞台から下りて皆の所に行く。

　王族のほうの席を見ると、ちょうど帰るところだったのかちらほらと皆席を立っている様子だった。保護者なんかは朝から夕方まで座りっぱなしで疲れたろうに。お父さんお母さんも早く帰って休んでほしい。二人にはまた長期休暇の時に会えるし、卒業したら家には帰るわけだから寂しくない。

「おめでとーナナリー」

　下に戻るとサタナースやニケ達が金の卵を触りたがってきたので、いいよ、と笑いながら触らせてあげた。ベンジャミンはなぜか私がさっきやったように金の卵を噛んでいる。なにしてるの、と聞いたら、こういう固そうなの見ると噛みたくなるのよねと言われた。彼女は本当に固いものが好きらしい。

「ありがとう」

　こうして私の五年目は過ぎていった。

　しかし私は学年末でまた二位を取る。

　言わずもがな、一位はアルウェス・ロックマンだった。
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　ついに私は六年生になった。

　十八歳になり、卒業も間近。

　私や皆は、卒業後に向けて学年の初めから動き出していた。

　マリス嬢は侯爵家を継ぐと言っていたので、卒業後は貴族本来の生活に戻るらしい。領地の運営やその他諸もろ々もろをご両親から教えてもらうのだと言っていた。女侯爵はわたくしぐらいですわ、と話していたけれど、他の女の子達は家に戻ってもパーティーやら遊びまくる日々が待っているのだという。

　ただ戦争等になった時は少なくとも貢献しなくてはいけないらしいので、魔法の訓練もお家で続けていく。

　それも一種の花嫁修業だと言っていた。

『私は親と同じく破魔士よ』

　ベンジャミンは破魔士として生活を始めるのだと言っていたので、長期休暇中はハーレに行ってご両親の付き添いのもと、簡単な依頼から魔物退治の基本を勉強したりと忙しい様子だった。

『私は騎士団ね』

　ニケは王国の騎士団に入るため、日夜魔法の腕や身体を鍛えている。私もたまに特訓に付き合っており、この前はお互いがボロボロになるくらいまでやり合った。

　だんだんニケも容赦がなくなってきたので、私としても楽しくやらせてもらっている。入団試験が一週間前に行われたばかりで、まだ結果は届いていない。良い知らせも悪い知らせも、必ず学校に届く手て筈はずになっているらしいので、傍で見守っている私やベンジャミンはドキドキだった。

　私の場合は五年生の時にハーレへの推薦状をだしてもらい、それもあちらに見事通ったので、卒業後はそこで働くことに決まっている。仕事内容等の資料を学年の初め頃に送ってきてもらえていたので、それからは六年時の勉強と並行して頭に叩き込んでいた。

　資料を見ると、一番最初の項目に『ハーレは破魔士に仕事を提供する所』と書いてある。当たり前だが私もそれは知っている。

　そして次の項目には主な勤務内容とあった。

　まずはハーレに依頼を持ってくる依頼者の情報管理。次に依頼内容に不備がないか、依頼者と共に確認をする。そして魔物退治系になると、依頼者側から貰った情報をもとに、こちらが依頼内容の下調べをしに行かなくてはならない。どんな所で何が起きているのか、地形はどうなっているのか、また依頼の値段交渉などもハーレの職員が行う仕事なのだ、と書いてあった。

　仕事を提供する側としての責任があるため、破魔士よりも先に現地へ行き、情報が少ない中で確認をする職員は命の危険を背負っている。

　そして私が希望している受付はその一連の中の業務で、主に女性が交代制で務めているらしい。ひとくくりに受付と言っても、依頼内容から破魔士たちの情報まで全てを把握しなくてはいけない、ということで受付以外でもハーレの仕事全般をこなす必要があるという。

　だからハーレの職員になるためには、優秀な魔法使いの腕と知力が求められるのだ、と。

　なるほど、だから学校で上位の成績を取らなくてはならなかったのか。

「肩が……」

　筆を置いて両腕を上に伸ばす。肩が凝こった。かれこれ二時間ここにいる。

　この図書室は放課後、六年生だけは寮の消灯時間十分前まで利用しても良いことになっていた。

　壁にかかっている時計を見ると、まだその時間まで一時間以上ある。それなら三十分くらい頭を休めようかな。

　自分が座っている席以外を見てみれば、来た時には生徒が二十人くらいいたのに、いつの間にか私と本棚の前で立っている男子生徒だけしかいなかった。

「あの、ヘル」

　息を吐いて目を休めようとしていたら、誰かに話しかけられる。

「何？」

　頭を軽く振って座っている身体を横に向けると、そこには本を片手に持った男の子がいた。さっき本棚の前に立っていた子だった。

　確か名前はティトス・ハミルトンという名前で、隣の教室の子。同じ庶民だ。

「ヘル、良かったら今度の……」

「今度の？」

「今度の」

「ちょっとナナリー！　またこんな所にいましたの？」

　マリス嬢がハミルトンの声をさえぎって図書室に入ってきた。図書室なのだから静かにしたらどうなのかと思ったけれど、私とハミルトンしかいないので気にしないことにする。

「まさか、わたくしとの約束をお忘れではないでしょうね？」

「な、なんでしょうか」

「ダンスを貴女に教えてさしあげるから、部屋でお待ちになっていてと昨日言いましたでしょう!?　……あら貴方、何か御用？」

　彼女の赤いドレスがメラメラと燃えている。

　もちろん比喩的表現だが、それくらい勢いが凄かった。もとはと言えば、約束をワザと忘れていた私が悪いのだけど。

「え、あの」

　マリス嬢に声をかけられたハミルトンが口ごもる。

　さすがに彼が可哀想なので、さっきまで私と話してたんだよ、と言えば彼女は『それは失礼いたしました』と素直に謝った。普段からの言動で少し勘違いされがちなマリス嬢だけれど、根は真面目な女の子なので、好感が持てる。

「どうしましたの？」

「い、いいえ！」

　彼女に謝られたハミルトンは、滅めっ相そうもありません！　と言うと慌あわてて図書室から出て行った。そういえば彼は私に何を言おうとしていたんだろう。聞き返したけど結局最後まで聞けなかった。しかし行ってしまったということは、それほど重要なことでもなかったのかもしれない。

　とりあえずマリス嬢に見つかってしまったので、私は早々に本を片付ける。主に資料のほうを見ており、本は一冊だけしか目を通していなかったので簡単に片付いた。

　これならわざわざここに来ないで部屋でやったほうが良かったな、なんて思ったが、彼女から逃げるためにここに来たようなものなので、ここから出るのは名残惜しい。

「そんなに踊るのが嫌ですの？」

「ん〜」

　資料を持って図書室から出れば、扉口で待っていた彼女にダンスが嫌なのか、と聞かれる。

　目の前の廊下が、急に長く感じられた。

「そうじゃない……とも言えないというか」

「どちらよ」

　明後日。

　六年生には、卒業前にアポフィティシー・パーティーというものがある。簡単に言えば卒業パーティーだ。

　その日は学校内の大広間を使い、盛大にパーティーをやる予定で、飾りつけから料理から何から何まで全て先生達が準備をしてくれるらしい。大変だけどなかなか楽しい作業だよ、と先生達は笑って言っていた。

　主役である私達は礼装に着替えて──つまりドレスなのだけれど、それに着替えてパーティーに臨む。

　しかもそこでは円舞曲ワルツを踊るとかなんとか。けれどそれは個々の自由で、踊りたい人だけ踊ればいいらしい。しかし意中の相手がいる人や、恋人達が周りにいる中あぶれたくない人等は、パートナーを事前に探したりなどして、ダンスの相手を見つけるのに必死になっていた。

　皆の目は、あの攻守専攻技術対戦を控えていた時のようにギラギラと光っている。

「だって踊らなくても良いんでしょ」

「だまらっしゃい！」

　マリス嬢の声が鼓膜にキーンと響く。

「耳が痛い！」

　だって私はそもそもの話、ダンスなんてしたことがない。将来的に必要なものだとは思っていなかったし、貴族でもない限り教わろうとは普通は思わない。

　今回はドレスが必須だと言われていたので、人生で初めてお母さんにドレスを買ってもらったのだけれど……。

　なので一部の先生達は、そんな子達のために放課後の時間を使って、ダンスの練習に付き合ってあげたりしていた。貴族の中でも寛容な子達は、庶民の友達に身振り手振りで教えてあげているという。随分仲が良い。

　私としてはダンスをしたいとかも思わないし、ましてや好きな人もいない。やらなくても良いのならダンスはしないし、美味しい料理が出るならばそっちに集中したい。

　それにダンスをしている時間があるならば卒業後のために時間を使いたいっていうのが私の考えであり、曲げるつもりはない。つまらない奴だと言われるだろうが。

　しかし私みたいなのが沢山いてもパーティーがシラケるだけなので、周りが騒いでいる分には客観的に楽しく見ていられた。

　そんな私の話をどこの誰に聞いたのか、いきなり私の席まで来て『ダンスをお教えしますわ！』とマリス嬢が鼻を鳴らしていたのは昨日の放課後のこと。

　やらないよ、と断ってもなかなかしつこく、結局今日に至るまで追いかけられている。

　この前の話になるけれど、サタナースのことが好きなベンジャミンが思い切って彼をパートナーに誘っている所を見た。それは学校の裏庭で、たまたまそこを通りかかったニケと私は、状況に気づいてサッと身を隠した。その時に転んで膝小僧を擦りむいたが、その痛みを感じないくらいに私はドキドキしていた。本人でもないのに。

　そして結果を言えば、彼女と彼は見事パートナーを組めた。

　部屋に戻ったベンジャミンを二人でからかったけれど、本当に嬉しかったのか顔が真っ赤になっていて、それを見ていた私達もつられて顔が赤くなってしまった。

「時間もないので、基本だけは覚えていただきますわよ」

「うそーやだー」

「だまらっしゃいペチャパイ」

「うるさいよ！」

　結局ニケとベンジャミンに見守られながら、寮の部屋で彼女の指導を大人しく受けた私だった。

　私の周りにはお姉さん属性が多い。







　この学校にいるのも、あと数日になる。

　今日は自習という名の自由時間。

　先生がいない教室なんかでは、昔だったら話し声が凄かったのかもしれないけれど、今では皆自分のやるべきことに集中していて、とても静かだった。

　誰も席を移動することはなく、自分の席に着いて淡々と筆を紙に走らせていたり、本を読んでいたりした。

　例に洩もれず私もひたすら魔法植物の本を読んでいる。この際色んな知識を頭に入れて、私に分からないものはない！　と誰にでも言えるくらい、学べるものは学びまくろうではないか。

　魔法植物には前々から興味があって、塗りつけるだけで人間の傷を一瞬にして治してしまう花の蜜から、人を食べて成長する人食植物というものまでたくさんある。毒になるものから薬になるもの、一体何の役に立つのかと疑問に思わずにはいられないような不思議な能力を持ったものまであり、魔法植物には果てが見えない。

　ちなみに魔法型が地の人は、呪文次第でその植物を地から生やすことができるという。『地の血』と言う地の魔法型専門書にはその呪文が沢山載っているらしいけど、私が見た所でなんの役にも立たないので悔しい。

「……？」

　次の項を開こうとすると、本の上に一枚の小さな紙が落ちてきた。

　ヒラヒラと舞って私の机に来たその紙には、何か文字が書かれてある。誰かが落としたのかと思ったけど、ここは一番後ろの席なのでそれはあり得ない。そうすると、誰かが私に手紙を寄よ越こしたということになる。

『ヘル。放課後、裏庭に来てほしい』

　紙を見ると、そう書いてあった。

　名前は何処にも書いてなくて、誰が書いたのかは分からない。

「え……」

　するともう二枚が私のところに飛んでくる。なんだなんだと声に出さず焦っていれば、そのうち一枚はロックマンのところに行き、もう一枚は私のところに落ちてきた。彼も気づいたようで、紙に書いてある文字を読んでいる。そ〜っと何が書いてあるのかを見ようと極限まで目玉を端に寄せれば、そんな私の気配を察知したのか、直ぐに胸のポケットへしまってしまった。

　いいじゃないか、ちょっとくらい。

　くそう、と私は自分に来たもう一枚の紙を見る。そこには、

『今日の放課後、噴水の前で待っています』

　と書かれていた。しかもまた名前がない。なんて不親切な手紙なんだろうか。名前さえ分かれば今すぐにでも用件を聞きに行けるっていうのに。でもわざわざ手紙を寄越したくらいだから、この場では話せないような内容なのかな。……いや、話せないような内容ってなんだろう。そんな話を私にするような人って誰だ。これはマリス嬢の字ではないし、特定ができない。

　筆跡はさっきの物と違う。

「……」

　放課後に用事が二つもできてしまった。

　せっかく勉強をしていたのに集中できない。

　そうしている間にも、私の頭にカサリと紙が落ちてくる。またかよ！　と紙を見た私には本日三件目の用事ができてしまう。

　こうなってくると私は段々この手紙の主達に怒りが湧いてきた。だって名前くらい書いてくれたっていいじゃない。なんでないのさ。

　もうこうなったら手紙をそれぞれの場所に置いて『用事があるのでごめんなさい』とトンズラしてしまおう。あっちもこっちも行っていられない上、どうせどれか一つに行ったとしても他の二つの用事には行けないのだから。







　自習の時間が終わって、皆が教室から出る。今日の授業はもうこれで終わりなので寮に帰る人は寮へ、それ以外に何か用がある人はそれぞれの場所に向かって行った。私はニケに今日も遅くなる、と隣の教室へ顔を出した後、自習中に用意した紙切れに断りの返事を書き、呪文をかけてそれぞれの場所に飛ばす。

　ふぅ、これでなんとか無視したことにはならないよね。

「アルウェス様！　お待ちになってください」

　そして今日も図書室へ行こうと廊下を歩いていると、後ろから貴族の女の子が、小走りで私の先を歩いていたロックマンを追いかけていったのが目に入った。ピンクのドレスが綺麗な波を描いている。

　自分を呼ぶ声に立ち止まったロックマンが、その場でじっと女の子が追い付くのを待っているのが見えた。

「サリー？」

「私、あの」

　最近、ロックマンはいつも以上に女子に群がられていた。本人も嫌な顔を一切しないので、基本寄り付きやすいのだと思う。何せ『女の子は大事にしなきゃね』とか、真面目な顔をして平気でさむイボが立つようなことを言う奴だ。

　なら私は女ではないと遠回しに言われているようなものなので、若干イラっとする。

「アルウェス様、あの、私と共に、パーティーへ行ってはいただけませんか？」

　聞こえてきた内容はそんなもので、どうやらパートナーになってほしいと女の子が申し出ているみたいだった。

　少し気になったので、二人を追い越さないよう歩く速度を落とし、聞き耳を立てる。

　近くを通る生徒が私を不審な目で見てきたが、口笛を吹いて首を捻った。私は何にもしていません。

「誰とも行くつもりはないけれど、ダンスなら喜んで踊るよ。ただ、他の子とも約束をしているから後になってしまうけど、それでもいい？」

「構いません！」

　女の子が言い切った。

　マリス嬢によれば、女性から男性を誘うなんて、社交界では恥ずかしい行為らしい。けれど親も家も世間も関係ない学校のパーティーなのだから、と最後に後悔をしたくない子達が必死になっているのだという。

　そういうマリスは？　と聞いたら、三番目に予約しましたわ、と誇らしげに言っていた。あの彼女の性格でいったら、三番目なんて普段なら嫌がりそうなのに。それを全然感じさせないということは、よっぽどあのロックマンと踊りたかったということなのだろう、と涙が出そうになった。

　あの男も随分罪作りな奴だと思う。私だけでなく、次にマリス嬢も泣かせたらただではおかない。







　パーティー当日。

　昨日は寝た時間が遅かったので、昼過ぎに起きた。窓から射し込む日が眩しい。起きた、と言っても自力で起きたのではなくニケとベンジャミンに叩き起こされた。寝台から落とされたのにもかかわらず寝続けていた私に、渾こん身しんの蹴りを浴びせたベンジャミンの足の逞しさを、これから先もずっと忘れることはないだろう。痛い。

「あ〜サッパリしたわ。ねぇニケそれ取って、身体拭ふくやつ」

「ベンジャミン長すぎよ！　早く浴室から出て！」

　私達は部屋に付いている浴室で順番に湯ゆ浴あみをし、支度をすませていく。ドレスはまだ出番ではないので寝台の上に置いておいた。

「ナナリー、髪よろしく」

「も〜ベンジャミン、裸でうろつかないの。櫛くし持ってくるから待ってて」

　パーティーまであとちょっと。陽が沈む少し前ぐらいなので豊富な時間……と言えるような言えないような時間だから、急ぐにこしたことはない。

　私はベンジャミンの髪を櫛で梳いて、本を見ながら髪を結う魔法をかける。あれが良いかも、これかなぁ、と三人で想像しながら試していった。本当は何日も前からこの髪型が良いとか話していたのだけれど、やっぱり直前になって悩むのが女というもの。それでも何とか彼女に似合うものを決めて、お化粧もバッチリしてあげることができた。お化粧のほうはほとんどニケがやったが。

　ニケのほうも私が髪に魔法をかけて、お化粧はベンジャミンが丁寧にやってくれた。二人とも良い仕上がりで、もともと美人だったのに、今は女神様のように神々しい。眩しすぎて目がチカチカする。

「ほら、次は貴女よ」

　んー、と目を両手で隠していると、今度はナナリーの番よ、と言われた。

　そうか、二人はもうできあがったから私の番になるのか。

「水色の髪、いつ見ても綺麗ねぇ」

　ニケが私の髪を手にとる。

「う〜ん、どの髪型が良いと思う？　いつも下ろしているから、うなじを見せるのも良いかもしれないわ。ニケはどう？」

「後ろは編み込みにして、前は少し垂らしましょうよ。あと髪がこの色なら、小さな白い花をまばらに差し込むのもアリね」

「それ良いかも！」

　私に意見を聞かないままどんどん進行していく。とても楽しそうでなにより。二人が楽しんでくれれば、私はそれだけで十分だ。

　髪型は終わったのか、今度はニケが私の前に移動してきて、お化粧道具を取り出す。

「じゃあ目を瞑ってて」

　肌に滑る毛の感触がこそばゆい。

「一度でいいからナナリーの顔にお化粧したかったの。いつもやらせてくれないんだから、もう」

「えー、だって」

「でもこのパーティーがあって良かったわ。おかげでナナリーの晴れ姿を私達が手がけることができたんだもの」

「あはは、晴れ姿って」

　随分と大袈裟なことを言っている。

　お化粧が終わると、私達は寝台の上に置いておいたドレスに着替えた。ベンジャミンは紫色のエレガントなドレスで、赤い髪の毛にぴったりだった。ニケは黄色の明るいドレスでブロンドの髪と相性が良い。私は淡い碧あお色のドレスで、お母さんが瞳の色と合わせたものを選んでくれた。

　こんなに肩の開いた物や裾の長いドレスを着るのは初めてなので、丈が短いのよりも逆にソワソワする。しかもこれから踵かかとの高い靴を履かなくてはいけないのだと思うと、貴族の人って大変なんだなぁと場違いにも思った。

「じゃ、あとでね」

　私達はお互いに最終確認をしあって、寮の部屋から出る。

　サタナースと約束をしているベンジャミンは男子寮のほうへといくために別れて、またニケのほうはニケのほうでお誘いがあったらしく、待ち合わせ場所に向かって行った。その際に二人からは『『変なことをされたらすぐに凍らしちゃいなさいね。ね？』』と言われたのだけれど、その変なこととは何だろう。具体的に教えて欲しい。

　そんな疑問を抱えながら、私は一人会場へと向かって行った。







　少し遠回りをしたので大広間に着くのが遅くなってしまった。

　なぜなら道を行けば、どこもかしこも恋人同士のような雰囲気の生徒達ばかり。

　私は一人で歩いている所を見られるのが億おっ劫くうになり、避けて避けて避けまくった。そして結果、予定時間を少し過ぎての到着となってしまった。

　ただ大広間に行くだけで、こんな冒険みたいなことになろうとは。それに踵が高い靴を履いているせいでもある。歩き難にくい。




──ハハハ。

──やだ〜。




　扉は開いていて、ガヤガヤと賑やかな音や声が聞こえてくる。自分がいる通路には誰も出ていなくて、もしかして私が一番最後かよ、と焦った。古くてどこか無機質な空間に心配になる。

　チラッと扉から中を覗き、気配を消してゆっくりと入った。

　中にはもう沢山の人がいて、息が詰まるような人混みではないものの、こんなに人数がいたんだなぁと思わず感心してしまう。

　それに礼装に身を包んだ皆が、いつもより大人に見える。また視線を少しずらせば、ニケが隣の教室の男の子と一緒にいるのを目にした。詳しくは聞いていないけど、まるで恋人みたい。

　そうして見ている間にも、私は大広間の装飾に内心見とれていた。

　天井には花びらのように白い光が幾つも舞っていて、それが照明の役割をしているよう。木でできていた床は、白と灰色の大理石に変わっていて美しい輝きを放っていた。壁側には黒い台に載った美味しそうな料理がズラリと並んでいる。それに気のせいかもしれないけれど、いつもより空間が広く感じられた。空間拡張の魔法でもかけているのかもしれない。

　私は受付に座っている教室の先生を見つけた。あそこで出欠の確認をとっているようだった。

「あぁやっと来たかナナリー」

「はい」

　出席の紙に自分の名前を記入する。

「また随分……いや、お前が一番遅いぞ。これでやっと始められるな」

「すみません」

　一番遅かったのか。まぁね、だと思った。

　先生は紙をしまうと、おーい良いぞー、と誰かに向けて手を上げる。

「えぇ……さて。あなた達と毎日顔を合わせるのも、残りわずかとなりました。皆さんはここを卒業して、それぞれがそれぞれの道を行くことになります。その別れと旅立ちを惜しみ、また祝う席として、この会を楽しんでくださればと私達は教師として、あなた達を見てきた一人の大人として思っています」

　治癒の先生が淡い色のドレスに身を包んでいる。一瞬先生だと分からなかった。

　彼女は大広間にいる皆へ向けて挨拶をすると、その場で軽くお辞儀をする。小さな丸い舞台の上に立つ先生の姿は、天井に浮く白い光に照らされていて、とても綺麗だった。

「じゃあ今日は、存分に楽しんでくれ！」

　隣にいた男の先生がそう言うと、どこからともなく軽快な音楽が流れ始める。

　うわ、さっそく踊りだすのかな、と思いきやまだそういう時間では無いようで、皆はお話をしたり料理を堪能したりと各おの々おの楽しみ始めていた。

　パーティーの始まりだ。

「料理！」

　私も存分に料理を楽しもうとして、壁側の黒い台がある所まで歩いていく。

　しかし、さっきから歩く度に視線が突き刺さってきている気がするのだけど、一人で動いているとやっぱり目立つのかな。探そうと思えば一人の子だっているはずなのに。

　そっちを見てほしい。いや見ろ。

「ですわよね」

「そうだね。マリスは」

　すると私が歩いている方向に真っ赤なドレスを着たマリス嬢がいた。その隣にはロックマンとゼノン王子、また隣には違う貴族の令嬢方が沢山いる。令嬢達のドレスは豪華なもので、ドレスからはみ出さんばかりに盛り上がった胸が見えている子から、背中がざっくりと開いている子までと大胆。

　すごい……私は肩までが限界だ。

「綺麗だねカトリーゼ」

「オルクも素敵よ」

　パートナー同士、ほめあう姿がちらちらと見られる。

　男の子達は燕えん尾び服を着用していて、貴族になると燕尾服にも個性が出てくるのか、真っ白な物や真っ赤な物を着ている。その中でも無難な感じのロックマンは、金の刺繍が施された紺色の燕尾服を着ていた。

「アルウェス様、私ともお喋りしてくださいな。マリス様ばっかりズルい」

「そんな顔しないで。綺麗な唇が勿もっ体たいないよ」

　長めの金の髪は横に垂らしていて、中性的で綺麗な顔がそれに映はえている。

　ゼノン王子は黒の燕尾服だけれど、王族仕様なのか邪魔にならない程度の装飾が肩や裾に施されていた。いつも凛々しいけれど、今日はもっと凛々しく感じる。

　皆はグラスを片手に持って談笑しており、成程、これが貴族の世界か、とひとり頷いた。

「まぁ！　ナナリー、見ないと思ったらいつ来られましたの？」

　私に気づいたのか、マリス嬢が笑顔で私の名前を呼んできた。話しかけられたら行かないわけにもいかないので、転ばないように気を付けながらゆっくりと近づいていく。

「ついさっき来た」

「貴女はこんな時でも呑気ですのね」

　意中の相手の隣を見事に陣取っている彼女は、さすが、というかなんというか。

　ふと、隣にいる女の子と話しているはずのロックマンと目が合う。話しながらこっちを見るとかどれだけ器用な奴なの。それにこんなにも綺麗で可愛い女の子達に囲まれているというのに、鼻の下も伸ばさず随分と涼しそうな顔をしている。慣れているからか、凄いな。どっかの一夫多妻制の王様みたいだよ。ついでにゼノン王子も。

　試しに、いつかのようにロックマンに向かってアッカンベをしてみる。

　しかし今回も反応は薄く、というよりも、もはや無反応だった。何も見なかったような顔をして、変わらず女の子達と話している。

　もうこれでからかえる機会はないのか。張り合いがない。

「それよりも」

「なに？」

「綺麗だとは思っていましたけれど、また見違えるような変身をしましたわね」

「マリスこそ、いつも以上に素敵だよ。これは、ドレス以外は全部二人がやってくれたの」

「そうですの？　どうりで貴女を分かりつくした仕上がりになっているはずですわ」

「そうかな？　あれ、音楽が変わった？」

　マリス嬢と話している途中、背景でかかっている音楽が変わり、音もさっきより大きくなった。

　それから間もなくすると、大広間の中心が開いて男女の組が続々と踊りだす。

　その中にはベンジャミンの姿とサタナースの姿が見えて、私の心臓は他人のことなのにキュンと跳ねた。

　ロックマンやゼノン王子は隣にいた女の子が最初の相手だったようで、腕を組んで中心へと向かう。

　というかこれ、円舞曲？

「始まりましたのね。わたくしはアルウェス様と三番目に踊る予定ですので、ここで少し待ちますわ」

「そう？　じゃあ私は美味しいものを食べに行ってくるね」

「色気より食い気とはまさにこのことですのね」

　一言多いよ、と言葉を残して私は壁側へ寄った。料理皿を片手に持って、兎鳥の腿もも焼きを一串頂く。う〜ん美味しい。肉汁も最高。あまり乗り気ではなかったこのパーティーも、兎鳥のおかげで最高の夜になりそうな気がする。

　その間にも一曲が終わり、また次の曲に入る。マリス嬢の番はその次の曲か、と何となしに中心へ目を向けると、マリスはもうロックマンと踊り始めていた。

　え、これ一曲一人ずつとかじゃないの？

　あまり詳しくないので、そこら辺の常識が私には分からない。

「ね、ねぇ」

「え、はい！」

「これって、一曲の間ずっと同じ相手とかではないの？」

　近くにいた同じ教室の男の子も皿を片手に見ていたので、ちょっと聞いてみた。貴族の人だからきっと分かるだろう。

　彼によれば場面によって良かったり悪かったりするのだという。今日行われているのはあくまでも学生内でのパーティーなので、自由にしても大丈夫なのだそう。なるほどね。色々あるものだ。

　マリス嬢は嬉しそうに、幸せそうに踊っている。あんな彼女を見ていると、私の身体も踊っているようにユラユラ揺れてきた。

「あの、ヘル」

「教えてくれてありがとう」

　じゃあね、と言ってその場から離れる。ずっとここにいてもいいけど、場の甘い雰囲気に当てられてクラクラしてきた。

　大広間の裏の扉を開ければ裏庭があるので、そこに行くのも良いかもしれない。思い立ったら直ぐ行動！　を座右の銘めいにしている私は、慣れない靴で転ばないように小走りをする。

「まだまだ、かぁ……」

　ドレスを翻ひるがえしながら私は時計を見た。時計の針はまだまだ終わりを告げない。

　いつもより時間が長く感じられた。

「さっさと外に行こうっと」

　周りをうかがいながら、誰もいないのを確認して裏口の扉をそっと開く。音楽の音量が大きいから、誰に限らず聞こえるはずはないと分かってはいても、音をなるべく立てずに足を進めていった。

　そしてゆっくりと短く刈られている草を踏みつけて外に出れば、胸一杯に吸い込みたくなるような清すが々すがしい香りが私を包む。噴水の水が流れる音も、耳に心地よい。

　私はウーン、と両手を広げて空を仰いだ。今にも夜空に変わりそうな空の色。あと少しすれば満天の星が見られるに違いない。

　私は噴水のところまで歩いて、しばらく空を眺めていた。







　円舞曲が一旦止まり、教師達の催し物が始まる。一人目の教師は未来が見えるかもしれない、という丸い透明なガラス玉を出して、希望する生徒三人までにあるかもしれない未来を見せていた。それぞれの反応は違い、明るい顔をした生徒から青い顔をした生徒までと、なかなか周りの皆を楽しませている。

「では次は俺の催し物を始めるとしよう。これを掛けられた奴はしばらくの間だけ透明人間になる。さて、これを誰に……あぁ、そこの女たらしにかけてみるのも良いか」

　彼女が大広間から出ていくのを、目で追っていた教師がここに一人。

　ナナリーやロックマン達の教室を担当しているレオニダス・ボードン。六年間その教室を見てきている彼だが、日頃他の教員達からは世話焼き男として有名だった。

　ある女教師が男がいないと悩めば良い人を知人から見つけては紹介し、また友人が人間関係で困っていればあの手この手を使って痼しこりのないように解決させようとする。

　元来、人の笑顔というものを見るのが好きなタチらしく、それゆえに笑っていない人間や詰まらなそうにしている人間を見ていると、どうしても動かずにはいられないのだという。

　しかしその理由というものは本人でさえ分かっていないらしい。

　ただひとつ言えるのは、彼は人を楽しませたいということと、自分の教室の生徒達が大好きだということだ。

「先生！　アルウェス様は女性に優しいだけですのよ！」

「そうですわ！」

　ロックマンを見てそう言ったボードンに、彼の周りを囲んでいた令嬢達が抗議をした。本当によく好かれているものだな、と彼は同情のような羨ましいような気持ちになる。

　しかし狙いを変えることはせずに、顔色を一切変えないロックマンへと彼は笑いかけた。

「良いか？」

「どうぞご自由に」

　ロックマンはボードンにそう笑い返す。

　この生徒には他の生徒にはない余裕、というものが普段からある。全てを知っている教師の立場からすれば、それは当たり前で、難儀なものだった。そして彼の年ヽ齢ヽを知っているだろう貴族の者も。校内では彼のことについては他言無用であり、そのことについての噂話さえも禁じられている。彼にも名誉というものがあるからだ。

　それゆえに本人は学業でも常に一番上を取るように努めていたし、誰にも負けることを許さなかった。第三王子の護衛として一番年が近かった彼が選ばれたのは、良いことだったのか悪いことだったのか。

　どちらにせよ、彼の過ごしてきた六年間を見る限りは、充実していたのではないのかとボードンは思う。

「じゃあいくぞ」

　ボードンはその言葉と共に利き手を上げた。次の瞬間、ロックマンの姿はボンと音を立てて大広間から消える。

　周りにいた者達は見えなくなった彼のことを探そうと名前を呼んだり、からかっていたりした。令嬢達は我先に見つけ出そうと大広間を歩き回る。

「ボードン先生、彼に何をなさったんです？」

　過去彼に男を紹介された女教師が、怪しい目でボードンを見る。この男教師には散々振り回されてきている彼女は、今度は生徒に何をしたのかと心配になった。

　彼がかけた魔法に違和感を覚えたからだ。

　あれは透明になる魔法ではなく、別の魔法である。あの魔法は普通音を立てない。

　呪文を唱えずにかけたので特定はできないが、一体ロックマンをどうしたのかと肩を叩いた。

「ん？　ロックマンか？　なに、学生時代を美しく──ってな」

「また余計なことを……」

「まぁまぁ。さて皆、これから楽しくやろうじゃないか」

　ボードンは指を振ると、これからが本当の催しだ、と大広間に花火を何発も打ち上げ始めた。







　夜も本番。

　外は寒くなくて、肩を出したドレスを着ていても過ごしやすい。

　裏庭の花は綺麗だった。学校の庭と言っても、専門の庭師が手入れをしているようなので、いつ見ても整っている。白い噴水も色とりどりの花も、庭の横にいくつもある小さな洋灯も何一つ余分な物はない。家に帰ったら、お母さんと庭の改造でもしてみようかな。

──ボンッ

「ん？」

　背後から、ボン、と使い魔を召喚した時の音が聞こえた。

　気になって後ろを振り向く。

「え……」

　私の後ろ、そこにはなぜかロックマンが一人で立っていた。一体いつ来たのか。手にはグラスを持っていて、凄く不機嫌そうな顔で私を見ている。

　……なんで不機嫌なんだろう。さっきさんざん楽しそうに踊ってたのに、気に入らないことでもあったのかな。それにこんなところへ何しにきたんだか。

　しかも今、使い魔召喚時の音が聞こえたはずなんだけど、もしかしてロックマン？

「今、ユーリ召喚した？」

「いや、してないよ」

　ブスッとした表情のままロックマンは言う。

　じゃああの音はなんだったんだろう。でもまぁ、どうでも良いか。

「なんで君のところなんかに……」

「何？　そういえばどうしてここにいるの？　さっきまで楽しそうに踊ってたじゃない」

　私は噴水の縁へりに座って、その場から立ったまま動かないロックマンと向き合う。隣の席だと言うのに、まともに話をしたのは、きっと両手で数えるくらい。もう卒業をするのだと思うと、なんだか感慨深いものが込み上げてきた。

　この六年、必死で一位を取ろうとしてきた自分と、そんな私をものともせずに一位に君臨し続けたロックマン。長いようで、本当に短かった。

　ロックマンが炎を出せば私が凍らせて、私が氷を出せばロックマンがそれを溶かす。一歩進めば一歩戻される、好敵手としては申し分ない相手。

　今では口喧嘩をするくらいで、魔法でのぶつかり合いはしていない。良い意味では成長したと言うべきなのだろうけど、なぜだか少しだけ、ほんの少しだけ私はつまらなかった。

　それにロックマンは私のことを『お前』とは呼ばなくなった。『氷女』とかはたまに口喧嘩をしている時に言われるけれど、口調は昔よりも丁寧になっている。

　だから、ではないけれど、私も話す時は少し口調を直すようになった。男言葉にならないように、なるべく女の子口調で。対抗心も少しあったからかもしれない。なにを一人で大人になろうとしているのだ、と彼に置いていかれるのが嫌になってきていたというのもある。

「臭い。なんだか香水臭い」

「僕か」

「あそこで囲まれていたから、移ったのかもね」

　草や花の香りとは違う、人工的な香りが漂っていた。ロックマンが来てから香ったので、多分女の子達が付けていた香水なんだろう。

「そういえば、もう馬鹿炎って呼ばないんだ？」

　彼は顎の先を片手で擦りながら、そう言って嘲笑ってきた。

　臭いって言ったせいなのか、突っ掛かってくる。こういうところはお子ちゃまだと思う。

「なによ。そっちこそ馬鹿氷って呼ばないの？」

　負けじと私も言い返す。

　ロックマンは、本当にああ言えばこう言うね、と今度は少々貶けなしを含んだ笑いをすると、一歩二歩と私のところへ近づいて来た。

　攻撃か何かをしようってつもりか？　と両手を構えて私は戦いの体勢をとる。

「そうだ、勝負する？」

「え、うん？」

「魔法を君にかけて」

　ロックマンが言い終わらない内に私の腰が噴水の縁から離れて、身体が浮遊しだす。ドレスの裾がふわふわ揺れて、風に吹かれたカーテンのように波を打っていた。ロックマンが手にしていたグラスも夜空に浮いて、彼の手から離れていく。

　いきなり何を言い出すのかと思えば、久し振りに聞いた『勝負』の言葉。確かに私もそのつもりで構えていたわけだけど、こうもサラッと言われてしまうと拍子抜けに近い気分になる。

「ダンスは苦手だって聞いていたけど、浮いているなら問題ないよね」

　だからか、自分に掛けられた浮遊魔法についての文句を言いたかったのに、すっかり忘れて頭から抜けていた。

「ダンス？」

「僕に負けたままで良いのか君は。成績でもなんでも僕の下なのに、その上ダンスが下手でも」

　これは、喧嘩を売られている……んだよね。

　そうなんだよね。というか負けたままで良いのか、って傷口を抉えぐるな。

「勝負ってダンスで？　魔法で？」

「ダンスで」

「どうやって？」

「僕と踊って、上手いか下手か見極めてあげるよ」

　大広間の音楽がこの庭に漏れだしている。

「これは最後の曲だ」

「そうなの？」

　彼は姿勢を真っ直ぐに整えると、片手を後ろに回して腰を曲げた。そしてもう片方の手を私に向かって差し出す。

「美しき氷の魔女よ、私と踊っていただけますか」

　その行動に瞬きをしていれば、俯うつむかせていた顔を上げて優しく微笑まれた。

「ロック、マン」

　それはこれまで一度も見たことのない表情で、私は浮いているのにもかかわらず思わず後ずさってしまいそうになった。

　他の貴族の子達も確かこんなことをやっていたけれど、何故だかこちらのほうがもっと堂に入いっているな、なんて思ってしまう。ゼノン王子と同じ土俵に立っているような。

「手を載せて」

　しかしこの手を私はどうすれば良いのだろう。

　おずおずとしていると右手をソッと持ち上げられた。

「手……」

　持ち上げられたのでそのままにしていれば、今度は指を一本一本ゆっくりと確かめるように絡ませて握られる。

　少しくすぐったかった。

「片手は僕の腕に置いて」

「え、でも」

「大丈夫だから」

　腰を引き寄せられた勢いでグルリと一回転した。

　必然的に淡い碧のドレスが夜風にふわりとなびく。背中に当てられた手が温かくて、ふぅと息を吐いた。

　それから数秒後、耳元で静かに「右足を出して」と言われて思わず浮いている右足を出せば、今度は歩調を踏むように噴水の周りを向かい合わせで回りだす。

　流りゅう暢ちょうに、でも緩やかに。

　広間で自由に踊っているような錯覚に陥る。

「ねぇロックマン」

「何？」

　けれどこれってよく考えてみれば、私が自分で踊っているわけではない。手のひらの上で転がされるようにロックマンにクルクル回されているだけで、上手いも下手もない気がする。

　いや、確実にないだろう。腰に手を当てられたかと思えば、その手はすぐに離されて腕の下をくぐらされたりと、されるがままだ。

　地面に足が着かない私は、ふわふわと流されていく。

「……」

　星が今にも降ってきそうな夜空。

　浮いているので足がつまずく心配はないのだけれど、なぜだか正面でも上でもなく、下を向きたくなった。

　正直どこを見ていたら良いのか分からない。だから何か話そうかと口を開こうとするのだけど、いつもみたいに軽口を叩けるような雰囲気ではなくて迷う。

　それに近づく度たびにロックマンの金髪が私の頬にかかった。くすぐったくて顔を避けたけれど、髪なんて普通の距離じゃ触れることなんてできなくて、それを考えると私達は今とんでもない近さにいるのか、ということに今更気がついた。

「考えごと？」

　頭がくっつくほど顔を寄せてくる。

　緩んで少し開いた唇と柔和な切れ長の目が私を見ていた。

「へ、う、うん。ちょっとね、卒業後のこととか」

　なるほど、貴族はいつもこんなに距離を近くして踊っているのか。なんて破廉恥な。思うより近い距離に、少しだけ動悸がおきる。

「確か君はハーレだっけ」

「卒業したら、皆になかなか会えなくなるな、とかね」

「そんなものは……同じ王国の空の下にいると思えばなんてことはないよ」

「そうかな」

　意外や意外。ロックマンとまともに普ヽ通ヽに話せている自分に吃驚びっくりする。名前だってろくに呼んだこともないし、私は呼ばれたこともなかったのに。

「一年、五年、十年会うことができなくても、僕達がここにいたことは変わらない」

　また腕の中で身体を回される。ふと私の髪に付いていた白い小さな花が、ロックマンの金色の髪に付いているのが目に入った。おかしくて少し笑ってしまう。
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　そんなクスクス笑っている私を見た彼は、顔を思いきり鼻先に寄せてくる。一瞬女の子の香水じゃない温かな香りが鼻から喉を通り抜けた。

「あイダっ！」

「笑われるのは好きじゃない」

　おでこに頭突きを食らわせられた。

　油断していた、コイツはこういう奴だった！

「っ死ぬ前には絶対、一回は負かすからね！」

「へぇ、そう。僕がヨボヨボの老ろう爺やになるまでには考えておくよ」

「それ私もお婆ちゃんじゃない!!」







　私はこの年、結局一度も一位をとることはできなかった。二位止まり。

　最後は悔しい、というより、まぁこうじゃないと逆におかしいのかもね、とも思ってしまった。

　長年競ってきたけれど、この順番がある意味一番落ち着くのかもしれない。

　今年もやっぱり、成績一位はアルウェス・ロックマンだった。


　ハーレ就業編・一

　青い空にぷかぷかと島が浮いている。

　私がここから見る景色はいつもと変わらない。

　ぷかぷかと浮いている島の先、そのまた遠くの空を見てみれば、大きさの違う別の島が浮いているのが見える。

　それも変わらない。

　そして私が小さい頃からなりたかったものも、変わらず心に見えている。

　私はこの魔法の世界で、ずっとなりたかったものがあった。

　それはハーレという場所で働く受付のお姉さん。

「ナナリー！　今日から魔導所ハーレに行くんでしょう？　早くしなさいよー」

　部屋の窓から顔を離して、カーテンを閉める。

「今から行くー！」

　今日から私はそのハーレで働く。そして今はハーレの職員寮に住むための準備を終わらせている最中だった。学校とは違って、これからは一人で暮らしていくも同然。料理もある程度覚えて、自分の手で食べられるものをなんとか作れるようにもなった。

　まさか寮に住むとは思っていなかったので、付け焼き刃ばな腕だけれど……。

　魔法に頼らないで兎鳥の煮汁くらいは作れる。

　味見を担当してくれたお父さんには、兎鳥になれそうなくらい旨うまいぞ！　とワケの分からない御言葉を貰った。もう少し具体性のある意見が聞きたかったのに、感想はどれも抽象的過ぎて、それ以降味見は一切頼まなくなった。拗すねていたけど、上達したくても上達のしようもない意見は却下である。

「さてと」

　また寮生活になるので、纏めた荷物を手に部屋を見回す。

　新しく張り替えようと思ったのに、結局薄汚れたままの白い壁。けして綺麗だとは言い難いガタガタの木製の本棚。窓の近くにある机の上には、魔法学校でお世話になった教科書達が箱に入れられている。

　寝台の上には少し前まで天蓋式に憧れていた私のためにと、お父さんが錆び付いた画が鋲びょうで天井に貼り付けたシーツが垂れ下がっていた。けれどそれももう取り払って、今は枕と掛け布しか寝台の上には載っていない。

　母に昔ねだった熊のぬいぐるみは、ハーレに持っていく荷物の中にしっかりと入れている。

「これでよしっと」

　纏めていた荷物を持って部屋から出て、茶色いワンピースの裾をパンと伸ばす。水色の髪が胸下で揺れた。

　それからクルリと反転し、部屋の主がいなくなるこの空間を目に焼き付けて、私は外へと急いだ。







　ドーラン王国ハーレ・モーレン魔導所。破魔士達の仕事の源。

　建物は空に浮かぶ王の島の少し先にあって、国の北側に置かれている。もしハーレへの道に迷ってしまった時は、王の島を目指せば一発で迷子から脱出できるので、国の象徴である王の島は良い目印にもなっていた。色んな意味で頼もしい。一番星を目指して歩くより容易い。

　ハーレの歴史は深くて、ずっと昔から破魔士と依頼人を主体とした橋渡し業務をやってきているという。ちなみにハーレ・モーレンというのは、最初にこの魔導所を作った人の名前で、女の人なのだそうだ。いやはや、同じ女性として誇りに思う。

　まだまだ男が上にドスンと大股を開いて座る時代だけど、騎士団も女の入団を当たり前にしてきているので、私達女性陣が対等に男と渡り合える時代もそう遠くはないのかもしれない。

「ララ、ハーレまでお願いね」

「はい」

　家の前でララを召喚して、背中に乗る。

　使い魔での移動も三年経てば慣れたもので、馬車を使って空を飛んでいたあの頃が懐かしい。馬に紙を食べさせるのが面白くて、結構好きだった。それに今あの馬車は、専もっぱらお母さんの仕事の移動手段として使われている。

　もともと私が一人立ちするまで、ということで大好きな考古学者としての仕事を休んでいたお母さん。育児を大切にしたかったのと、仕事ならまたできるから良いのだと笑顔で私に話してくれていたのを思い出す。お母さんは外が好きで、遺跡とか調べたり未知なる物を追い求めて解明するのが大好きだ。それはもう少女のようなはしゃぎっぷりを見せるくらい。

　なので晴れて私の仕事先も決まった今は、背中に羽根が生えたようにあちこちを飛び回っている。今日は私が家から出る日なので、送り出すために帰ってきてくれているけど、普段はさっぱりなのだとお父さんが寂しそうに言っていた。というかこの間なんて、寂し過ぎて娘の前で鼻水を垂らして泣いていたくらい。ビービーと唾つばも飛ばしてきてめちゃくちゃ汚かった。触らないで。

　でも私の働き先が決まった六学年の初めから、お母さんはちょくちょくと家を空けることが多くなったといい、もう一年くらいその状態らしい。

　学校の寮にいた私はそんなこと一切知らなかったので、結構驚いた。一年じゃあお父さんも寂しくもなる。お父さんはお母さんのことが大好きだから余計に。

　はぁ……はいはい、とついに見かねて、休暇中に私はお父さんが寂しすぎて死んじゃうんだってよ、とお母さんに言った。親切心というか、子供として両親には末永く仲良くいてもらいたい。

　でもそしたら、そんな器量がない人に惚れた覚えはない、とお父さんへ往復ビンタを食らわせに行ったので私は知らないフリをした。

　夫婦って色んな絆きずながあるんだな。

「行ってきます」

「行ってらっしゃい。ララ、この子をお願いね」

「お任せください」

「お母さん、お父さんに優しくね」

「何言ってるの。私は優しいわよ」

　どうだか、と小声で言ったらクスクス笑って手を振られたので、ララと飛び立つことにする。とりあえずあの夫婦はなんだかんだ仲が良いので、余計な心配はいらないのかもしれない。

「お父さんによろしくー！」

　もう小さく見えるお母さんに向かって叫んだ。

「気を付けなさいねー！」

　進行方向には王の島。今日は良い天気で風も冷たくなく、飛んでいてちょうどいい感じ。風が冷たい時は飛んでいると肌が痛くて仕方がないので、いつもこうだと良いのにな、と息をつく。

　ララの背中は見た目に反して暖かい。だからかいつも移動途中に寝てしまいそうになる。このフカフカの毛がクリスタル化するのだと思うと今でも不思議だ。魔法動物は色んな種類がいるけれど、私の使い魔がこの子で良かったと心底思う。同じ氷を扱える者同士で心強いし、何より女の子なので女友達が増えたみたいで嬉しかった。でも私はララに何かと命令をしなくてはいけない側なので、私だけが友達だと思っていることに関しては仕方がない。ララにとって、私はどこまでもご主人様なのだから。

「ハーレに着いたらどうされるのです？」

「男の職員の人が外で待ってくれているみたいだから、その人を見つけて話しかけるよ」

　ハーレの大きさは私の家の三倍くらいで、広いけれど魔法学校ほどの大きさはないし、少し規模の大きいお店という感じ。外側はざらざらした茶色と黄色を混ぜたような壁だけど、内側は木で包まれていて温かみのある建物。卒業前に一度訪れた時もその雰囲気に変わりはなくて、ここで働けるのだと思うと更に胸が高鳴った。小さい頃、お姉さんを見た時に感じたものと似ている。

「安いよー！」

「こっちだって安いぞ！」

　空を飛んでいると、王国の様子がよく見える。

　朝だからか食料市場が賑やかで、野菜売りのおばさんやおじさんの元気な声が私の耳まで聞こえてきた。

　相変わらず安さで競ってるのかあの人達。

　この前市場に行った時は確か、お互いの売り物を投げ合って喧嘩をしていた記憶がある。周りの客がギャー！　と逃げていた。元も子もない。

「何言ってんだこっちのほうが安い！」

　だいたい王国の中心に人は集まっていて、住居も中心を円状に囲うように並んで立っている。国の周りは生い茂る草や木で覆われていて、ドーランは大きな森に囲まれた王国、森林の王国とも呼ばれていた。凄く神秘的なあだ名だと思う。素敵。

　だけどその森には魔物が潜ひそんでいて、その近辺に住んでいる人達は随分悩まされているのだとよく聞いていた。なにやら魔法で結界を張っても、時々破られてしまうこともあって役に立たないんだとか。

　私達は魔法が使える。魔物を仕留める術すべも持っている。

　けれど魔物を根本から絶やすということは未だできていない。しかも中には、その魔物を退治することで生計を立てている人もいるから、魔物を完全に葬り去るのは得策ではないという人もいるらしい。……全く、大人ってやつは。確かに悪がなければ善がないように、相対するものが無きゃ意味がないものもあるとは思うけど、魔物はいないほうが良いに決まっている。だって探そうと思えば職なんていくらでもあるのだから。倒すことでしか生きられない世の中ではないのだし、その考えはあまり理解できない。それに魔物より恐ろしい人間だっている。

　そういえば去年、魔物についての研究結果を発表した人の記事を学校で見た。

【邪悪な気で満ちた生命体。魔法動物とは異なる異い形ぎょうの存在】

　という表題。

　研究者はアリスト・ピグリという老年の男性だった。

『──始めに。魔物というモノに本来括くくりはなく、人間の予想を遥かに超えた異形の存在、我々の生活を脅おびやかし災いを起こすモノのことを、総じて魔の物。魔物と呼んでいる』

『魔法動物との境界線は曖昧だが、彼ら動物を分類する場合には攻撃性、生体面、魔力、などを調べれば答えは簡単に、自おのずと見えてきていた』

『しかし魔物に至ってはその分類さえ困難であり、一つ分かっていることは、あのモノ達は魔力ある者や物を喰らって生きているということだ。だから人間を襲い、食べ、魔法動物達もその捕食対象となっている。奴らは草なんか食べない』

『今回の研究では、魔物がいかにして生まれているのかという答えを探るべく、ある一つの魔物の死体を調べ上げた』

『するとその結果は驚くべきもので、なんとその魔物は人間だったのだ』

『突然変異したのかは定かではないが、最初に見たそれは間違いなく人型にあらず、四足歩行の獣だった。牙は鋭く、皮膚は粘着質のある緑色』

『しかし解剖をすれば、内臓や生殖器は人間にしか見られない作りになっている。今回の魔物は、恐らく人間の男が変異したものだと我々は判断した』

『骨も完全に人間の物であり、無理やり骨の配置を変えてあのような四足歩行に変異したモノとみられる』

『この魔物がどのような経緯で異形の存在になったのかはまだ分からないが、魔物というモノは、少なくとも魔力を持つ我々人間がなってしまっても可お笑かしくはないのかもしれない』

　記事の終わりにはそう書いてあった。

　研究結果というか、新たな発見？　をしたというこの記事。物騒なことを書くおっさんだ。

　魔物について改めて考えさせられたけど、でも、人間が魔物になるってあり得ることなのかな。

　魔物の特徴として、彼らに繁殖能力みたいなものはないけれど、ただ、異常な回復力を持っていたりする。姿や形は色々で、これがアレで、それがアレで、とか種類別には分けられない。彼らは無差別に魔力のあるものを襲い、それを食べて生きている。存在している理由や意味は分からない。

　でもそこは自分達人間だって同じ。

　人間だって存在している理由や意味も分からない。だからこの人が言うように、人間が魔物になったって可笑しくはないのかもしれない。

「ご主人様、見えてきましたよ」

「お！　ハーレだ！」

　目を細めて少し先を見つめる。ハーレは王の島の下を少し越したところ。

　いよいよ受付のお姉さんになるための二歩目を踏み出せるんだ。

　私は瞳を輝かせて、ララの背中を撫でた。







「ようこそヘルさん。改めて自己紹介します、私はドーラン王国ハーレ・モーレン魔導所、所長のテオドラ・ロクティスよ」

　ハーレ魔導所の一室。

　小さな木彫りのリュンクスが机の上に置いてある。目の部分に青い石が嵌め込まれているけど、あれは宝石なのかな。高そうだし絶対に触らないようにしよう。隣にある火のついた蝋ろう燭そくも。

　床の敷物は赤に緑の模様で、木材でできた壁や床に似合う色味だった。部屋の中にある本棚は、私の部屋にあるボロボロの本棚と違って大きいし、中の本がむやみに触られないように硝子板もついている。本の量も桁違いだ。

　そんな部屋の中で、茶髪の背の高い女の人が私の前で微笑んでいる。

「ナナリー・ヘルです。本日からよろしくお願いします」

　つい先ほどハーレに着いた私は、ララの背中から降りたあと、建物の前にいた男性職員に案内されて中に入った。職員の人は皆制服を着ていて、男の人は黒、女の人は白、と服の色が分かれている。でも衣服の造形は人それぞれ違うようで、女の人は一枚着のワンピースだったり二股に分かれた下衣を着ていたりと、色以外は個性豊かな制服になっていた。

　私を案内してくれた男性は、丈が長めのゆったりとした黒い上衣を着ていて、それだけでは流石さすがに一発じゃ当てられないけど、肩に三本の白い縦線が入っていたので直ぐに職員だと分かった。

　色に限らず制服の何処かには必ず三本の線が入っていて、それにもちゃんと意味がある。

　線はハーレの魔導三か条、

『一つ・常に先を見み据すえ』

『二つ・線を越すことなく』

『三つ・己の心を真っ直ぐに持つこと』

　その三つの線を心に刻み魔法を扱いなさい、というハーレ・モーレンの教えを表していた。

　全体的な意味としては、魔法を扱う際はそれによって起きる物事を予測し、その範はん疇ちゅうを超えることなく、また異常な力を行使することもせず、正義の心を持って魔法を駆使しろ。ということらしい。要は魔法を悪いことに使うな、ってことだ。

　これは送ってもらっていた資料の中に書いてあったので、学校で読んだ時はホホウ〜と一人頷いていたものである。

「働いてもらうのは明日からになるから、今日は寮に荷物を置いてから、魔導所の中を色々案内するわね」

「はい！」

　美人な所長を前にシャキッと背筋を伸ばす。

　今私はハーレの所長へ挨拶するために、所長室へとお邪魔しているところだった。荷物はあとでということで、早めにここへ通されている。緊張は最初に会った時よりしなかったけれど、身の引き締まる思いだった。

「じゃあ、はい。これが寮の部屋の鍵よ。失くさないでね」

「分かりました」

「いまどき鍵なんて古いから呪文制にしろって皆に言われるけど、鍵には鍵の良さがあるのよね〜」

　所長はそう言うと、金色の小さな鍵を赤い紐ひもに括り付けて渡してくれた。

「ありがとうございます、所長」

　ロクティス所長。

　この人には三回会ったことがある。今日を含めればこれで四回目だ。

　一度目は五年生の対戦の時、二度目は六年生の長期休暇の時、三度目は卒業してからすぐのこと。

　私と最初に会った時に対戦を観みてくれていた所長は、貴女みたいな人がハーレを希望してくれるのなら早めが良いと思ってね、と手を握ってくれた。なんでも、ハーレに就職希望を出していたのは私だけのようで、人手も昔より足りないらしい。しかも卒業生のほとんどが騎士団に流れていっているようで、その時遠くにいた騎士団長を、所長が憎々しげに睨み付けていたのを覚えている。なんだか色々ありそうだ。

　ニケもハーレではなく騎士団を選んだので、騎士団希望者が多いのは知っていたけれど、まさかハーレが私一人だったとは。

　私が受付のお姉さんに憧れていることも先生から聞いて知っていたようで、会って開口一番の言葉が『ああぁあ〜受付にようこそー！』だった。

　鬼気迫る感じで一瞬逃げの態勢に入った私は悪くない。

　ハーレ魔導所の統括である所長は、『現代の崇すう高こうなる魔法使い百選』にも選ばれている程凄い人だった。名だたる世界の英雄達と肩を並べている彼女は、私の憧れでもある。

「でもその前に、貴女用の制服と魔具を作らなければならないわ」

　所長が顎に手をあてて、うーんと唸うなる。

　さっそく荷物を置いて案内してもらおうとしていたのに、どうやらまだその段階に行けない雰囲気。

　木彫りの横にある蝋燭の火が、ゆらゆらと揺れていた。

「制服と魔具、ですか？」

「ええ。貴女のね」

　ん？　制服？

　制服はてっきり支給制で用意されるのだと思っていたのだけど、作るって今から？　確かに皆服の造形は違っていたけど、自分でこういうのが良い〜とか、ああいうのが良い〜とか、決めてから作って貰えるのかな。だとしたら凄いなハーレ。職員への待遇が良すぎる。そういえばお給料もなかなか良かったような……あくまで資料に書いてあった金額だけど。

　それに魔具って、何に使うモノなんだろう。しかもそれも今から作るって……。そこら辺の説明は資料に全然書いてなかったから、ちょっと不安になる。

　いやいや、私は受付のお姉さんになるのが夢なんだから平常心、平常心。どんなことが起きても笑顔でさらっと流せるような人間にならなければ。

「ヘルさん。この球体に両手で触ってみて」

　首を傾かしげている私を見てフフフと笑うロクティス所長は、部屋にあった赤い戸棚の縦に長い扉を開いた。本棚のすぐ隣。

「水？」

　するとその中から出てきたのは水の球体で、直径は私の身長くらいある。ポヨン、ピチャ、と音を立てて私の前まで出てきたそれは、ふよふよと浮いてまるで硝子囲いの無い水槽のようだった。

「触り、ますね」

　私は恐る恐るそれへ片手を伸ばす。

　所長は触ってみてと言ったけど……。

　思わず扉の近くにいる男の人を見た。四十代くらいの眼鏡をかけたその人は、私をここまで連れてきてくれたあの男の人で、一緒に中まで入って来てくれている。彼は私に見られていることに気がつくと、両手を球体に向けて、さぁさぁ早く、と笑って催促してきた。

「あの、本当に触ってもいいのですか？」

　前を向いて所長に聞く。

「これはギグネスタイ・ネロ（生成水）と言って、初代所長のハーレ・モーレンが作ったものなの。これに私が認めた魔法使いが触ると、その魔法使いに適した防具と武器を与えてくれるわ」

「防具と武器ですか？」

「防具はここの皆が着ている制服。武器は外の仕事へ行く時に役立てたらいいわ」

　防具と武器を装備した職員……。

　仕事内容は危険なものもあると分かっているので驚きはしないが、ここまで備えがあると思うと感心と同時に戸惑いもある。

　というかあの制服って防具だったんだ。

　私は球体に両手で触る。ひんやりとして、普通の水に触れている感じがした。濡れている感覚もある。

　ロクティス所長に目を向けると、所長は何やら口元をモゴモゴさせて呪文のようなものを唱え始めた。

「何か出てきましたよ！」

　すると球体の中から、棒の端っこ？　がニョキっと出てくる。

　な、なんだこれは。と私の首は後ろに下がった。

　けれど所長が私に、取ってみて、と言うので球体から手を離した私は、その棒を握って引っ張り出す。感触は鉄のように硬くて冷たい。

　そうして引っ張り出したそれは、これまた私の背を超すほどの長さの、ちょっと値段が高そうな銀色の長い棒だった。

　棒だ、棒。

　よく見てみると、美しい模様が施されているのが分かったけど、よく見ても見なくてもこれはただの棒だ。

「あら、デア・ラブドス（女神の棍こん棒ぼう）？」

「棒？」

「ただの棒じゃなくて、女神の棍棒よ」

　棍棒。

　女神は良いが棍棒とは物騒だ。今私の頭の中には、棍棒を振り回して口から火を噴く女の人の絵え面づらしか思い浮かばない。しかも物凄い速さで走ってる。女神が棍棒持って走ってる。

　両手でその棒を持つ私だけれど、どうしたらいいのか分からなくて、おずおずと棍棒を所長に差し出した。

　しかしそれは貴女のよ、と言われて突き返されてしまう。

「その棍棒は自分で書いた魔法陣を吸収させたりできるのよ。魔法陣を手で書かなくとも地面をそれで突けば一発で陣を出せるようになるわ」

「魔法陣ですか」

　魔法陣は一般的に地面や紙に手でいちいち書かなければ魔法が発動しない。呪文を唱えて魔法陣が出現するなんてことはなく、魔法陣を書かないでも魔法を発動できるのが魔法の呪文なのだ。だからあまり好まれる魔法の使用法ではないし、もし書く手間を省き使いたいという人がいるならば、前もって魔法陣を書いた紙を装備しておくに限る。

　それにしてもその厄介な魔法陣をこの女神の棍棒が吸収するとは、もしかしたら結構いい道具なのかもしれない。

「あとはそうねぇ、それで敵をバッタバッタと殴ったり叩いたりとかかしら」

「棍棒ですね」

　それ以外の使い道はそんなもんだった。神よ。

「良い武器よ。振れば剣、払えば矛ほこ、突けば槍になるのだから」

　あとで練習してみると良いわ、と所長が言っている内に、今度は球体が光りだす。目を丸くしていると、私の身体、というか服が光りだして形や色がみるみる変化していった。

　ワンピースの色は茶色から白になっていって、袖や襟元も徐々に変形していく。

「これが、制服ですか？」

　大きな頭ず巾きん付きの膝丈の白いワンピース。腕まわりは締まっているものの袖口はヒラヒラと膨らんでいて、裾など所々に青色の蔓模様が入っていた。靴は脹脛ふくらはぎより少し下くらいまでの長さで、白いブーツ。腰には茶色い革のベルトが巻かれていた。

「あら？　これは、ちょっとごめんなさいね」

　所長は一言私に謝ると、手に雷をバチバチ纏わせはじめる。こっちに向かって構える仕草は、まるで今から私に攻撃でも仕掛けようとしているみたいで……え？

「しょ、しょしょ所長？　なんですかその手のバチバチは！」

「大丈夫よ」

「何がです!?」

　会話をしている間にも、所長が私に向かって閃光を放ってくる。

　もうダメだ。もしかしてここはハーレではなく悪の組織で、誰かに幻覚でも見せられて間違えて来てしまったのかもしれない。やられる！

「なるほど、ウーデン・スケウエー（無効化衣装）ね」

　と目を瞑って思ったのもつかの間。しばらくしても痛みは全く来なくて、何かに押されたような気はしたけれど、ただそれだけで変化はなかった。

　うっすらと目を開けて自分の身体を確認しても、傷もないし、服も汚れてはいない。

　それに所長が納得したように『ウーデン・スケウエー』と言う。
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　ウーデン・スケウエー？

　無効化衣装って、魔法を無効化する服ってこと？　つまり所長の雷をこの服が無効化したということなのだろうか。

　服をペタペタ触ってみるものの、別に特別感はない。元の服よりさわり心地は格段によいけれど。

　しかし無効化衣装、か。

　私の気分は少し重くなる。

「あのう、これって魔法使いの能力とかを見て与えてくれるんですよね」

「ええそうよ」

「じゃあ私って、もしかして能力がないのでしょうか」

「どうして？」

「能力が優れていたら、こんな身を完全に守ってくれる凄いもの、出さないじゃないですか。実力がないと判断されたのでしょうか」

　もし本当にこれが無効化衣装なら、私の身には余るこの防具。可愛らしさとは裏腹に、強力な守りを発動してくれている。

　でもそれは、ギグネスタイ・ネロが私を弱っちい魔法使いだと認識したから、こんな凄い防具を与えたのかもしれない。

　これをいただけた心境としては、嬉しいというより、悔しいという気持ちが大半だ。自うぬ惚ぼれじゃないけれど、そこそこ魔法の腕は良いと思っていた。男に負けないくらい、誰にも負けないくらい強くなりたいとも思ってやってきた。

　だからこんな防具を貰っても素直に喜べない。

「そんなことはないわよ」

「ですが」

「貴女、たまに無茶したりするわよね」

「無茶？」

「五学年の時の対戦、ヘルさんは皮膚が焼け焦げようとも友達を救おうとしたでしょう？　しかもほとんどの子達を。客席にいた騎士団長とあの子はウチの子にします！　って言い合ったものよ」

　懐かしいわねぇ、と笑う。

「これは性格も判断して作ってくれるの。ギグネスタイ・ネロは魔法使いの魔法型や性質、性格さえも見通して装具を作り出す。女神の棍棒や無効化衣装を与えたのは、貴女にとってそれが一番の装具だと判断したから。だからたぶん実力じゃなくて、貴女の性格を考慮した上でウーデン・スケウエーを出したのだと思うわ。これからもそういう場面になった時、無茶して突っ込むだろうから、それゆえにね」

「無茶……」

「だから実力がないとかじゃないわよ。自分の力に誇りを持ちなさいな」

　頭を軽く撫でられた。

「それとね。このギグネスタイ・ネロについては、口外禁止としているわ」

「口外禁止？」

「私が認めた者とは言ったけれど、本当はある呪文を唱えれば誰でも使えてしまう物なのよ。他にはない、伝説にあるような武器を作り出す魔法だから、とても貴重。悪用されてはいけないから、ハーレの皆には箝かん口こう令れいをしいてあります」

「そ、そうなんですか」

　了解です。と言った私に所長はニッコリ笑って椅子に座った。

「デア・ラブドスはそのままじゃあ邪魔でしょうから、呪文で小さくして腰にでも引っ掛けておきなさい。たぶんそのためのベルトよ」

「魔法使いに合った装具でしたっけ」

　縮小呪文をかけてベルトの穴に通す。穴にはピッタリと入って、鞘さやに収まったような気分だった。

「これでようやく、ハーレでの仕事を教えてあげる準備ができたわ。まずは荷物を運びましょうか。さっきも言った通り、今日は場所の案内や説明だけになるけど、明日からは覚悟してね」

「はい」

　置いていた荷物を肩にかける。

　ニケやアイツに、皆は今頃どうしているのだろう。

　ベンジャミンとサタナースは破魔士だから、いつかハーレで見かける機会があるかもしれない。

　新しい場所での生活になれてきたら、マリス嬢やニケ辺りに手紙でも送ってみようか。
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　食事や雑談をするための四脚の卓たく子し。それに備えた椅子。入り口の重厚な鉄の扉。紙が沢山貼られた掲示板、天井で回る黒い板でできた羽根。木材をふんだんに使った床と壁。肉が焼けた匂いと香辛料の香りに、破魔士達の話し声。職員の相あい槌づち。

「ええと、ヘル、さん？」

「はい。よろしくお願いします」

　そんな空間に置かれて。

　初めて依頼をしに来たという男の人を前に、私はテーブルを挟み笑顔で紙をさし出した。

「依頼をするのは初めてなんだけどね、こっちもよろしく頼むよ」

　ハーレで働き始めて約二週間。

　依頼人専用の受付で、私は先輩の指導のもと依頼人相手の対応術を学んでいる。指導してくれる先輩は私の隣に座っていて、困った時には横から助け船を出してくれたりしていた。

　受付に座るのはもっぱら女の人なので、先輩も当然女の人。今隣にいるのはゾゾ・パラスタという褐色肌の可愛らしい人で、私よりも背の小さなお姉さんだった。働き始めて五年くらい経つそうで、年齢は二十三歳。学校を卒業して直ぐにハーレへ就職したと聞いている。

「鋼山に咲いているクランの花が五つ必要なんです。私は薬くす師しなのですが、昔片足をなくしてこの通りで。それでも行ける場所には自分でも行っていたんです。けれどクランの花は、最近は魔物が多いと言われるあの鋼山にしかなくて」

「取りに行って欲しいと？」

「はい」

　男の人が持ってきた、依頼内容が箇条書きに書かれている紙に目を走らせる。とにかくあれやこれやと十行くらいビッシリ書かれているけれど、ようはそのクランの花が欲しいということであった。

　書き付けから目を離して相手を見る。

「でしたら、手て練だれの地の魔法型である破魔士に頼むのが良いかもしれませんね」

「地のですか？　私の知り合いに地の魔法型の人がいたので咲かせてもらえるように頼んだことはありましたが、できないと言われたことが過去に……」

「きちんと学んでいなければできませんが、彼等破魔士は魔法植物を自らの力で咲かせることができます。そのための勉強を学校でしっかりとしていますから。勿論呪文は植物ごとに違いますが、『地の書』という書物にはクランの花の呪文もありましたので、鋼山へ破魔士を行かせることなく依頼を達成することができるかと。そうすれば、我々が鋼山へ事前調査に行く手間が無い分、仲介報酬も少なくて済みますよ」

「そうですか！　ありがとうございます」

　喜ぶ男の人を前に、私は早速依頼書を書き上げて彼にサインを貰う。よほど安心したのかサインの文字は枠からはみ出るくらい大きくて、書き上げる勢いも凄かった。

　できた依頼書を魔法で複製したあとは、複製したほうの紙を建物内の掲示板に貼りつける。

　それをカウンターで見届けていた男の人は、一連の作業が終わったあと、もう一度お礼を言って帰って行った。

「だいぶ慣れてきたわね。その調子よ」

　依頼人の男の人が帰って一息ついていると、ゾゾ先輩が白い歯をニカッと見せて肩を叩いてきた。衝撃で椅子から腰が落ちそうになる。

　先輩の肩パンは結構力が強いので毎回ウッとなるのだが、親しくしてくれている証拠だぞ、と他の先輩方にも言われているので良いことだと思うことにした。それに可愛いからぜんぜん良い。

「先輩達のおかげです。ありがとうございます」

　こうして依頼人専用の受付に座っている私だけれど、私の夢は叶ったわけじゃない。私がやりたいのは破魔士達が依頼を受けにくるあの受付であって、けして今座っている場所ではないのだ。

　あそこに座るのはハーレの仕事全般を制している女の人でなくてはいけなくて、もちろん先輩であるゾゾ・パラスタさんもあそこに座れる女の人。ハーレの人は依頼を持ってきた依頼人の情報管理から、依頼内容の確認、確認のための外仕事、それを経ての値段交渉、破魔士への能力に合った仕事紹介ができて初めて一人前になれる。受付に座るのもそれから。

　今更ながら、私の見る目は間違っていなかったのだと思った。やはりあのお姉さんは尊敬するに値する人物だったのだ、と拳を握ってウンウン頷く。

「もうすぐ夜間担当と交代ね。今日は気分転換に外へ食べに行きましょ！」

「はい！」

「うふふ、良い返事ね」

　ゾゾさんは依頼の紙を木の板に挟むと、卓上台の下に置いて上着を取った。

　夜間と日間勤務とに時間は分かれていて、日間勤務は朝から夕方まで、夜間勤務は夕方から朝までとなっている。私はまだ日間だけの勤務で、夜間はやっていない。ゾゾさんは私の担当についているので、当分の間は夜間勤務はしないらしい。私のせいですみませんと言ったら、夜間嫌いだからむしろ助かるわ、と言ってくれたのでありがたかった。優しい人だ。

「お財布持ってくるわね〜」

「はい」

　私はまだ気が抜けないので、ゾゾさんのようにさっさと帰り支度はできない。終業時間がまだ来ていないのに、そんなことがおいそれとできる領域に達していないので受付に座り続ける。私があんな風に砕けた感じになれるのはまだまだ先の話だ。

「ヘルさん、お疲れ様」

「おはようごさいます」

　そうやって気を引き締めなおしていれば、夜間担当の人が肩を叩いてお疲れ様、と話しかけてきてくれる。眼鏡のお姉さんは髪を一つに縛ると、制服の白い帽子（いや防具か）を被って私の隣にあった椅子に座った。

「夕飯食べてらっしゃいな」

「ありがとうございます。あ、これ引継ぎお願いします」

「了解」

　ゾゾさんは私の分の上着を取って来てくれたようで、私が席を立つとカウンターの横に立って手を振ってくれていた。ゾゾさんの制服は二股の短い下衣に、丈の短い靴、袖が長めの上衣で、全体的に元気な女の子というような感じの造形をしていた。頭につける物は特にないそうで、艶のある黒い綺麗な髪は惜しげもなく外に晒さらされている。

　私も髪の色がこんなことにならなければ……と、色素が薄い自分の髪をつまみ上げた。ゾゾさんくらいに綺麗にならなくとも、こんな色になる前は美しい色素のある髪を持っていたというのに……。魔法で焦げ茶色に染めてしまおうかとも思ったことはあるけれど、なぜかそれだと変に負けた気がしてしまい結局染めることはしなかった。

「どうかした？」

「なんでもないです」

　自分のところまで来た私の表情が暗かったのか、心配される。

　ええい、やめだやめだ。

「先輩は今日何が食べたいですか？」

「今日は肉より野菜をいっぱい食べたいかも」

「じゃあ草食狼の店ですかね」

「行きましょ！」

　寮に住み始めて、こちらも約二週間になるけれど、最近では先輩に付き合っての外食が多くなってきている。なのでせっかく覚えた料理の腕がこのまま落ちていく危機に瀕ひんしていた。ゾゾさんは料理をしないタチだそうで、手料理なんか一人でじゃ虚むなしくて作ってらんないわよ、と言っている。

　また恋人持ちの人をハーレ内で見かけてはペッ、と人知れず床に唾を飛ばしていた。ゾゾさんは見た目は可愛いけどガラが少々悪い。

　ガラ……というか、そのような性格は私も人のことは全く言えないけど、こんなに開けっ広ぴろげにされているといっそ清々しいものを感じる。







　それからは草食狼のお店に行って夕飯を食べ、ふらふらと寄り道なんかをしながらも、給料もまだ出ていない私は自分の寮の部屋へと帰った。

　部屋の面積は、一人用の寝台が八台くらい余裕で置けるほど広い。家にある私の部屋より断然、広い。家賃は給料から差し引かれるが、台所から寝台から何から何まで揃っているので贅ぜい沢たくなものだった。

　湯ゆ浴あみ処も一部屋に一個ついている。小さいけれどお湯に浸かれる場所が確保されていて、とても助かった。足を思い切り伸ばして温かいお湯に浸かりたい時は、公共の浴場に行くしかないのだけれど、ないよりは良い。

「ふぅー食べた食べた」

　部屋着に着替えないまま、ふかふかの枕に顔を埋うずめる。息が苦しくなるくらいグリグリと押し付けたあとは、身体を反転させて天井を向いた。

　今日こなした仕事はといえば、依頼者が持ってきた依頼内容をひたすら確認して、ハーレの掲示板に貼りつけていく仕事。確認しては貼って、確認しては貼っていく。その繰り返し。

　この受付の仕事は、主に一年目の新人が担当することになっているらしく、まさにその新人である私は今年一年の間、そこから絶対に動くことはない。外の仕事に行く先輩や、破魔士達を相手に仕事の相談や依頼の紹介を行う受付の先輩達の背中を、一日中温かい椅子の上で（ずっと座ってるからか温かい）見ている毎日。

　とは言っても私が今やっている仕事も重要なことには変わりなく、まぁ新人がやるくらいだから多少難易度は低いものの、大切な作業であるのには違いなかった。それにこの受付がなければそもそもの話、破魔士達に仕事を与えてあげられないのだから。

「そうだ」

　私は寝転がったまま寝台の横にある机へ手を伸ばして、小さな突起が付いた引き出しを開ける。ガサゴソと手の感触だけで中を物色し、目的の物を直ぐに見つけた。目当ての物は、空色の薄い封筒に入った手紙。

　私は仰向けになって天井に手紙をかざす。

　この手紙は、つい昨日私宛に届いたベンジャミンからの手紙。私へこの手紙を手渡してきた寮母さんには『あらぁ隅に置けないわね』などとベンジャミンの名前を見ただけで男の子だと思われ、その上恋人だと間違われていた。

　全然違います乙女の中の乙女な子なんです、と丁寧に否定させてもらったけれど、照れ隠しだと思われて誤解は未だ解けずにいる。

　私や他の寮に住む人達への届け物は、寮母さんがいる寮母室に届く。手紙配達をする人がそこへ届ける手て筈はずとなっていて、届いた物は寮母さんが直じき々じきに寮の人へ手渡しをしていた。無事に、かつ安全に。

　差出人が手紙に魔法をかければ宛名の主のところへ送ることも可能だけれど、途中で木に引っ掛かったり水溜まりに落ちたりすることもあるので、確実さを求める人は配達の人に頼んで届けてもらっている。魔法は便利だが、そういう面では人間の手のほうが信用があるということだ。

「ベンジャミンからかー」

　まだ開けて読んでいなかった私は、その封筒を開いて中身を広げる。

「私も手紙出さなきゃ」

　手紙を皆に出そう出そうとしていたけれど、中々実行に移せない内に彼女から手紙が来たので、いい機会だと思った。これを機に皆へ手紙を書いてみよう。

　小花柄の紙にびっしりと詰まっているベンジャミンの綺麗な文字が、私の目に映った。




『親愛なるナナリーへ。もう、私のこと忘れちゃったの？　卒業してから三週間も経ったのに、手紙の一つも寄越さないんだから。全く呆れるわ。……なんてね、嘘よ嘘。三週間しか経っていないのに手紙を書いちゃった私のほうが呆れられるわね。ニケやナル君にも手紙を送ったのだけど、溜め息を吐かれないか心配だわ。だってあんなに一緒にいたのに、離れるなんて寂し過ぎるじゃない。なんならもう六年通うのも悪くないんじゃないかしら。こんなに人恋しくなるなんて自分でも驚いているのよ。私ってもしかして、恋人とかができたら重くなる女なのかしら。嫌だわ自分が怖い。──ああ、でもねでもね、聞いてくれる？　ナル君と卒業前に約束したことがあるんだけど、私と彼って同じ破魔士になるじゃない？　皆と会えなくなるのが寂しいって溢してたら「じゃあ、なんなら一緒に仕事する？」って言ってくれたの。もう、もう、すぐに手を上げて返事したわ！　だってこんな機会そんな頻繁にあると思う？　いいえ無いわ！　ナル君は少し気分屋なところがあるから、直ぐに返事をしないと捕まえられないの。あの卒業パーティーのダンスだって皆より早く約束を取り付けたんだから。彼が乗り気の内にね。それが私が勉強より何より六年間で学んだことよ。けど、それからは何の音沙汰もなくて。つい手紙をナナリー達に出すのと同時に出しちゃったんだけど──大丈夫だと思う？』




「……」

『大丈夫なんじゃないですかね』

　久しぶりに送られてきた友人の手紙へ、そう一言書いて返信した。




　　　＊　＊　＊　＊




　ハーレに来て約三ヶ月。座る場所はいつもと同じ。仕事内容は未だ変わりなく、私は任されている場所で順調に職務を遂行している。

　大きな失敗はこれまで特になく、あったとすればつい最近依頼をしに来た人の名前『ドラミニアムス・ヴェストラ・ビ・サルバアダガヌ』という見たことも聞いたこともない長い名前の綴つづりを、依頼書に記入する際に一ヶ所間違えてしまい、依頼書を一枚駄目にしたことだろうか。二度も確認して、その人には名前をあらかじめ紙に書いて貰ったにもかかわらず、清書で間違えてしまった。その時の依頼者の苦い顔は忘れない。いや、忘れられない。

　失礼なので、今後一切こんなことがないようにと世界中の名前を勉強しようと思った。

『私の大切なリュンクスが逃げてしまったの。誰か探してくれるかしら？』

『一人娘が旅に出たいと言っているんだが、誰かこっそり護衛をしてくれないかね。報酬はいくらでも出すから、飽きるまで付き合ってやってくれないか』

『家の近くにお化け虫が湧いていて困ってる』

『裏山の──』

　それに最近は、特に危険な依頼もない（というか危険な依頼を受けつけたことが一度もない）。

　大抵は迷子探しやら、お偉いさんの娘の護衛やら、その他雑用みたいなものばかり。けれどそういう依頼にも時期というものがあるそうで、今はそんな平和な時期なのだという。嵐の前の静けさではないけれど、こういう依頼の後には、必ず何か大変な依頼が舞い込んできたりするらしい。だから今は、新人がここに慣れるためには丁度良い期間となっているのだそうだ。

　魔物による被害を受けての依頼は、今のところ二件。

　その二件は報酬も良く魔物退治ということで直ぐに破魔士の目に留まり、一日二日で片付いてしまった。

　皆血の気が多いというか、退治系のほうがやりたくてウズウズしているように窺うかがえる。不謹慎だけれど、生活のためには分からなくもないのかな、と思った。

「太陽の印と、逆さの海」

　さて、そんなことはさておき。

「丸を書いて……また古代文字か」

　私は寝台の横に座りこんで、本を読みながら一枚の用紙へ魔法陣を書きこむことに集中する。

「──あ、そうだ。お昼食べなきゃ」

　けれどお腹が鳴りそうになり時計を見てみれば、もう昼時。前髪をかき上げて、横の後れ毛を耳にかける。筆を置いて一つに纏めていた髪を後ろで纏め直したあとは、調理台に向かって今日の昼食を作ることにした。

「野菜〜お肉〜」

　ここひと月、私は休日を使い、所長から初日にいただいたデア・ラブドス（女神の棍棒）へ、色々な種類の魔法陣を吸収させていた。魔法を使う機会が仕事では思ったよりも無かったので、こういう時間に試行錯誤して少しでも腕が鈍ったり頭が馬鹿にならないようにと魔法を使っている。それに女神の棍棒は魔法陣を一度吸収したら何度でも発動できると言う品物らしいので、この際百個は吸収させてみるのもアリだと思った。

　吸収する時は陣の真ん中にデア・ラブドスを立てるのだけど、その吸収の様子も結構面白い。まるで糸を回収するように陣の線がシュルシュルと棒の許もとに吸い込まれていく。

　ただし魔法陣は手書きで書かなければいけないので、そこが面倒なわけだけれど。

　この前の二日間の休みは、複雑な紋様の魔法陣を『古き陣象』という母から貰った魔法陣の書物を見ながら五つ書いた。簡単な構成をしている魔法陣なら二十個くらい余裕で書けるが、その私が書いた古代文字やら変な絵やらがビッシリとある魔法陣は、書くのに一日の半分はかかる。

　だからか五つの魔法陣の効果もそれなりで、

『時空展開（過去、行きたい時間・場所へ行ける）』

『瞬間転移（距離関係なく、目的の場所へと移動できる）』

『完全治癒（瀕死の状態にのみ効果を有する治癒魔法）』

『死者天命（死者と一度だけ話をすることができる）』

『口開術（口を割らない者に対して有効に働く。別名・吐かせ術）』

　と、普通の魔法では中々発動の難しいものができる。これが私が二日以上書き続けて吸収させた魔法陣だ。

　本の最初の項目から一つ目二つ目と順番に載っている魔法陣を試しに書いているので、正直使い時があるのかも疑わしい魔法もあるけれど、慣らす分には良しとする。だから今日は使ってみたい魔法陣を厳選して、好きな物を書こうと思っていた。

「野菜と、……野菜しかないのか」

　しかし料理をしようと食糧庫を覗いてみたものの、なんと野菜しか入っていない。

　確か昨日の夕飯で兎鳥の肉を使ってしまい、肉はあれで最後だったのかと今更ながら気がついた。主食も無い上に肉も無いとすれば、もはや買い出しに出るしかあるまい。魔法で肉が出せたら良いのにと思うのだけれど、生あい憎にくそんなことはできないので考えるのはやめる。炎や氷ならまだしも、生き物やすでに解体し食用肉になっているものを作り出すのは厳しいし、そんな魔法もない。どこかで売っている肉をこっそり魔法で取り寄せることは可能だが、大抵どのお店にも防犯術がかかっているので、できやしない。

　私は薄い部屋着から外用の普段着に着替えて支度をする。

「魔法動物召喚術カロマギア・ゾーオン」

　市場にでも行ってこよう。

　食材市場までは距離があるので、私はララを召喚した。

「ご主人様」

　お馴染みのボフンという効果音と共に現れる。

「駄目、ナナリーだよ」

「ナナリー、様」

「ナ・ナ・リー」

「ナ……ナナリー様」

　白い狼が私の前で項垂れる。正座をし目線を合わせて自分の名前を連呼する私に、彼女はクゥンと鳴いた。

　ララには使い魔になってもらった頃から『ご主人様』と呼ばれていたわけだけれど、ハーレに来てからはそれを少しでも変えたくて名前で呼んでもらえるようにしている。いつまでもご主人様呼びは、私的には寂しくて。ララからすれば無茶なことなのだろうけれど、ここは無理矢理にでも押し通したい。

　ララのご主人様呼びは以前リュコスの群れにいた時の癖らしく、群れにいた頃は群れの大将を『主あるじ』と呼んでいたのだという。そして今、自分の上に立つのは私ナナリーだと認識しているので、ご主人様と呼ばせていただきます、と初めて召喚して出会った時に言われた。その時は初めてのことだし「まぁいいか」と思っていたけど、周りの皆が自分の使い魔と気軽に名前呼びをしているのを見て、あれ、と感じるようになった。ニケやベンジャミン、マリス嬢に相談してみた時は、

『あら、個性よ』

『羨ましいわ。私の使い魔なんて初っぱな呼び捨てよ』

『わたくしは強制的に女神様と言わせていますわ』

　最後のマリスはともかく、皆には「えー良いじゃん」みたいなことを言われていた。価値観は人それぞれなのかと思ったものだ。

「ララ、市場までお買い物に行こう」

「何を買われるので？」

「お肉。今野菜しかなくてね。ついでに散歩でもしようかなって」

「魔法陣を吸収させる作業はよろしいのですか？」

「ん〜……ララ見たら散歩したい気分になっちゃった」

「息抜きには良いかもしれませんね」

「そうそう。行こうよ」

　部屋の扉を開けて声をかける。

　食べ物を欲しているお腹には申し訳ないが、今日のお昼は軽く外食で済ませることにしよう。お肉を買う目的は変わらないが、ララを見ていたら何となく気分が変わってしまった。

　せっかくのお休み、親睦を更に深めようではないか。

「お出かけー？」

「ゾゾさんもですか？」

「そうよ。隣国にいる友人に会いに行くの」

　寮の廊下でララを連れながら歩いていると、丁度部屋から出てきたゾゾさんと鉢合わせた。彼女は斜めがけの鞄かばんをさげて、帽子を被っている。

　ゾゾさんとはお休みがほぼ一緒で、被らないことがほとんどない。仕事では私に付いてくれているので、それもあってか所長が調整して勤務を組んでくれているようだった。

　しかしこれから隣国へ行くという彼女だけど、私は少し心配になる。

「良い天気だし、絶好の遊び日和びよりよ！」

「そうですね！　でもあの、気をつけてくださいね。国境の森は物騒って聞きますし、王国の騎士団も見回っているそうですから」

「大丈夫よ、私達弱くないんだから」

「た……確かに」

　ふん、と胸を張って笑う彼女に苦笑いを返す。

　危険な依頼はないものの、魔物が森からいなくなることはない。被害はないが森の近くでは魔物の目撃情報が多発していて、王国の騎士団は王命により調査に出向いているという。

　騎士団にはニケがいるから心配だった。無理な仕事をさせられてないと良いのだけど。それに女性騎士を受け入れていると言っても、所しょ詮せんはまだまだ男所帯。別の意味でも心配になる。変な虫が付いていたらどうしよう。

「じゃあお互い良い休日を過ごしましょ」

「はい、また」

　ゾゾさんはそう言うと、駆け足で廊下を走り去って行った。それを見て元気なものだと感心しながら、私も玄関に向かうことにする。

　すると遠くから寮母さんの『走るんじゃありません！』という声が三階に響いてきた。

　寮母室は一階にあるので、恐らくゾゾさんの姿を見た寮母さんが頭に角を生やして声を上げているのだろう。

　皆元気だ。







　屋台のある市場に着けば、昼時であるせいか人が沢山いた。ララの背中から降りて地面に足を着けると、途端、空中と地上の熱の差にやられる。人の体温も混じってか妙に暑い。

　クリオ・アネモス（冷風）で、身体の周りを涼しくさせる。

「ララ、はい」

「ありがとうございます」

　私はララの大きさを手の平に乗せられるくらい小さくして、彼女を肩に乗せた。ブラン・リュコスである彼女は、元は寒い地域に生息していて暑さが苦手。クリスタル化をすれば怖い物なんてないけれど、本人曰いわく『クリスタル化は少々動きにくい』らしい。なので戦闘でもない限り、クリスタル化はしない。

「ララ」

「はい？」

　チラリと肩に乗るララの姿を確認した。

　尻尾をフリフリ振っている姿が愛らしく、思わず頬擦りをする。

「もう可愛いな！　落ちないでね？」

「はい」

　市場は活気があって、見ていて楽しい。美味しそうな香りもそこら中に漂っていて、よだれも垂れ……そうになるが汚いから本当に垂らしはしない。だらしないお口は閉じておくのが賢明だ。

「とれたての美味しい甘橙ポルトカリはいかがー？」

　果物が山盛りに置いてあるお店の前では、お姉さんが試食を道行く人に勧めていて人が群がっていた。その光景にいいなぁと思いながらも、安い軽食がないかを目と鼻で探す。お給金は明日出るので、今日だけ我慢だ。あの試食品を食べたら絶対果物を買ってしまう。我慢だ我慢。と自分の頬っぺたをつねる。

　本当はお金がないわけではないのだけれど、お給金の半分はないものとして貯金をしているので耐えなければ。

　腰のベルトにぶらさげている小袋を握りしめると、チャリ、と音がする。

　三ペガロで一食分のお肉を買うとして、残りは二ペガロ。一日分の食費は大体二十ペガロだと言うのに、二ペガロで買えるのはせいぜいでき合いの惣菜一品か、食べ歩きできる軽食が一つ。

　あなたは貧乏なんですか、と今聞かれたら間違いなく、はい貧乏です、と自信を持って答えられる。自信を持つようなことではないが、自分が金持ちだと思って生きるよりかは断然お金も貯たまるだろう。

　私がこの貯めているお金で何をするのかは、またのお楽しみだ。

「はぁ。お肉を作ってくれる魔法陣とか作ってみようかな」

「できるのですか？」

「ううんできない。けど、作れたら良いなって。まぁできてもこっそり使うけど。そうしなきゃ市場のお肉屋さんも商売あがったりでしょう？」

「それもそうですね」

　歩く度に私の臭覚を刺激するお肉の芳こうばしい香り。良い香りだけれど、これは駄目だ、と思わず鼻に手をあてて嗅がないように自己防衛した。ララには『ご主人様、そんなに……』なんて憐れむような視線を向けられて、心配されている。

　やめて、そんな目で私を見ないで。

「はは（ララ）、はたひはこふひんさはへははふへ、ははひーほ（私はご主人様ではなくてナナリーよ）」

「ナ、ナナリー様」

「ヘルさん！　この前はどうもー！」

　そうやりとりをして歩いていると、道の端からそんな声がかかる。

　うん？　と足を止めて私は周りを見回した。確か今、ヘルと呼ばれたような。ヘルなんて姓は自分以外では母と父以外聞いたことはない。

「気のせいかな」

「ヘルさん！」

「わっ」

　聞き間違いだろうかとまた足を動かそうとした瞬間、ララがいないほうの肩を叩かれて身体が跳ねる。

　危ない、心臓が飛び出るかと思った。

「私ですよ、ほら、薬師の」

「ああ！　ペトロスさん！」

　誰だろうと後ろを向けば、いつかの依頼者、薬師のペトロスさんが片手を上げて笑っていた。クランの花が必要で、以前ハーレに来た人だった。

「水色のお綺麗な髪と容姿で、直ぐにヘルさんだと分かりました。急に声をかけてしまって申し訳ない」

「いえいえ」

　後ろ首に手をあてて頭を下げられる。その姿に胸の前で手を振るも、内心苦笑いをした。

　くそう。この髪の毛は本当に目立つな。

　私は前髪をクシャリと掴む。

「クランの花のお陰で、薬も無事にできました。受けてくれた地の破魔士さんには感謝です。治癒の魔法でも治らない怪我や病やまいがあるものですから、薬も作っていかないと大変でして」

「魔法植物の毒なんかは、確かそういう特別な薬でないと治らないそうですね」

　彼が昔なくしたと言っていたほうの足には、膝から下に義足が付いている。治癒魔法でも治すことができない時もあるということは、ペトロスさん自身が一番分かっているのだろう。

「ええ。なのでこれからも精進しますよ」

　彼は拳を持ち上げて笑った。

「おーペトロス！　なんだ、綺麗な嬢ちゃん連れて羨ましいじゃねーか」

「おお、マルコ」

「もしかしてお前が前言ってたハーレの嬢ちゃんて、この子か？」

　すると後ろから頭に布を巻いた大男が、ペトロスさんの肩を掴む。

「は、はい？」

　うわ、チンピラに絡まれた。と一瞬身体を引いてしまったけれど、話を聞く限り、どうやらこの人はペトロスさんの知り合いのようだった。瞳をキラキラさせて私を見てくる。

　ハーレの嬢ちゃん……。流れ的に、それは私のことを言っているのだろうか。

　ペトロスさんを見ると、いやぁ、と照れ笑いをして頭を下げられる。

「この前の依頼の後に、ちょうど患者と話す機会がありまして。その時に付き添いで来ていた人なんです。まぁ友人なんですが」

「ペトロスが世話になったな。俺じゃクランの花は咲かせられなくってよ。依頼仲介料も安くしてもらえたみてーだし、ありがとうな」

「いえ、いいえ。破魔士達のおかげですよ。特に地ヽの」

「違いねぇ！」

　マルコさんは豪快に笑いだす。クシャッと笑い皺じわができている彼の顔を見ていると、チンピラ顔もなんだか愛嬌があるように見えてきた。

　袖なしの上衣に、ダボダボの下衣。筋肉があり、胸筋はふっくらとしていて逞しい身体つき。

　屈強、という言葉がピッタリな人だった。

「破魔士とハーレには世話になりっぱなしさ」

　それからまた知り合いなのか、買い物袋を持ったおばあさんがペトロスさんに話しかけてきた。薬師だからなのか、顔が広いのかもしれない。

「王国騎士団と同じくらい、ありがたい存在だねぇ」

　そのおばあさんの友人か知り合いか、はたまた近所の人らしきおじいさんが、おばあさんの後ろから私に向かってそう言い握手を求めてきた。一体誰なんだと思いながら、握手に応じる。

　市場というのは、良い意味で見境がない。

「やっぱ王国騎士団と破魔士達にゃ頭が上がんねーな」

「騎士様がたは王国のあちこちで魔物の調査をしてくれているし、他国からの侵略も防いでくれてる。破魔士達は個人的な仕事も受けてくれるし、魔物退治はしてくれるしで大助かりよ」

　いつの間にか、周りではそんな話が水面の波紋のように広がっていく。賑やかな市場が更に賑やかになった。

「あぁほら、噂をすりゃ空に騎士が舞ってるぜ」

　マルコさんの言葉に、市場にいる人達が空を見上げる。

　その視線の先では、黒い騎士団の衣装に身を包んだ騎士達が天馬ペーガソスに乗って隊列を組み空を飛んでいた。純白の翼を持った美しい神の馬は、太陽に照らされて眩しく光っている。

　市場の人達は騎士達に向かって、おーい、と叫び、手を振っていた。

　まるで国民の人気者だ。……いいや、まるでじゃない。国民の、正真正銘の人気者だった。

　天馬とは違い、黒い騎士服に身を包んでいる彼らは、私から見てもどことなく頼もしい。

　そんな騎士達を薄目で見ていると、その集団の中に懐かしい色を見つけた。ブロンドの綺麗な髪が、風に揺られて靡なびいている。

「ニケ！」

　大きな声で友人の名前を叫んだ。間違っていたらどうしようかと心配になったけど、思わず叫んでしまったので仕方がない。間違っていたら素知らぬ顔で市場から走って逃げよう。

　そもそも私の声があそこまで聞こえているのかも怪しいが。

　すると空にある集団がその場で停留し、一頭の天馬が外れて、この市場に向かってやってくる。その天馬に乗っているのは私が先ほど声をかけた人物で、どうやら私の考えは間違っていなかったようだ。

「ナナリー！」

　天馬の背中から片手が上がる。

「ニケ！　久しぶり」

　彼女が降りようとしているところまで走っていく。市場だけど屋台も何もない通り。さっきのところは人が多かったので、広い場所に降り立とうとしているようだった。

　私の走りと天馬の翼では、天馬のほうが速い。そこに一足早く着いたニケは、一呼吸おいて天馬と共に地面へ降り立った。

「会いたかったわ！」

　自分が乗っていた天馬の頭をひと撫ですると、走って来た私に向けて腕を広げてくれる。私は迷わずその中に飛び込んで、ニケの背中に思い切り腕を回した。騎士服がゴツゴツしていて抱き心地はあまりよくないけれど、それも気にならないくらい再会は嬉しいことである。

「あなたの髪色って妙に目立つから、空から見ていて良い目印になるわね！　すぐにナナリーだって分かったわよ」

「そ、そう」

　首元にある私の髪の毛に、顔をン〜、と埋められて更に抱き締められた。

　妙に目立つ髪の毛にまたもや舌打ちしたい気持ちだが、ニケが嬉しそうに楽しそうに言うので、まぁ良いかと思い直す。

「でもごめんね。仕事中に大声で名前呼んじゃって」

「良いのよ別に。定期的な見回りで、そんなに忙しいものでもないのよ実際」

「そうなの？」

　名前を呼んだ私が言うのもなんだけれど、こんな易やす々やすと隊から外れてここに来ても良かったのだろうか。戻らなくても大丈夫なのかと聞けば、全然大丈夫よ、と自信満々に言うのでそれ以上突っ込むのはやめる。

　お互いに腕を離して、顔が見やすい距離にした。

「それに私が所属している隊なんて、強者揃いで正直気が滅め入いるわ」

「強者？」

　彼女が人差し指を上に向けるので、空にいる騎士団を目を凝らしてよく見てみる。皆同じ騎士服を着ているから、全員が強そうに見えた。いや実際強いのだろう。ニケもそう言っているし。

　先頭にいる、他の人達よりも一回り身体が大きい人は、あれは確か見覚えのある……騎士団長だ。うちの所長が何故だか敵視している強こわ面もての人。あの髭ひげ面づらに今度会うようなことがあったら塩でも撒まいといてちょうだい、なんて前に所長から言われたことがあったけど、本物を目の前にした今、そんな勇気も塩も持ち合わせていないので早々に所長の顔を脳裏から消す。ごめんなさい所長。私塩がなかったんです。

　そして騎士団長の後ろには黒髪の……。

　あれはもしかして。

「えっ、ゼノン王子？」

「一緒なの」

　これは驚いた。ニケと王子がまさか一緒の隊だったとは。そんなことは手紙に一言も書いてなかったので、私はビックリする。友人とはいえ一国の王子だからか、言及を避けたのかもしれない。

　いつものあの軍服姿ではなかったので、一目見ただけでは気づかなかった。騎士服姿の彼だけど、王子特有の高貴な雰囲気が布を突き破っている。

　天馬に乗っている王子が、私に向かってなのか手を上げる。つられて私も手を上げれば、ゼノン王子の天馬が頭を下げた。気高き天馬が私に向かって首を垂れる姿に一瞬疑問を持つが、頭を下げられない王子の代わりに会釈してくれたのかなと一人納得する。しかしあの天馬、頭から一角獣モノケロースのように角が生えているみたいだけど、種類が違うのかな。

　それについてもニケにそれとなく聞いてみれば、天馬と一角獣の間から生まれた、ただ一頭の存在なのだと聞かされる。成程。半分血が入っているのか。

　騎士は使い魔ではなく、天馬に乗っていることが殆ほとんど。他の王国では使い魔に乗る騎士のほうが多いらしいのだけど、私のいるドーランは天馬に乗ることが騎士としての誇りであり象徴であるとされている。

　しかしニケがいるというあの隊。騎士団長がいてゼノン王子もいる隊なんて、彼女の所属する隊って結構なモノなんじゃ。

　ならばそこにはもしかして。

「いない？」

「ナナリー？　どうしたの？」

　あれ、いない。いると思った奴がいない。

　なんだ、いつも王子と一緒だったからてっきり今回もどうせ同じ隊なのだろうと思ったのに。損してないけど、損した気分になる。

「ううん、なんでもない」

「ロックマンなら別の隊の隊長よ」

「いや別に……は？」

　いや別にアイツのことは……と言おうとしたけど、それよりも今何と。

　口をあんぐりと開けた私を見て、ニケは気まずそうな顔をする。

「第一小隊の隊長に空きができて。そこを埋める人材として、ロックマンが入ったの」

　私の口は開いたまま塞がらなかった。ニケの声がだんだん耳から遠ざかる。

「た、い、ちょ、う？」

　私はハーレで新人として下積みをし、黙々と仕事をこなす日々。

　かたやアイツは、卒業してからまだ三ヶ月だというのに、いち隊の隊長になるとはどういうことなんだ。確かに魔法使いとしての腕は良いし、馬鹿じゃないし寧むしろ頭は良い。私より成績は良いし（不本意だが）。

　天地の差。

　それは天馬で空を駆ける騎士であるロックマンと、地べたに這いつくばって空を見上げる私を上手く表す言葉だと思った。

「でも早過ぎじゃない!?」

　出世街道まっしぐらとは、こういうこと。

「でも腕は確かだし、家柄もね。まぁもうなっちゃってるし、団長が言うのだもの。しょうがないわ」

　そう言うと、ニケが空を見て、あ、と声を出した。

　私もつられて空を見ると、別の隊らしき天馬の集団が此方こちらにやってくるのが見える。

「いずれはゼノン王子が副団長に任命されるの。別にロックマンが団の上に立つんじゃないんだから、そんなに焦ることはないわよ」

「別に──それもそれで、微妙というか」

「え？」

　隊長になったと聞いて息巻いていた私だが、そう言われると、なんというか複雑だ。ニケにこうもハッキリと『上に立たない』とアイツが言われると。なんでだろう。競ってきた身としては（一方的かもしれないけど）微妙な気持ちになる。うまく言い表せないけれど、心境としたらそんな感じだ。

「合流したみたいだから、もう行くわね」

「合流？」

「他の隊を待っていたの。だから団長も待っている間は友人と話してきても良いって許可くれたのよ」

「そうだったんだ」

「また手紙を送るわ。お互い中々会えないけれど、休みが合えば一緒にどこかへ遊びに行きましょ。ベンジャミンやマリスも誘ってね」

「うん。私も手紙送るよ、またね」

「またね。大好きよ」

　そうして互いに手を振り合って、ニケは空へと帰り、私は肉を買いに戻った。

　一部始終を見ていたペトロスさんからは、騎士団に友達がいるのかい？　と聞かれて、市場にいる間はその話に花を咲かせた。

　ララとの散歩もできて、久々に充実した休みを送れたと思う。


　ハーレ就業編・二

　ハーレで働き始めて半年。

「これが依頼書です」

　一枚の紙を手に取って、笑顔を向ける。

　いい天気、いい仕事日和の今日は、ハーレに来る破魔士や依頼人が多い。お昼をここで済ませる人も多いせいか、調味料と肉が良い感じに焼け焦げた美味しい香りが私の座る受付まで届いてくる。

　良いな、私もそろそろご飯にありつきたい。

　鳴りそうになる自分のお腹を片手でおさえる。

「それじゃあお願いします」

「はい、承りました」

　依頼人に調印してもらった依頼書に手を翳かざして、依頼書を複製する。一枚の紙は一瞬で二枚になった。もはや手慣れた地味作業。

　凄い勢いで肉にしゃぶり付く破魔士の男の人を見ては、良いなー、と呑気にも思いながら、私は来たる依頼人を次々と捌さばいていた。軽い依頼内容から大変そうな難しい内容まで、値段交渉や依頼の二重確認は骨が折れる。

　昼時なのに休憩に入れないのが辛い。

「おいおいもっと良い仕事ねーのかよ！」

「今のところ、貴方がたが受けられるのはこの階級です」

「あぁ!?」

　けれど私の居る席はまだいいほうで、破魔士が依頼を受けに来る受付はもっと大変そうだった。

　傲ごう慢まんな態度の破魔士の集団相手に、眼鏡の先輩・ハリスさんがニコニコと優し気な笑みを浮かべて対応している。

　自分達の力を過信するなとは言わないけれど、女と舐めてかかっている男達には諦めろと言いたい。ハリス姉さんは見た目はおっとりしていていかにも弱そうな感じだが、芯しんは強く意思は曲げない、こうと決めたら真っ直ぐに行く人だ。

　その眼鏡がキラリと怪しく光った時、地獄を見るのは相手のほうになる。

「僕には合わないと思うんだよねー」

「けれどこの依頼は」

「あ、こっちが良いなぁ」

　またその隣では、違う女の先輩が他の破魔士への対応をしていた。そっちのほうは、やれ自分には合わない、もっと違う依頼が良い、これは嫌だ、と先輩が提示する依頼書に一々文句をつけていて、まったく話が進んでいない。皆表面上は笑顔だけど、内心ははらわた煮えくり返っているに違いない。

　ここの受付は女性がほとんどだと言ったが、ハーレ全体の男女の割合も女性のほうが多い。男性もいることはいるけれど、ほぼ外の仕事に出ているのでハーレの建物の中には女性が多く残っている。男女比で言うならば、八対二。もちろん女が八で、男が二だ。それに女性は若い人が多いけれど、男性は逆で四十、五十代が多い。

　それにも理由があるそうで、若い男性は皆騎士団のほうに流れて行ってしまうのだそうだ。王に仕えるという栄誉と、国民からの人気、華のある仕事ということで、学校を卒業してから騎士を希望する男性が多い。

『ナナリー！　騎士団長に次会ったら塩じゃなくて良いわ、お化け虫をお見舞いしなさい！』

『分かりました。今度はちゃんと持っておきます』

　なのでハーレに就職する男性は少ない。元々騎士団長と所長は仲が悪いらしいが、それもあってか所長は騎士団長を毛嫌いしている。

　どちらかと言えばハーレの業務内容は裏方だ。騎士団より華は無い。そして逆に騎士団に所属していた人間で、歳も重ね仕事に支障が出るようになってきた人はハーレに来る確率が高く、いずれも中年くらいの人が再起場所としてハーレを選ぶ。もちろん腕が鈍っていたんじゃ所長は雇わないし、全く話にもならないが。

　私がハーレに来た時、所長のところまで案内してくれた男の人だってその口である。三十歳の時に騎士団を退団して、それから十年間ここで働いていると言っていた。騎士団にいた時のことを一度聞いたことがあるけれど、退団する時には内部の情報が漏れないように『血の守り』という誓いを立てさせられて、魔法により仕事内容その他諸々については話せないようにされているらしい。

　自分ではけして解けぬ魔法である。

「あの、依頼内容はどのような」

「はーいっ」

「はーい。こんにちは」

　そんな風に他を気にしながらも、私は私の仕事を遂行する。

「おいくつなんですか？」

「にっ」

「二歳ですか。凄いですね」

「えっへん！」

「もうすいません」

　とても可愛らしい親子が一組。母親と、小さな女の子。

　淡い金色の髪を二つ縛りにした女の子は、母親の膝に乗りながらほくほくした表情で真っ白な依頼書を見ている。何だろう、という感じで興味津々の様子だった。

　私はそれを見て、思わず昔の自分を思い出す。私もお父さんについて此こ所こへ来た時は、こんな感じだったのかな。

　人知れず恥ずかしくなる。むず痒がゆいような気持ちだ。

「はぁ」

　けれど一方で母親の表情はあまり優れず、女の子の頭をポンポンと撫でながら溜め息を吐いている。

　なんだか元気のない様子だった。

「大丈夫ですか？」

　失礼だとは思いながらも、顔色が悪いですよ、と声をかける。

　すると母親はもう一度溜め息を吐いて更に俯いてしまった。

「あの、ええと」

　あぁどうしよう、やっちまった、と私は冷や汗をかく。

　だってさっきからこんな感じで、依頼内容を聞こうとしても溜め息ばかりで中々話してくれない。女の子は話しかけてきてくれるけれど、肝心の母親である彼女は口を閉ざしたままだった。

　もしやこれは試されているのか、という気分にもなってくる。ハーレ職員としての力量を見定められているのかもしれない。

「……主人が、昨日から帰って来ないんです」

　そうして私の顔色も悪くなった頃、彼女は俯けていた顔をパッと上げて、こちらを見た。

「ご主人が？」

　なんだ、もしや浮気調査か。

　少し身を乗り出した私だったけれど、隣にいたゾゾさんに膝をぺチンと叩かれて元の位置に戻る。

　不謹慎な女ですいません。

「森に入ったきり、帰って来ないんです」

　依頼者の女性、マライヤさんはそう言って、膝の上に乗せた女の子を抱き直した。

　焦げ茶色をした少しくせのある髪は髪留めで後ろに一つに纏められていて、長めの前髪から覗く碧色の瞳には疲労の色が見える。女の子のはしゃぐ姿に時折笑顔を見せながらも、心はここにあらず、のような感じだった。

「もう一晩、なんの音沙汰もなく」

　彼女から話を聞くところによると、ご主人のゴーダ・クラインさんが、家畜が東の森へ一匹逃げたと言って森の中へ入っていったことがそもそもの始まりなのだという。

　マライヤさんの家は、食用の家畜として六足歩行のポッケルという草食獣を沢山飼育しており、広い土地、東の森に面した山の隣にそのポッケルを放していた。

　森の傍には高さのある柵と簡易な魔ま除よけの結界を敷いていて、敷地に魔物が来ないように一応対策はしていたという。けれど実際魔物が魔除けに触れた跡は一度もなく、また姿を見かけたこともないので、魔物がいるという噂には半信半疑だったようだ。

　だからか、ポッケルが柵を越えて森へ入ったと聞いても、マライヤさんもご主人も特に焦らなかったらしい。

『じゃあ、連れ戻してくるな』

『あなた気を付けてね』

　なのでご主人が森へ行くと言った時も特に抵抗感はなかったそうで、笑顔で見送ったのだという。

　そして直ぐに帰ってくるだろうと思っていた彼女だったが、日が暮れても、一晩経ってもゴーダさんが帰って来ないので、何かおかしいと感じ取ったらしい。森へ自分も入ろうとしたけれど、もしかして彼は魔物に襲われたのでは……と思い、おいそれと入ることはできず、また小さな子供もいたためハーレへ来ることにしたのだという。

　彼女自身、普段の生活において必要最低限の魔法は使えるが、対魔物となると抵抗する術を持っていないというので、仕方がない。

　近所の人に頼もうにも、危険な目に遭せるわけにはいかないので、と話していた。

「家畜はそのあと戻って来たんですよね？」

「はい。主人が森に入ってから、日が傾く前に。逃げるように出てきました」

「ちょっと、おかしいですね」

　隣にいたゾゾさんが依頼書を手に取る。

「この森は、マライヤさんもご存じのとおり魔物がいます。けれどここ一、二年は目撃情報はおろか、被害を受けたという声もありませんでした」

　東西南北の内、最も安全な森として挙げられるのが東の森だった。しかし安全とは言っても、他に比べれば、なのでそこは勘違いしてはいけない。危険な所には変わりない。

「けれど、今回の件以外で同じような依頼があるんです」

「同じような？」

　ゾゾさんの言葉に、彼女はそれこそ身を乗り出して聞き入った。抱きしめられている子供はウェッと奇声を上げて母親を涙目で見る。我慢だ、お嬢ちゃん。

「年配の女性が北の森近辺で行方不明になっているんです」

　ハーレの掲示板に貼ってある依頼書を、ゾゾさんは指さしてそう言う。

　ついこの間、自分の祖母が北の森近くの池へ散歩に行ってから帰って来ていないということで、依頼をしに来た人がいた。その人は行方不明になった祖母と二人暮らしをしていたようで、行方不明になった日は、彼女（祖母）の日課である近所の池までの散歩を見送ったあとに仕事へ行ったのだという。

　姿を見たのはそれが最後で、近所の人に聞いても池の近くの酒場で目撃した人はいたようだったが、彼女がそれからどこへ行ったのか誰かに会ったのかは分からなかった。

　その依頼を受けた破魔士が何人かいたけれど、結局見つからず、未だ依頼達成には至っていない。

　そういえば、と私はゾゾさんに聞いた。

「記憶探知はしたんですよね？」

「ええ、ハリスが破魔士に聞いたみたいよ」

　魔法の一つに、その場所にある土、地面、木、建物、など無機物に魔法をかけて、そのモノが記憶しているものを呼び起こさせるというのがある。

　地面ならば誰がいつそこを通ったのか、建物ならば誰がいつそこに来たのか、など立体的な映像として現れる。これには高度な技術が必要で、集中力精神力想像力……全身の感覚を研ぎ澄ませなければ成功はしない。

　依頼を受けた破魔士達の中で、その記憶探知が得意な者がいた。

　北の森近辺をくまなく調べたらしく、これで誰もが解決の糸口を見つけられると思った。

　使える人は少ないが、探し物や人探しならば大抵この魔法で簡単に見つかる。

「森関連で行方不明者が続けて出るなんて、変ね」

　しかし記憶探知に女性の姿は見つからず、唯一発見できたのは池の近くにある切り株で休んでいる姿を、その切り株が記憶していたということだけだった。

「アルケス、一応私達で下調べしたほうが良いかしら。まだ破魔士のほうに被害が無いとはいえ心配だわ」

「なに、ゾゾが行くの？」

　カウンター内、受付の私達が座る後ろで書類の複製作業をしていた男性職員、アルケスさんにゾゾさんが声を掛ける。このアルケスさんは、あの元騎士団に所属していたという男の人だ。初日からゾゾさんの次にお世話になっている人で、いつも今いる席で事務作業をしている。

　また所長のお目付け役として外部に出る時や公式行事等に出席する際には付いて行っており、事実上『副所長』みたいなものだった（因ちなみにそんな役職はハーレにない）。

「ナナリーと一緒によ」

「ヘルと？」

　得意げな顔をした彼女を横目に、私とアルケスさんは顔を見合わせる。

　アルケスさんは真っ黒な髪の毛。瞳は青く、どちらかと言えば目尻が下がりがち。見ようによれば覇気のない顔にも見える。実際はその通りで、仕事中も堂々とお菓子を食べていた。しかし太ってはおらず、不思議と身体は引き締まっている。糖分はどこへやら。ハーレの黒い制服に身を包んでいるので余計に締まって見える。

「フム」

「？」

　暫くすると、そっか良いんじゃないか？　と笑顔で言われた。はて、何が良いのだろうと首を傾げた私だったが、アルケスさんが差し出してきた一枚の紙を見て目を丸くする。

「事前……調査ですか？」

「ええ、そうよ」

　事前調査とは、危険な依頼だとこちらが判断した場合、依頼書として正式に受理する前に職員が現地へ行って地形や危険性等を下調べすること。

　外の仕事には男性が行くことが多いと言ったが、外の仕事とは主にこの事前調査のことだ。

　ここで働き始めて、半年。

　書類の複製作業がすっかり板についてきていた私だが、思いもよらない展開に心臓が高鳴る。

　まだ一年目の私が外の仕事に行けるなんて夢みたいだ。

「ゾゾさん、でも私」

　けれど所長からは、まだ早いから一年は経たないと他の仕事はさせられない、と言われていただけに心配になる。

　所長の許しがなければそう簡単に違う仕事はできない。今の仕事に不満があるわけではないけれど、私自身所長に大丈夫だと認められるまではこのままでも良いと思っていたので、もし今はっきり駄目だと言われたら潔く諦めるつもりである。

　なので今にも私を連れて行く気満々のゾゾさんに、所長の許可がないと、と溢したのだけれど、

「あら、そんなこと気にしてたの？」

「え？」

　そんな私の心配をさしおいて、なんと『大丈夫よ』なんて言葉が返ってきた。思いもよらない言葉。それこそ私は事前調査の紙を渡された時より目を丸くする。

「大丈夫、なんですか？」

「実は一ヶ月前にね、コソッと所長から頼まれてたのよ。行けそうな事前調査があったら連れてってあげて、って」

「ロクティス所長が？」

「『まずは一年』って新人には毎年言っていた言葉だったけど、仕事の呑み込みは早いし、頭の回転も速い。それに魔法学校では常に二位の成績で」

　突如出てきた二位、という言葉がグサリと胸に突き刺さった。構える時間さえない。

「対戦の時の感覚も、忘れさせてしまったら勿体ない。なんて言っててね。だから大丈夫よ」

　胸を押さえる私に気づかないゾゾさんは、そのまま話を続ける。

「じゃあアルケス、今から行っても構わないかしら」

「急だな。まぁ俺がここに座るから良いよ。所長にも俺から言っておく」

「ありがとう」

　話がトントン拍子に進んでいく状況に、私は些か気負いしながらもマライヤさんを見た。

　すると彼女も此方を見ていて、目が合う。

「今から行って下さるんですか？」

「ええ、こういうのは時間が勝負ですから。今日中に依頼書を上げられるようにしますね」

「あっありがとうございます！」

　マライヤさんは私とゾゾさんを交互に見て、お辞儀を何回もする。

「どうか、お願いしますっ」

「おかー……？」

　女の子はそんな母親を見て不思議そうな顔をした。親指をくわえて、何がなんだか分からないという感じである。無理もない、まだ二歳だ。父親が帰って来なかったことも、どうやらどこかに遊びに行っているのだと思っているらしい。

　そんな女の子にマライヤさんは笑顔を向けると、再度お辞儀をしたあと席を立って、また来ます、とハーレを後にした。

　彼女に手を引かれている女の子は、私達のほうを振り返るとバイバイと手を振った。







「本当、相変わらず綺麗なリュコスね」

「ララはこの世で一番綺麗なリュコスだと自負しています」

「ナナリー、親バカよ」

　親ではないですララ馬鹿なんです、と言い返す。

「ゾゾさんのプルも格好いいです」

　彼女の使い魔は羽獅子フテラ・リョダリという魔法動物だ。背中に翼が生えた大きな獣で、尻尾は伸縮自在。

「そう？　ありがとう」

　マライヤさんの依頼を正式に受理するため、私とゾゾさんは東の森へと使い魔に乗って向かっていた。

　空から王国を見ると、国が森に囲われているのがよく分かる。緑が沢山でけっこうだけれど、魔物が住み着いていると分かって見ると、あまり歓迎できない代物だ。常に人々は危険と隣り合わせで、心穏やかではいられない。

　騎士団が森と国の境に、目には見えない防御の壁を定期的に魔法で張り直してはいるらしいが、時々破られているなんてこともあるため、安心はできない。また魔物が森からこちらへ出ることは難しくなっているのだけれど、人間が森へ入る分には障害がないので、そこも問題だった。

「あれが東の森で、あそこがマライヤさん家の土地ね。ポッケルがいるわ」

　地図を見ながら旋回して、場所を確認する。

　緑の土地には、灰色の草食獣・ポッケルがたくさんいた。

「あれが全部食用肉に……」

「そういえば私達、ご飯まだ食べてなかったわね」

　ふかふかなララの背中に乗って風を感じながら、腹の虫を鳴らす。今の今まで空腹感を忘れていたというのに、彼女の言葉のせいで身体が思い出してしまった。空腹感、改め絶望感。

　お腹を押さえる私に、ゾゾさんが今夜は夕食奢おごってあげる、と親指を立ててくる。片目を瞑る彼女がキラキラ輝いて見えて仕方がない。なんて格好良いんだ。私もこんな格好良い女性になりたい。

「マライヤさんによると、あそこからゴーダさんが入ったらしいわ」

「確かにポッケルがいる所と、東の森が近いですね。でも柵がありますし、もしかしてそれを飛び越えたのでしょうか？」

「ポッケルは危険を察知すると、六つの足で勢いよく走って、木を超すほどの高さを跳ぶことがあるらしいしね」

「やっぱり」

　マライヤさんには敷地内に入る許可を貰っているので、私とゾゾさんは東の森近くの放牧場に降りることにした。なるべくポッケルを怯おびえさせないように、静かに降り立つ。

　けれど幸い、私達が降りようとしていた森側にポッケルはいなかった。あんなにたくさんいるのに、そこを避けるようにして歩いている。

「嫌な雰囲気とかを感じているのかしらね。本能？　かしら」

「そうかもしれないですね。ゾゾさん、柵の外に行きましょうか」

「ええそう──え、なにコレ。森ってこんなに不気味だった？」

「なんか、暗いですね」

　森の真正面にある柵の前まで来ると、薄気味悪い空気を肌で感じる。柵の近くには一匹もポッケルは近寄っておらず、陽が出ているのに寒い。私の白い制服は首元まで身体を覆ってくれているのに、腕には寒イボが立っていた。

　うう、と腕を擦って小さくしたララを肩に乗せる。

　ゾゾさんの羽獅子は仔猫になって、彼女の頭の上に乗っていた。元の姿とは大分差異があって迫力がない。そのかわり愛らしさ百倍になっている。

「そうねぇ。ナナリー、事前調査の紙に注意事項や周りの環境、もし魔物が出たらその特徴を書き記してもらっても良いかしら」

「はい」

　アルケスさんから渡された紙を、ベルトに引っ掛けていた小袋の中から取り出す。その隣には女神の棍棒も引っ掛けてあり、私はそれをひと撫でしてから折り畳んでいた紙を広げた。

「入りましょ」

「えっ」

　広げた紙を破くところだった。

「もう森に入るんですか？」

「陽が暮れる前に済ませないとね」

　彼女はそう言うと、私の腕を引っ張って森へ向かった。

　黙々と進むゾゾさんの歩きには迷いがなく、私には無い勇ましさを感じる。女の先輩達は心身ともに逞しい人が多いので、心強い。

　森に入れば、薄暗くなるほど草木がたくさん茂っている。木立が密生していて、日が差し込む隙間が無い。なるほど、だからあんなに肌寒く感じたのかもしれない。それにここへ来るまでは小鳥が飛んでいたり、何かしらの生き物の気配がしていたというのに、森へ足を踏み入れた途端何も感じなくなった。小鳥の囀さえずりさえ聞こえない。何もいないのが良いことなのかは悪いことなのかは判断できないが、少なくとも生き物がいない、住めないということは何か問題があるのではないかと思った。魔物がいる森とは言え、魔力を持たない動物は狙われることはないのでそれは関係ないと思うのだが……。

「ナナリー様、生き物が見当たりません」

「そうだね。虫も飛んでないね」

「変ねぇ」

　そのまま奥へ進んでいくと、薄暗くとも微かに見えていた視界が真っ暗になる。光が全く届かず、腕を伸ばした距離以上の先が見えない。

　私は指を鳴らして光の球を灯す。暖かい光が手のひらから生まれて、球体がふわりと私とゾゾさんの頭上に浮いた。

　これで幾らか見やすくなるだろう。

「あとはこれね。七色外套パルティン・テートン」

　ついでに、と今度は私の番ね、なんてゾゾさんは言って『七色外套』の魔法を私と自分自身に掛けた。七色外套とは、分かりやすく言うと透明人間になれる魔法である。今私とゾゾさんの周りには薄い膜ができていて、その薄い膜が周りの色や模様に合わせて色を変える。なので周りからは姿が見えなくなり、結果、透明人間になれるという魔法である。

　私は最近、やっとこの魔法を使えるようになった。学生の頃はなかなか難しく、あのロックマンでさえ使えないような魔法。けれどハーレの人達は大体がこの魔法を使えるようで、仕事には欠かせないのだと言っていたのを思い出す。いつかの為に、と前もってゾゾさんが私に魔法のコツを色々教えてくれたおかげで、見事習得できた訳だけれど。

　そういうことか。こういう調べものの時には、確かに欠かせないのかもしれない。

「今、音しなかった？」

　ゾゾさんが私の腕を後ろに引く。

「音ですか？」

「なんか、カサって」

　その場で止まって周りを見回す。光も幾らか暗くして、静かに辺りを目で探った。

　すると確かに、カサ、と小さな乾いた音が前のほうから聞こえてくる。森に入って五十歩ほどの所まで来たけれど、ここに何かいるのだろうか。

　私とゾゾさんはその場でジッと腰をかがめて、正体を見定めようと音を立てずに見守る。闇が広がる森の中。風が無いせいか、草木が擦れる音もしない。真っ暗な場所で目を凝らした。

《グギャ、グギャ……》

　お互いの姿が見える私達は、顔を見合わせる。

　なんの鳴き声だろうか。私の知る限り、そんな鳴き方をする動物は知らない。そもそも鳴き声かどうかも怪しすぎる。

　傾斜はなく、緩やかな土地。森の中に生き物の気配はなし、陽の光は届かない、けれど変な音──鳴き声は聞こえる。今のところ、発見できているのはこれくらい。

　あの鳴き声の正体が分かればすぐにでも撤退できるというのに、謎を残したまま帰るのも忍びない。あとは破魔士の仕事だと言われればそうなのだけど、此方にもこのままでは引けない事情というモノがある。調査は怠おこたれない。

　だからか、依頼人から『そこまですることは無いんじゃないの？』と言われてしまうこともしばしば。

　それに、破魔士と違い問題を解決することを主体にはしていないので『そこまで行くならお前さん達がやっとくれ』なんてことも言われると、ゾゾさんが言っていた。仲介業は難しい。

　しかもこっちの不手際でもないのに、破魔士が仕事先で予期せぬ事態や危険な目にあったなんていう時は、文句はハーレに来る。破魔士として仕事をしているのなら、命の危険を承知でやっているはずなのに可笑しな話だ。こうして私達が綿密に下調べをしたって報われないこともある。

　けれど私達は私達の信念を持って仕事をするだけだ。たまに職員の中でも、やってられない、と愚ぐ痴ちをこぼす人もいるけれど、なんだかんだと言って結局は世の為人の為、破魔士、依頼人達の為に全力を尽くしている。

　騎士団のように華はないけれど、私達にはもっと大切にすべき綺麗な花ヽがあるんだ。

「ゾゾさん、あそこ、変な光が見えます……あっ消えた」

「どこ？」

　さっき一瞬、おかしな光が見えた。

　森の奥、暗闇の中に浮かんだ、奇妙な三つの光。

「赤……紫？　三つくらい小さな光が見えたんですけど。右斜め辺りです」

「どれどれ」

　よく見ようとする彼女にあの辺りですよ、と横を向いて声をかけようとした私だったが、瞬間、身体が硬直する。

《グギャ》

　三つの目を持った、奇怪な生き物が、私達の後ろにいた。微かな光の中、見える限りで計れば、木の半分くらいの高さはある。

　私達と少し距離がある（多分）とは思うものの、あれって……。

「……」

　……待て待て、お前は魔物なのか。これは魔物なのか。誰か教えてくれ。こいつは魔物なのか何なんだ。全体像が見えないから余計に分からない。お前は誰だ魔物か。

　今は確か周りから見えないはずなのに、その三つの目はじっと此方を見つめている。

　ゾゾさん……と声を出そうとしたけれど、この魔物らしき生き物に気づかれても嫌だ。

　けれど唯一安心したのは、彼女も気づいたのか動きを止めて私の腕を強く掴んでいることだ。

　私はベルトの後ろに手を回して女神の棍棒を取る。

　今更頭上に灯した光は消せない。

「ナナリー」

「はい」

「多分あれは魔物よ」

　私の耳元に顔を寄せた彼女は、物凄く小さな声でそう言う。

「ゾゾさん、外に出ましょう」

　私もそれにならって小さな音で返した。

「そうね、もう十分だわ。でも記憶探知をしたいから、あの魔物に触れている地面の木の葉を持って帰りましょう」

「ハーレに帰ったら記憶探知で魔物の姿を見るんですね」

「そうよ」

　彼女の考えに感嘆する。

　しかし早くここから出なくては。

「ゾゾさん、空間転移という魔法陣があるんですけど、それで出ませんか？」

「それって古代魔法の？」

「私の女神の棍棒に仕込ませてあるんです」

「便利ねぇ」

「この陣は発動主が認めた者しか入ることができないので、多分魔物も入って来られませんし」

「なら早いわ。プルには小さい姿のまま七色外套をかけるから、魔物がこちらに気をとられている内に木の葉を咥くわえて取ってきてもらうことにしましょう。できる？　プル」

　頭の上に乗る自分の使い魔に確認をとる。

「大丈夫よ」

　主の言葉にプルはそう言うと、彼女の頭から降りて地面へ静かに着地した。

　大丈夫だ、あの奇妙な獣には気づかれていない。

「ではいきます」

　棍棒を手の中で伸ばして、ゾゾさんと共に勢いよく魔物から離れる。そして素早く後ろを向いた。

　同時にその魔物が先程のおかしな鳴き声で襲いかかってくる。三つの目しか見えないので距離感はよく分からないが、草が揺れる音と鳴き声で近付いて来たのが分かった。

「空間転移」

　ゾゾさんを引き寄せて、地面に女神の棍棒を突き立てる。

　今この瞬間、全ての動作がゆっくりと見えた。

　行き先を強く頭の中で浮かべる。

　市場を抜けて、王の島の下。ハーレの建物の後ろ、裏の扉前。職員だけが出入りできるそこに、いち早く移動しなければ。

「ギャギャ、グルルルッ……」

　魔法陣へ入って来ようとしている魔物だが、見えない壁に阻はばまれて弾はじかれている。バチッと光が飛び散った。

　怪しく光る三つの目が、私達を捉える。しかし目を細めても、それ以外の情報が入ってこない。

「プル！　おいで」

　プルが上手いこと枯れ葉を咥え、魔法陣に入ったのを確認すると、私は転移の呪文を唱える。

　同時に陣が金色に輝きだし、まゆばい光で私達を包み出した。

「凄いわナナリー！　さすが学年二位の成績を取っていただけあるわね！」

　グサリ。

　なんでそこを強調するんだ。もしかしてわざとなのか。

　またしても二位の言葉が胸を貫通する。ゾゾさんは隣で興奮気味に手を叩いていた。なんと鋭い槍。

　相手に悪気がない分、余計に痛い。卒業してもその言葉が纏わりつくとは、もしやこれは二位の呪いなのか。

　あの忌いま々いましい透かした野郎のお陰で……。

「今日中に依頼書が上がりそうで良かったです」

「そうね」

　そうして光の中、私達は森から抜け出した。







　魔法陣で森から抜け出した。

　速やかに、正確に、森からハーレへ。

「は？」

「……え？」

　抜け出した──はずだったのだが。

「なんで、君」

「ま、待って、ななな何でアンタッ」

　しかし何故か私の目の前には……宿敵、憎きアイツがいる。

　黒い騎士団の服を着ていて、金色の長めの髪を後ろで結んだ姿のアイツが。

　目を丸くして間抜け面を晒しているアイツが。

　寝起きの顔に水をかけられたような、そんな顔をして。

　いや、というか目の前と言うより私は野郎を床に押し倒している形になっていて……馬乗りで。

　ちょっと待って、これどんな状況なんだ。誰か説明してください。

「なんで、アンタ」

　水色の長い髪が、押し倒している相手の頬にパラリとかかった。

　それが目に少し触れたのか、小刻みで瞬きを繰り返す動きが視界に入る。

「夢？」

　夢かと思い、とりあえず自分の頬ではなく奴の頬を引っ張って現実かを確かめる。ついでに髪の毛も払ってやった。

　確かに感触は本物だ。温かいし、すべすべのお肌。幻ではない。

　それに頬を引っ張っている私の手が、アイツの手にパシッと掴まれて動きを止める。

　掴まれた感覚も本物だった。

「本物……？」

　がっしりとしている身体、肩幅は半年前より広くなった気もする。なんだか同学年とは思えない成長っぷり。顔は相変わらず整っていて、長めの前髪から覗く赤い瞳には、まるで炎のような熱がありそうなものの、涼やかな雰囲気が漂っていた。

「いい加減、重いよ」

「へ？」

「そんなに僕の上に乗っているのが楽しいのかな？　別に良いけど放り投げてあげようか」

　視界に炎がちらついた。

　いや、良くないんじゃん。

「──いぃやぁぁぁ！」

　急いでロックマンの上から退く。

　もしかして転移失敗してしまったのか。

　ならばもう一度、と女神の棍棒を構えて床に叩きつける。

「駄目、待って」

　けれど近づいてきたロックマンに腕を掴まれて、あろうことか奴側に引っ張られた。おっとっと、と足で三拍子を踏んで倒れ込みそうになるけれど、どうにかして踏ん張る。危ない。

　こちらとしては近づきたくもないのに何をするんだ、と手を振りほどこうとしたけれど、ヒソヒソと聞こえてくる周りからの声が耳につく。

　視界の端でちらつく人の気配に、私はゆっくりと目を向けた。

「何ですの？」

「あれは確かヘルではなくて？」

「何しに来たのかしら」

　見たことのある女性達。学校にいた子達だ。

「屋敷の警備はどうした！」

　パイプを持って叫ぶ、口くち髭ひげの生えた老紳士。

「あの女性は誰ですか？」

　若い男性。

「庶民が乱入してきたのか！」

　私の背中に、冷たいものが走った。

　何かのパーティーだったのか、改めて冷静に周りを見てみれば、綺麗なドレスに身を包んだ令嬢やご婦人、紳士がグラスを片手に煌きらびやかな空間で話している姿が目に入る。

　装飾を施した豪華な集合灯が、洋間の天井からいくつもつるされていた。

　蝋燭の光が硝子に反射してキラキラと輝いている。高そうな四本脚の白い卓上台には、これまた口に入れるのが躊躇ためらわれるような見た目も美しい食事。味は分からない。食べたことも無いようなやつだ。

　微かに香る花の香りは、女性達が付けている香水？　だと思ったのだけど、飾られているハルナデの花の香りなのかもしれない、と思い直す。爽さわやかで少し甘さのある良い香り。

　そして少なくとも、白いハーレの制服を着ている私にはとても場違いな所だった。

　やはり魔法を失敗させて、どこか別の場所へ来てしまったらしい。

「ハーレ……じゃ、ない？」

　それに複数の、いやこの場にいる人間全員の色々な思いを込められた視線が私に向けられている。

　転移したばかりでこの謎の状況にまだ頭が追い付いてはいないが、私はきっと不法侵入者。もしかしなくとも不審者。

　だから当然と言えば当然なのだが、そもそも私は何でこんな所に来たのだろう。どこの屋敷なんだろうか。確か行き先をハーレにしたはずで……。

「えっあれ？　いない！」

　というかゾゾさんどこだ！　どこへ行った!?

　右を見ても左を見ても姿が見当たらない。うしろを見ても前を見ても同じだった。駄目元で上を見ても、やっぱりいない。

　一緒に魔法陣で飛んだのに、もしかして飛んだ気になっただけで森へ置いてきてしまった、なんてことはないよね。

　あの化け物がいる場所においてけぼりにしてしまったとか、もしそうだったら笑えない。地面におでこを擦り付けて血が出るまで謝りたい。その前に彼女を見つけなくては話にもならないのだけれど。

「仕事の先輩を森へ置いてきてしまったかもしれないっ。急いで行かなきゃ」

　それに肩に乗せていたララも、ゾゾさんのプルもいない。どうしよう。

「いいから待って」

　今にもこの場から去ろうとする私を、ロックマンが逆方向に引っ張る。

　ええい、なんで待たなくてはいけないのだ、と掴まれている腕をまた振りほどこうとするけれど、ビクともしない。

　こうなれば手を凍らせて放させてやろうかと作戦を仮か作さくする。

　しかし悪いことをしたのは誰がどう見ても私には違いないので、強くは出られない。

　本当ならいきなり押し倒したり、こんな豪華な広間に不当に入ってしまった私が謝るべきなのだが。

「誰なのあの娘は。アルウェス様と随分親しげよ？」

「あら、あれは親しげとかではありませんのよお母様。あれは私が行っていた学校の、同じ歳の者です。なんとあのアルウェス様に勝負を挑むような無鉄砲な女で、お母様の言うようなものではありませんわ。ねぇサリー？」

「ええ、本当よね。まぁ平民にしては、私達と親しくしていたほうだけれど」

「あら、ベティとサリーはお嫌い？　私はヘルに恋の相談に乗ってもらっていたわ」

「あらマージ様も？　私も、時折授業で分からないところを教えていただいたりしていましたの」

　隅から聞こえてくるそんな言葉に、自分でもウンウン頷く。

　親しい訳じゃない。宿敵なんだ。

　彼女達は私と同じ教室で関わりもあったので、よく覚えている。私を無害な人間と認識してくれていたのかは分からないが『これはまだ誰にも言っていないのですけれど』という会話の切り口で、恋の話を貴族の女の子達にされていたことは何度かあった。基本聞き役に徹し口は出さないので、そういう思いのたけを吐き出すのには丁度良い存在だったのだろう。

　顔ぶりを見る限り、今日は近しい貴族達で何かパーティーを開いていたのかもしれない。

「ちょっ、ちょっと離してよ」

　立ち上がっているロックマンは、私の身長を優に超している。それに私の腕を掴んでいる手は、容易く親指と中指が腕を周り、指先同士がくっついていて大きかった。

　自分の腕がただの棒きれのように感じる。

　騎士団にいる彼は私より外に出る機会が多いというのに、肌が白くて羨ましい。黒い騎士服を着ているせいか余計だった。肩までありそうな金の髪は、後ろで一つに括り、どこか上品さを感じさせる。

　昔は女性のような甘い顔立ちだったけれど、今はそこに青年特有の鋭さが加わって、変な話キラキラしていた。そう、キラキラだ。

「その、勝手に入ってごめんなさい」

「……？」

　いつまでも意地を張っていても、なんにも良いことはない。もう良い大人になるのだ。割りきる所で割りきれなければ進まない。

　私がロックマンに対して素直に謝ったことがないせいか、謝った私に向けてくる顔がキョトンとしている。間抜け面でもなく、真顔でもなく、不思議そうな顔。

「でも早く行かなきゃ、」

　今行きますゾゾさん！　ララ！　プル！

「アルウェス、どうしたんだ。屋敷の前に何やら騒いでいる女性がいたが……。ん？　その娘は誰だね？」

「父上」

「貴族以外は入れないはずなのだが。今夜行われる宮廷舞踏会の前にと昼ちゅう会かいを開いたものの、お前はカーロラ王女に付き添うのだろう？　その娘に付き添いたいのかな？」

　けれど突如現れた紳士に、私は動きを止めた。

　ロックマンが父上と呼んだ人は、藍色の乗馬服に身を包み、立派な顎あご髭ひげをたくわえた美び丈じょう夫ふだった。髪色は茶色で、ロックマンとはあまり似ていない。力強い瞳をしている。眉毛が凛々しく勇ましいせいであろうか。

　しかしこの人があの、第三代ロックマン公爵ミハエル・アーノルド様なのか。初めてお目にかかる人だ。

　けれど昼会を開いたって、つまりはここはロックマン公爵の屋敷なのだろうか。ついでに言えば、コイツの実家。

「ね？」

　その蒼あおい瞳が、ロックマン（奴）に掴まれている腕を見つめている。

　公爵は何か多大なる勘違いをされているようだった。

「ちっ違います公爵様！　全く見当違いです、ご安心ください！」

　ロックマン公爵の言葉に反応した淑女達から、不穏な空気が流れだしかねない。現にさっきまであやふやだった視線の色が、どことなく鋭さを増した気がする。嫌だやめて。そんなんじゃない。公爵は慌てる私を楽しげに見ている。自分の息子がこんな庶民と話していて、しかも変な勘違いをしているのに何でそんな余裕のある表情をしているんだ。

　一方のロックマン（息子のほう）は、空気を読まずにまだ私の腕から手を離さない。なんなんだ。

「はぁ、……父上。そんなことを言って、先程から柱の後ろで見られていたでしょう。冗談もほどほどにしてください。それにヘル、君の言っていた仕事の先輩という人は、恐らくこの屋敷の外にいる」

　そういえば公爵がさっき、騒いでいる女性？　と言っていた。

「え？　外に？」

「この場所へは、公爵家の人間が信用する人物以外は侵入できないように、術式が施されている。見ず知らずの人間が侵入してきた場合は、その人間は果ての無い迷路を彷徨さまよった挙句、外へ出されるようにね」

「でも何故先輩が外にいると分かるの？」

「この術式を掛けたのが僕だからだ。引っ掛かった人間の容姿が、僕の脳に直接伝わってくる。褐色肌の美しい女性だろう？」

　何その術式。初めて聞いたんだけど、それって単に私が知らなかっただけなのだろうか。そんな罠わなみたいな魔法をどこで覚えたのか、とさりげなく聞くと、自己流だと言われたので、私はめまいがした。まさか自分で魔法を作るとは。頭を殴られたような衝撃だ。

　卒業後は皆自分のやるべきことで手一杯だというのに、コイツは騎士団に所属して一年も経っていないのに第一小隊の隊長の任を背負い、その傍ら魔法を己の力で考えだし人の役に立っている。私の上の上、それ以上を突き抜けてもはやてっぺんが見えない。私はいつになればコイツに勝てるのだ。

　というか、じゃあゾゾさん、私と一緒に森から出たは出たけれど、公爵家の術式に引っ掛かって迷路を彷徨った挙句、外にポイと出されてしまったということなのだろうか。

　ごめんなさいゾゾさん！

　ごめんなさい！

　彼女には謝っても謝り切れない。

「こっ公爵様、不法に入ってしまいすみませんでした！　本当に申し訳ありません！　仕事中に魔法を失敗させ、昼会に水を差してしまい、本当に……」

　今度こそロックマンの手を思いきり振りほどいて、ロックマン公爵へ平謝りをする。それはもう床にめり込みそうになるくらい頭を下げた。ロックマンは好かないが、公爵であるこの人には関係のないこと。

　手を離した奴は、思ったより大人しくて文句も何も言われなかった。

「まぁまぁ顔を上げなさい。そうか、その格好はハーレの所の人間だね。びっくりしたが、面白い物を見られたから良しとするよ。それに急いでいるようだが、大丈夫なのかな？」

「誠に申し訳ありませんでした！　はいっ、急いでいまして、魔物に……、いやなんでもないです」

「魔物？」

　魔物という言葉を吐いた私に、ロックマンから鋭い視線が向けられた。

　まずい。危うくハーレにも持ち帰っていない調査情報を他人に漏らすところだった。

　黙った私にもう一度『魔物がどうかしたのか』と聞いてきたけれど、明後日あさっての方向を見てかわす。絶対に言うものか。我々にも守秘義務というモノがある。

　暫くして諦めたのか、さっきのような射い貫ぬくような目つきでは見て来なくなった。心地のいいものじゃない。

　多分騎士団というところに身を置いている彼のことだから、少々気になったのだろう。騎士団も魔物には手を焼いているからしょうがない。

「で、君はどこに行くつもりだったの」

　ロックマンがそう言って眉間にシワを寄せた。相変わらず不機嫌な顔を向けてくる。あんなにシワを寄せて……、将来そういう顔になってしまうとか親に教わらなかったのだろうか。人間、日頃の癖が老後に影響するらしいので気を付けなくては。

　かくいう私も、コイツに笑顔を向けた覚えは記憶を遡さかのぼってみてもあまり無いので言えたものではないけれど。

「ハーレに、行くつもりでした」

　同学年とは言え、相手は公爵子息。好敵手とは言え、公爵子息。ムカつく奴とは言え、公爵の息子。

　今更ながら、礼儀として敬語で返した。

　マリス嬢に以前言われたことを思い出す。学校にいる間は良いけれど、もし外でロックマンと他の貴族がいる状況で会ってしまった時は、絶対に気安い口調で話さないこと、と。

　彼女的には自分に気安いのは構わないらしいのだが、貴族の世界では何かとあるので（マリスにはそこを濁にごされた）と忠告を受けていた。

　本当に今更敬語を使ったが、マリスよ……大丈夫だろうか。

「へぇ、そう」

　するとロックマンの眉間のシワが伸びて、次の瞬間には嫌な笑みを浮かべ始めた。なんて野郎だ。面白がりやがって。公爵子息でなかったら、お前みたいな美形で成績一番で優秀で出世頭がしらな奴なんか、奴なんか……。

　しかし所詮、負け犬の遠吠えである。

　これ以上惨みじめになりたくはないので、今この時だけは悪口を言わないようにしよう（冷静に考えてみれば悪口ではない）と考えた。

「けれど、何故かここに来てしまいました」

　魔法陣で飛ぶ時には、確かにハーレを思い浮かべていたはず。『魔法書』にも、『要いらぬ雑念は捨て、ただ一つを己の魂に込めよ』と。

　私はその通りにしかしていない。

　その通りにしか……。

『二位ね！』

「……」

　その通りに……。

『二位ね！』

「………」

　その通……。

『二位ね！』

　そ……。

「……なんてことっ」

　私は膝から崩れ落ちる。

　綺麗な大理石の床に、私の汚い汚い両手を付けて、涙を流さず悔し泣きをした。

　きっとあの時だ。

　最後の最後でゾゾさんが放った「二位」という言葉に、心が殺やられた時。

　それはもう生理現象のように、悔しくも奴の顔を浮かべてしまった。あの学校時代の苦い思い出。甘さなんて砂糖の粒ほどにもありはしない。

　なんたる不覚。自分がここまで馬鹿だったとは。あんなに集中していたのに、こんなことで失敗をしようとは、もし本当の本当に命が脅かされそうになった時にいつかヘマをしかねない。

「分かりました」

「？」

「私転移する時、公子……アルウェス様のことを考えてしまったからかもしれません」

「ほう……」

　フラフラと立ち上がって、私は公爵に向き直った。

　公爵は私の言葉に頷いて、自分の顎鬚を撫でている。素敵な顎髭だ。

「……ちょっと待て、他に言い方はないのかな。父上が変な誤解をしているからやめてくれ。どうせ君のことだから下らないことを考えていたんだろう」

　横にいたロックマン、いやこの際この場にロックマンが二人いるからややこしいので、アルウェスと心の中で呼ぼうか。……いや、やっぱりやめよう。なんか嫌だ。名前は嫌だ。あのサタナースの名前さえ呼んでいないのに、こいつの名前は呼べない。心の中でも呼べない。

　横にいたロックマンが、腕を組んでそう言う。

「下らなくありません。とても真面目な考えで、切実なものです」

「だから他に言い方はないのかな。君は本当に馬鹿なんだね可哀想に」

「……」

　鉄板のように無神経な男。自分のこめかみにブチッと青筋が浮かぶのが分かった。

　我慢、我慢よナナリー。ここで言い返したら、庶民には常識もないのかと馬鹿にされてしまう。既に不法侵入しているから余計に言い返すことなんてできない。馬鹿な私だ。まだまだ魔法使いとして、ハーレの職員としては未熟者だ。ゾゾさんにも悪いことをしてしまったし、今日は反省会を開かなくては。勿もち論ろん一人で。

「公爵様。お詫びと言ってはなんですが、ご迷惑でなければこれを受け取っていただけませんか。けして怪しい物ではありません」

　小袋から一枚の黄色い紙を取り出して、公爵に差し出す。

「ん？　これは古代魔法陣の」

「絶対なる防御です。一度しか使えませんが、何者にも破られない防御の壁を作ります。これさえお持ちなら私みたいな奴が侵入してくる心配はありません」

「けれど、これを書くのは途方もない労力がいっただろう？」

「…………」

　魔法陣を見てしみじみと言われる。

　これは私がいつかのためにと書いていたものだ。棍棒に吸収させてはいるが、念には念をと取っておいてある。

「うちの息子達は優秀だ。私が言うのも引かれてしまうだろうが顔も良い。魔法も天てん賦ぷの才能がある。何でもこなせるのが美点でね。頭が良い」

　ただの息子自慢が始まったと思ったのだが、何故か序盤で引かれるのを承知している、ということを言ってきたせいかすんなりと聞けている。内容に嫌味もないので（というか本当のことなので）、おとなしく耳を傾けた。

　ただし褒められているアイツはそれが嫌なのか、横を向いてテーブルに置いてあった果実酒らしき物を飲んでいる。

　ほほう、奴の弱点を見つけたり。親に褒められるとはずかしいのか、そうかそうか。

「そんな息子を持つ私だからかな。君とは直接会って数分しか経っていないが、努力の天才なんだと分かるよ。アルウェスからは負けず嫌いで口の悪い生徒だと聞いていたが、なんだ、向上心のある良いお嬢さんじゃないか」

　ニヤついていた私だったが、公爵の口から出てきた言葉に目を見開いて固まった。

　負けず嫌いで、口の、悪い、生徒。

　私はロックマンを睨みつける。コイツ、親になんつうことを話しているんだ。

　負けず嫌いとか口が悪いとか、……確かにそれに間違いはないが、それを親にチクることはないだろうが。自分の親なら未まだしも、他人の親にそう思われているのは気分が悪い。非常に悪い。居心地悪い。眠れない。

　あとで覚えていろ。夜は背後に気を付けな。

　私の眼力を受けたアイツは、素知らぬ顔で欠伸をする。

　それから目的の誰かを見つけたのか、やぁシェリー、とか言って離れて行った。女たらしめ。

　……ん？

　公爵は今『負けず嫌いで口の悪い生徒だと聞いていた』と言った。けれど私は自分の名前はおろか、会ったのも初めてである。なぜその負けず嫌いで口の悪い生徒が私だと分かったのだろうか。

「魔法陣は大切にとっておきなさい」

　顎に指を当てて考えこんでいると、紙を手に戻される。

「しかし……」

「代わりと言ってはなんだが、一つ頼みごとを聞いてくれるだろうか？」

　ロックマンがいなくなった今、近くには私と公爵の二人になる。

「頼み、ごとですか？　なんでしょうか？」

「今夜行われる王宮の舞踏会へ、こっそり来てはくれないだろうか」

「……はい？」

　空耳かと思い、聞き返す。

　王宮の舞踏会？　に、こっそり来てくれ……と？

　彼が何を言っているのか分からなくて、数秒間また固まった。

「確かめたいことがあってね。丁度誰かに頼もうとしていたところなんだ」

　そんな私を無視して、公爵は話を続ける。

　ロックマンと公爵は似ていないと思っていた私だけれど、前言撤回だ。見た目ではない何かが確実に似ている気がする。

「確かめる……とは、何をです？」

「それは言えないのだが、私の言う通りに行動してもらいたい」

　片目を瞑って、頼むよ、と言われた。

　公爵のお願いごとを断れる勇気が欲しい。迷惑をかけたお詫びに何かできないものかとは思っていたけれど、王宮の舞踏会に潜入してくれなんて願いはとてもじゃないが畏おそれ多すぎる。人様の家に侵入するのは金輪際ごめんだ。そもそも何故そんな必要があるのだろうか。気になって訳を聞くも、理由ははぐらかされて聞けなかった。

　内緒話をしている私と公爵を、周りの人間は不審な目で見つめてくる。主に私に向けての視線だと思う。

　けれどそこに、若い女性達の目は混ざっていない。

　公爵の息子であるロックマンが私から離れた途端、遠巻きに見ていた美しい令嬢達はこぞって彼の周りに集まっていた。私は初めてアイツに感謝をしたかもしれない。幾らか楽になった。

　しかし早くこの場から去ってゾゾさんを見つけてハーレに戻らなければならないのに……。

　困惑する私を見て、公爵は自分の白いハンカチーフを取り出し、それに魔法をかけた。

　ふわりと私の目の前に浮かんだそれは、公爵の魔法によって文字が書かれていく。表面が波を打っているから何が書いてあるのか分からないが、ここに書いた場所に来てほしい、と耳元で言われた。

「仕事があるので、あまり早い時間は難しいのですが、大丈夫でしょうか」

「明みょう星じょうの鐘が鳴る頃で構わない。その時間でも十分に間に合う」

「そう、ですか」

　私の仕事はその明星の鐘が鳴る前に終わる。鐘が鳴る時間は、だいたい一般家庭の人達が夕食を食べ始めるくらいの時間帯だ。またそれより少し遅いかくらい。私は日勤なので終業時刻は夕方。皆の御夕飯前には帰れる。

「お嬢さんが言う彼女をここに呼ぼうか」

「え？」

　そう言うと、公爵は両手の指をパチンと鳴らす。すると天井からドスン、と人が落ちてきた。

「ぞっ、ゾゾさん!?」

「やだナナリィー！　アナタ心配したのよ!?」

「ゾゾさん！」

　落ちてきたのはゾゾさんだった。

　ララも、プルもいる。

　私は彼女の身体を抱きしめて、どこか怪我はないかと確認しながら半べそをかく。ごめんなさいと何度も謝る私に対して、そこまで謝られたら最初から怒ってないのに私のほうが罪悪感が出ちゃうわよ、とおでこを叩かれた。

　それから公爵は不法侵入者二人を屋敷の前まで連れて、ハーレに向かう私達を送り出した。

「私で良いのでしょうか。会ったばかりの小娘より、他の貴族の誰かに頼んだほうが、」

　帰り際、もう一度公爵に確認をする。

　持たされた白いハンカチーフは、小袋に入れていた。

「君が良いんだよ。適任だ」

　何のだ。







　今度こそ私達はハーレに戻った。

　無事目的地へ着けたことに、両手をぎゅっと握り締めて感動を覚える。今度は普通に使い魔で帰ろうとした私に、諦めないでもう一度やってみなさいな、とゾゾさんに言われて空間転移の魔法陣を出したのが数刻前のこと。

　失敗はせず魔法は見事成功し、安心感と達成感ゆえ彼女に思い切り抱き着いた。

　勢いが凄すぎて一瞬獣かと思ったわ、と言われたけれど、ゾゾさんはやっぱり良い先輩。私より身長は小さくても、大きく見える。

　その流れでまた彼女に謝ろうとしたのだけれど、謝る前に魔法で上唇と下唇を縫い付けられてしまったので未遂に終わった。

　ムグムグと唸りにもならない声しか出なかった。

「で、これが触れていた葉？」

　アルケスさんが茶色い葉を手に取って、目を細める。葉の先を持ち、クルクルと回していた。

「ゾゾさんのプルが、魔物の下から取ってきたやつです」

　彼の後ろからそれを覗いて、私はもう一枚の枯れ葉を差し出す。アルケスさんが持つ葉は茶色。私が差し出した葉は緑色。

　実は念には念をとプルが二枚取ってきてくれていたらしい。なんと優秀な使い魔。さすがゾゾさんの羽獅子、格好良い。でもララだって負けていないぞ……、って、何を競っているんだ私は。

「二枚もあれば、はっきりと姿が出てくるかもな」

　今私達がいるのは、ハーレの裏庭。職員達が休憩しに来たりたむろする場所である。丸太でできた椅子や、人一人が寝られる大きさの布でできた釣つり床どこに水飲み場等、疲れた身体を休ませるには丁度いい場所。

　そして何を隠そう、私が魔法陣で来ようとして失敗したところだ。誰に言われたわけじゃないけど、縮こまりたくなる。私を見ないで、間抜けな私を見ないで。

「お願いします」

「アルケス頼むわ」

「なに、まぁ任せなって」

　私とゾゾさんは、アルケスさんに頼んで葉の記憶探知をしてもらうためにここへ来ていた。彼は丁度お昼休憩に入っていたところだった。

　帰って来た時にはハーレの中にいる破魔士や依頼人の数は少なくなっていて、どうやら忙しさが最高潮である時間は過ぎていたようである。

「どんなものが映るのか楽しみですね〜」

「アルケス副所長お願いします」

「俺は副所長じゃない」

　私達以外にも、ここには他の職員達がいた。白と黒の制服が入り交じり賑やかになっている。

　皆、あの忙しい時休憩に入れなかった人達だ。やっと仕事が落ち着いたので、皆で愚痴を言いながらお昼をしていたらしい。モグモグと軽食を片手にご飯を食べている人もいる。

　良いな、私も早くご飯にありつきたい。

　けれどマライヤさんの為にも早く依頼書を完成させなければ、落ち着いてご飯なんか食べていられないだろう。

　ハーレを出て行く時は子供と一緒だったけれど、その彼女の後ろ姿が、どことなく隣にいた子供より小さく見えてしまって仕方がなかった。

「虫食ってるな」

　皆は葉を持つ彼の周りを囲んで、それに注目する。

　二枚の何の変哲もない枯れ葉。これに重要なものが秘められているなんて、普通の人だけじゃなく、訳を知る人間以外誰が見ても思わないだろう。

「私も早く記憶探知を使えるようになりたいです」

「うんうん、私も一緒に頑張ろう」

　私はまだ記憶探知ができなく、目下修行中の身だ。ゾゾさんも苦手なようなので、これはそれを得意、というか普通にこなせるアルケスさんに任せることにする。

　自分たちが持ち帰った仕事を、他の人に頼むのは些か気が引けたが仕方ない。ただでさえ受付から離れた私達の代わりに、席に座り続けてくれていたというのに。

　しかし戻って早々申し訳なさげに頼み込めば、個人の仕事ではないから、できる人にはどんどん頼めばいいと言われた。確かにハーレの仕事は皆で回しているようなものなので、そう言われると気持ちが幾らか軽くなる。

　けれど私はいつまでも人に頼ってばかりなのは嫌だ。いつか頼られるような、頼りたいと思わせるような魔法使い、人間になりたい。

「じゃあ皆、少し離れてくれ」

　彼は周りの仲間達にそう言うと、地面へ置いた葉に人差し指を向ける。

　術者は対象から目を逸そらしてはいけない。

　そして反時計回りに指をグルグルと回し、アルケスさんはそのまま呪文を唱え始めた。

──────ポゥ。

　暫くすると、その葉の上に小さな光が生まれる。小指の先より小さな光。それから光は段々大きくなり、そしてまた小さくしぼむと、黒い靄もやが葉の上にかかり始めた。霧のようにも思える。

　徐々に大きくなる靄は、やがて何かの形に変形していった。

「ナナリーが見た三つ目ってコレ？」

　職員の一人、眼鏡の女性ハリス姉さんがそう言って私の肩を叩いた。

「はい、これです。横に三つ」

　まだ完全な形にはなっていないが、三つの赤紫色の目がそこに浮かんでいる。

　アルケスさんは反時計回りを止めて、時計回りに戻した。

　すると黒い靄はさっきよりも濃く密集して形を作っていく。

「これが正体か」

　アルケスさんが指を止めた。

　私たちの目に映るのは四足歩行の黒くて大きな物体、生き物。場合によっては二足歩行もできそうな身体つきだった。顔のような部分には三つの光る目がある。舌が異様に長く、胸ぐらいまであった。顔の両側にある耳のようなものは鋭くとがっていて、異形だった。歯は鋭く、二本ずつ口の端からはみ出ている。肌？　皮膚？　には見た感じだと毛等は生えておらず、こう、テカテカとしていた。黒光りというか、粘着質そうな感じ。触ることはできないのでそこまでは分からない。

　とりあえず一言だけ言わせてもらおう。

　気持ち悪い。

「人の死体のような舌だな」

「死体の舌ってあんななの？」

　アルケスさんが口元を押さえながら、うーんと唸る。

　人間の舌？

　いきなり物騒な言葉が飛び出してきた。

　死体って。

「あそこまで長くはないけど……。以前調査に行った時、そこで人間の死体を見つけたことがあるんだ。その死体は縦に宙づりにされていたんだが、その時は舌がダランと出ていて気味が悪かったよ。この魔物のように異様な長さじゃ無かったが、生気を失ったその人間の舌によく似ている」

「他の動物とは？」

「形が違う。よく見てみな。舌の丸さ、厚さ、自分達の舌を見合ってみれば分かるでしょ」

　彼の言葉に、隣にいたゾゾさんが私に舌を見せてきた。

　確かにリュコスのララやフェニクス、羽獅子などの舌より、人間の舌のほうが魔物のそれに似ている。

「皆も分かっているだろうが、魔物に決まった形は無い。人間にも言えることだが、構造は同じでも顔が違うし身長も性格も、使える魔法型も違う。魔物はそれ以上だ。だけどあの独特の魔力はすべての魔物に共通している。活動の源として体内に保持する力、あの禍々しい魔の力だ。その特徴があるおかげで退魔の術が存在できているし、それに形は無いが、色は決まって黒や濁った緑、灰色だ。判別もある程度しやすい」

「では今回のこれは、決まりでしょうか」

「ま、考える間もなくな」

　アルケスさんはそう言うと、仕事仲間の一人が持っていた軽食を片手で奪い、それを食べだす。人の食べかけをムシャムシャ食べるとは……不作法というか勇者というかずぼらというか。取られたほうも、こいつ食べてやがる、と信じられない目で見ている。

　お昼途中でコレを頼んだから、多分お腹が空いていたのかもしれない。現に私も空いている。でも人の物はさすがに食べない。

「でもアルケス。この魔物の形、どこかで見たことない？　魔物に決まった形が無いのは知ってるけど、何か見覚えあるのよね」

「ん？　あぁ……、確かに」

　ハリス姉さんが首を傾げて考え込む。彼女の言葉に口をモグモグさせながらアルケスさんは頷くが、彼も思い出せないのか顔をしかめていた。

　周りの皆も何か覚えがあるようで、考え込んでいる。

　かくいう私もこの魔物を何か……どこかで見た気がしていた。実際に見たとかではなく、絵とかそういうもので。

「そうだ、もしかしてあれじゃない？　アリスト・ピグリ博士の論文」

　ピンと来たのか、ゾゾさんが手を叩く。

　アリスト博士……。

　確か魔物について研究をしていた人だ。その人は去年、それについての研究発表をしている。

【邪悪な気で満ちた生命体。魔法動物とは異なる異形の存在】という表題で。




『魔物というモノに本来括りは無く、人間の予想を遥かに超えた異形の存在、我々の生活を脅かし災いを起こすモノのことを、総じて魔の物。魔物と呼んでいる』

『魔法動物との境界線は曖昧だが、彼らを分類する場合には攻撃性、生体面、魔力、などを調べれば答えは普通に、自ずと見えてきていた』

『しかし魔物に至ってはその分類さえ困難であり、一つ分かっていることは、あのモノ達は魔力ある者や物を喰らって生きているということだ。だから人間を襲い、食べ、魔法動物達もその捕食対象となっている。奴らは草なんか食べない』

『今回の研究では、魔物がいかにして生まれているのかという答えを探るべく、ある一つの魔物の死体を調べ上げた』

『するとその結果は驚くべきもので、なんとその魔物は人間だったのだ』

『突然変異したのかは定かではないが、最初に見たそれは間違いなく人型にあらず、四足歩行の獣だった。牙は鋭く、皮膚は粘着質のある緑色』

『しかし解剖をすれば、内臓や生殖器は人間にしか見られない作りになっている。今回の魔物は、恐らく人間の男が変異したものだと我々は判断した』

『骨も完全に人間の物であり、無理やり骨の配置を変えてあのような四足歩行に変異したモノとみられる』

『この魔物がどのような経緯で異形の存在になったのかはまだ分からないが、魔物というモノは、少なくとも魔力を持つ我々人間がなってしまっても可笑しくはないのかもしれない』




　彼が発表と共に世間へ見せたのは、気持ち悪い姿をした魔物の絵。正しくは博士が念写したもの。

　舌が長いことと、色が黒ではないことを除けば、形はまんまアリスト博士の言う魔物にそっくりだった。

　目については触れられていないが、その絵には三つの目がある。

「これと同じなのかしら」

　ゾゾさんの言葉にドキリとする。

　あれが元人間だと考えたら、なんだか急に怖くなってきた。自分達と同じ存在が、あんな気持ちの悪い生き物に豹ひょう変へんしてしまうのだと、間近で見せられた気がして。嫌に生々しい。

　彼女の言うことに、まさか、と皆は笑うけれど、内心否定はできないのか表情は険しかった。皆もその可能性を捨てる考えは無いのだろう。

　でも、じゃあ……この魔物が人間だったとしたならば、それは誰なのだろう。

　アリスト博士が発見したという元人間の魔物も、結局誰だったのかは突き止められなかった。その時期に行方不明になった人から探そうとしたらしいけど、ハーレに依頼は無くとも行方不明者なんてものは他国を含め、年間にして数百人はいるので判断のしようもない。国を越えての調査も難しいようなので、なかなか見つけられないのである。

「とりあえずこの姿を念写しておく」

　アルケスさんはこの魔物の姿を紙に移すと、私にその紙を渡してくれる。この絵を依頼書に貼れということらしい。特徴については外見以外分からないので、この絵が重要だった。お礼を言って、ゾゾさんにその紙を見せる。彼女は、相変わらずなんでも器用な人だわね、と彼に尊敬の眼まな差ざしを送ると、同じくお礼を言って私の肩に手をかけた。

「私とナナリーは、これから依頼書を作成するわ。一応できたら依頼人に確認した後掲示板に張り出すけど、後で所長にも見てもらわないとね」

「所長にですか？」

　彼女は裏の扉を引きながら、私を建物の中へ招いた。

　不思議そうに、なぜ所長に？　と聞けば、あぁまだ言っていなかったわね、と人差し指を立てる。

「ハーレはね、王国に害がありそうな……魔物とかね、そういう依頼があった時は情報を王様や騎士団に知らせないといけない決まりがあるの。協定みたいなものかしらね」

　平和のために情報は円滑に流しましょう、ということか。

「そうだったんですね」

「もちろん依頼人にはちゃんと許可を貰ってするのよ？　流石に個人の情報も含まれるから無断ではね」

「あらじゃあ所長、たぶん機嫌が悪くなること間違い無しよ」

　ハリス姉さんがゾゾさんの肩に手を置いて、後ろから私の顔を覗いてくる。

　クルリとした薄茶色の髪を揺らして、生き生きとした表情で見てきた。

「？」

「報告する時は、直接城に行かなくてはならないんだけどね。ほら、騎士団の団長と所長って仲が悪いでしょう？」

　所長の機嫌が悪くなるという内容なのに、なんでそんなに楽しそうな顔をしているのだろう。眼鏡の奥の瞳が光っている。

　しかし騎士団長絡みで機嫌の悪い所長は何回も見てきたけれど、団長と直接会っている姿は見たことが無い。会ってしまったらもっと凄いのだろうか。お化け虫、塩を投げるどころの話ではないのかもしれない。







　それからまもなくして、依頼書が完成した。

　その依頼書には追加で、ゴーダ・クラインさんの特徴も書き記した。焦げ茶色の短髪、口ひげが生えていて、大柄。服装はつなぎ服、など事細かく失踪時の情報を伝えていく。

　マライヤさんには日が暮れる前にハーレにもう一度来て内容を確認してもらい、調印をしてもらった。

『人探し！』とデカデカと書かれた文字の下には、赤く『魔物注・緊急』という文字を入れる。こうすると通常よりも早く破魔士が食いつく。

　早ければ今日の内に依頼を受けてくれる人が見つかるかもしれない。

　また来ますと言っていた通り、夕方近くに来てくれたマライヤさんに、東の森に魔物がいたということを伝えると、驚いたと同時にやっぱり……、と納得していた様子だった。

　やっぱり？

　彼女の反応に、何か知っていたんですか？　と私は聞く。マライヤさんは言いにくそうに、ごめんなさいと顔をしかめると理由を話してくれた。

　最初にここへ来た時は言わなかったのだが、実は最近、東の森を避けるようにポッケルが柵の端に寄らなくなっていたのだという。森も以前より湿っている感じで、ご主人とはそのことについて何度か話をしていたらしい。

　けれど何も被害は無いし、影響はそれほど無いからと放っておいたのだという。

　それにご主人づてでポッケルが逃げたと聞いただけで、どうして、どうやってポッケルが逃げたのか分からなかったので、と。

「見つかる、でしょうか……」

　依頼人である彼女は、調印をした後、そんなことを零こぼした。けれどもそのあと直ぐに、私が信じなければ誰が信じるのよって話よね、なんて寂し気に言った。

　不安で仕方がないのだろうと、私の眉も下がる。

　私だってもし自分の家族だったらと考えたら、いてもたってもいられない。一日だって待っていられない。それを思うと、マライヤさんはこの一日半……。小さい子供もいるし、あやす時は笑顔だけれど、相当無理をしているように見えた。

　北の森の行方不明の件もまだ解決、発見には至っておらず、それもあってか余計に不安になる。

「気軽に大丈夫です、とは申し上げられませんが、私達全員ご主人の無事を祈っています。あとは破魔士達に委ゆだねましょう」

　木の椅子に腰を落ち着けている彼女に、ゾゾさんはそう言った。
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「ご主人、見つかりますかね」

　マライヤさんが帰った後、掲示板に張り付けた『人探し！』と書かれた依頼書を見て呟く。呟くというか、隣にはゾゾさんがいるので独り言も独り言にはならない。

「こればっかりは破魔士達に頑張ってもらうしかないわ」

　窓越しに夕日が沈んでいく。赤い光を見つめながら、彼女と共に溜め息を吐いた。

「ナナリーはご飯まだでしょ？　このあとは約束通り食べに行きましょうか」

「はい。……あ」

　お腹が鳴る。

「どうしたの？」

「いえ、その、このあと緊急の用事ができてしまったので、やっぱりすみません」

「あら、私は良いけど……。お腹は大丈夫？」

　私には公爵との密約があった。

「大丈夫です」

　明星の鐘が鳴るまでまだ少しあるけれど、ご飯を食べている時間は無い。いや、あるけれど、どうせ食べるなら用事も何もなくなってからお腹にたらふく入れたいのだ。ゾゾさんのお誘いを断るのは嫌だけど、こればかりはしょうがない。

　そういえば公爵から持たされたあのハンカチーフを、まだちゃんと見ていなかった。ここに来てほしいと言われたが、あの布に場所が書いてあるのかな。

　隣にいる彼女に見えないように、こっそりとハンカチーフを小袋から取り出してみる。音を立てないようにゆっくり布を広げてみれば、そこには「我ガ公爵邸裏」と書いてあった。

『確かめたいことがあってね。丁度誰かに頼もうとしていたところなんだ』

　あんなことを言っていたけど、一体目的はなんなのだろう。急に思いついたみたいな感じだったのも否めない。どちらにせよ面倒なことになってしまったのには違いないのだ。

　けれど頼られるのは嬉しいので、胡散臭さを感じつつも、任されたことは失敗もなく完璧にこなしたい。

　しかしまったく、アイツに関わるとロクなことが起きないな（自分からあちらへ行ったことは、この際見ないふりをする）。

　ご飯を食べる時間も無いし、お腹は依然空いたまま。

「ねぇ、ナナリー」

「はい？」

「今日転移して行った所って、あのロックマン公爵家よね？」

「はい」

「羨ましいわ〜。子息様とは同じ学年だったのでしょ？　友人なのよね」

「いいえ！　断固！　友人ではありません！」

「え？　そ、そう？」

　彼女はあの転移時から詳しいことは何も聞いてこなかった。ただ、こんなこともあるわよ、と慰めてくれて、励ましてくれた。

　けれどやはり、なんであそこに転移したのか不思議に思っていたらしい。頭に浮かぶくらい仲が良かったのかと思ったんだけど、とこぼされた。

「そもそもですね……」

　けれど別に隠すほどのことでもないので詳細を話す。寧ろ事細かく説明して、この募る気持ちを分かってもらいたい。

　二位は自分の中で屈辱的数字であるということや、アイツが宿敵であること等諸々包み隠さずに。

「あら、そんな学生時代だったのね」

　私の話をうんうんと頷いて聞いてくれているゾゾさん。なるほど、そうだったのね、と親身に聞いてくれる。

　過去、ニケにベンジャミン、マリスなど数々の友人にこういう話をしたことはあれど、皆『はいはい』『耳にタコですわ』『それよりもナル君がね』と真剣に聞いてはもらえず枕を涙で濡らしたことが何度もある。ようは相手にしてくれなかった。ベンジャミンなんて私の話はそっちのけでサタナースとのことを報告していた。彼女の可愛い恋愛話ならまだしも、私の話は所詮、サタナースが廊下で転んだ、という話のネタ以下の話題だったということである。

　そんな話を、初めてだからかもしれないけれど、最初から最後まで聞いてくれるゾゾさんが神様に見えた。

　心の支えというモノはやはり必要だ。

　今日からゾゾ教の信者になろう。

「で、結局友人なんでしょう？」

「断固！」

　脱会した。


　ハーレ就業編・三

「じゃあゾゾさん、すみません。よろしくお願いします」

「良いのよ、私は今日も暇だしね。お疲れ様」

　ロクティス所長には自分が報告書を出すからと、ゾゾさんが私を一足早く退勤させてくれる。別にそこまでしなくても大丈夫なのだが、ありがたい申し出なのでお言葉に甘えた。

　ハーレの外に出た私は、ララと共にロックマン公爵邸へと向かう。

「ちょっと暗くなってきたね」

「ナナリー様、背中にお乗りください」

「ありがとう」

　魔法陣は使わない。失敗が怖いからではなく、そこに誰が居るかも分からないのに転移はできなかった。それにこっそり来てもらいたいようだったので、七色外套の魔法をララと自分に掛けて空を飛ぶ。

「じゃあ西に向かって飛んでもらっても良いかな」

　フワリと脳が浮く感覚と共に、空へ舞い上がる。

　公爵邸は、今回の件でだいたいどこにあるのか分かった。

　王の島の下、西側だ。

　マリスには、ああでこうで、と屋敷の場所やどれだけ凄いのかを学生の時に話されていたけれど、彼女には悪いが砂粒程にも興味がないので聞き流していた。

　知りたくもない情報だったが、ハーレへ帰るために公爵邸の外に出た時、島が東側に見えたので嫌でも分かってしまった。

　それに屋敷がデカい。庭には噴水や花園の迷路があり、広く、まるで小さなお城のようだった。初めて目にした屋敷の全貌に、思わず口を一文字に結んでジッとてっぺんを見つめたものだ。

　それに比べて私の家。私の家はその庭の四分の一の広さもない。あれは明らかに他の貴族の屋敷とは違う。貴族の屋敷なんて真正面からまじまじと見たことはなく、空を飛んでいる時に上から眺めるくらいで大きさなど気にしてはいなかったが、あんなに大きくはないだろう。もしあんなのが何軒も建っていたら、この国には国民の住める土地なんて微み塵じんも残ってはいない。

　こんな所まで競うつもりはないので、こんなに家は大きくなくていいや、と思った。

　ハーレから目的地までの距離は、それほど遠くない。歩けばそりゃ時間はだいぶかかるけど、使い魔に乗って行けばそれほど時間はかからなかった。

「ここで良いのかな」

　屋敷周りをグルリと旋回し、ロックマン公爵邸の裏に着く。

　裏とは言っても建物、屋敷のすぐ後ろではなく、囲いの外のまた柵の外だけれど。屋敷が遠く見えるし、言い知れぬ疎外感が半端ない。実家の三軒先にあるおばさん家のほうがまだ近い。何だ此処は。

　裏側は人通りの少ない、寧ろ何もない所だった。少し歩けば民家が見えるけど、辺り一面緑が広がっていて、鈍にび色いろの細い道が横に続いている。

「ナナリー様、本当に頼み事を聞くのですか？　あのロックマン様の御父上ですのに」

「……まぁね。普通あんな所に無断で入ったら大目玉喰らうところを、笑顔で済ませてくれた上に、頼み事一つでチャラにしてくれるって言うんだから」

「ですが王宮の舞踏会ですよ？　こっそりなんて怪しすぎます」

「そうかなぁ」

　ここへ来るように言われただけなので、ララとおしゃべりをしながら待つ。

　来たのは良いけれど、本当に具体的なことは何も言われていないので、どうしたら良いのか分からない。というか裏が広すぎて此処で良いのかも迷う。明星の鐘もあと少しすれば鳴るというのに。

　隣にいるララにもたれかかる。触り心地のよい毛並みに顔を埋めて、う〜ん、と目を瞑った。仕事の後は妙に眠たくなってしょうがない。もう完全に沈もうとしている太陽を瞼まぶたの裏で見守った。

「今日は魔物の件もありましたし、疲れていませんか？」

　そんな私を見て、ララが頬を舐めてくる。

「ううん。私は大丈夫だよ。そんなたいしたことはしてないし。それより心配なのは、依頼人のマライヤさんのほうかな」

「……確かに、そうですね」

「私はこんな風に目を瞑れる余裕があるから良いけど、マライヤさんはきっと眠れてないんだと思う。目の下に隈くまがあったし」

　正直、心身共に疲れているのだと感じた。

「魔物は──」

「やぁ、お待たせして申し訳なかった」

　男性の渋い声が会話をさえぎる。

　七色外套の魔法を解いていた私達の前には、先刻約束を交わした相手、ロックマン公爵が立っていた。

「こっ」

　私は急いでララにもたれていた身体をシャキッと起こして、お辞儀をする。なんとだらけた姿を晒してしまったんだ。口が悪い上にだらしない人間だと認識されてしまう。もうこれ以上人様に残念な印象を持たれるのは嫌だ。

　公爵は燕尾服を着て、藍色の杖を地面に突いている。

　全然待ってないですと首を振る私に彼は、なら良かった、と笑顔を見せると、此方に来なさいと言い屋敷に通じる道を開けてくれた。突然柵が消えて現れたその道にビビりつつ、私は大人しく彼の後について行く。

　道は堂々と屋敷の庭を通っていて、こっそり来たのに意味がないんじゃないかと思った。というか誰にバレたくなくてあんな風に言ったんだろう。

　それとなく大丈夫なんですか、と聞けば、屋敷の者は召使い以外出払っているからと返ってきた。

　召使いには見られても良いのか。

「え、御屋敷の中に入るんですか？」

　連れて来られた先は、屋敷の中へ入れる扉の前。そこを開けて中へどうぞと言われた私は戸惑う。一体私は何を……。

「あのう、すみません。確かめたいこととは、何なのでしょうか？　私は何を？」

　心配になって聞いた。

「そうだね……。ここなら誰もいないから良いだろう」

　私が中へ入ると、そこは赤い絨毯が敷かれた部屋になっていた。けれど寝台や本棚、テーブルなどは置かれていない。大きな衣装箪笥？　みたいなものが部屋の真ん中に一つと、それと同じく大きな鏡が壁に掛けられているだけの、殺風景な部屋だった。それと青色の制服を着た召使いと思わしき三人の女性がいる。誰もいないって言ったのに、さっそく人がいらっしゃいますけど。

　なんだここ。貴族ってこんな部屋で過ごすのかな。貴族の好みは分からない。

「実は息子のアルウェスとシーラ王国第四王女カーロラ様の婚こん姻いんをと、国王からお達しがあってね」

　ポカンとしている私をそのままに、公爵は扉を閉めて話を続ける。

「婚姻ですか？　そうなんですか」

　王女様と婚姻ですか。

　そうですか。王女様と。

「……え？　こ、婚姻ですか!?」

　婚姻？

　誰が？　アイツが？

　アイツが王女様と婚姻!?

「アイツ、あっアルウェス様が、あれ、マリス!!」

　まっまままままマリス！　マリス大変だ！

　マリスの好きな人が婚姻だよ！　ちょ、マリス！

「マリス？　あぁ、あの美しいキャロマインズ侯爵家の令嬢だね。息子を気に入ってくれているようだが……。私達は王族の端はしくれみたいなものだから、しょうがない」

　私の頭にはマリスという言葉がひしめき合って波を打っている。アイツがどうなろうと知ったこっちゃないが、あのマリスが瞳をキラキラさせてお婿さんにしたがっていたのを近くで見てきた私は、彼女のことが心配で仕方がない。

　というか待って。今王族の端くれとか何とか言っていた気がするんだけど、どういうことなの。え、何、何なの。

　目を点にしている私に気づいたのか、あぁ私は現国王の弟なんだ。なんて爆弾を落としてきた。

　王様の、弟？

　弟って、もちろんそういう意味での弟だよね。

　じゃあ王様は、つまりあのロックマンの伯お父じにあたるわけで、王様の甥おいっ子なわけで、その王様の子供であるゼノン王子は奴のいとこにあたるわけで。

　そしてロックマン公爵は、元王子様だということになる。

　もしかしてマリスがあんな風に私に『敬語ですわよ！　け・い・ご！』と口調に気を付けるように言っていたのは、そういうことだったのか。

　ゼノン王子との仲が良いのも、それだと頷ける。

　いやでも、いきなりそんなことを言われても。

　今まで魔法の勉強しかしてこなかった私だが、貴族についての勉強は学校ではやらないし、一般常識では現国王様の名前やその子供の名前しか習ってはいなかった。

　しかし私のような者にこんなことを話しているのだから、マリスあたりなんかはもう知っているのかもしれない。

　貴族の間では認知されていることなんですかと聞いてみる。

　すると、いいや、と首を振られた。

　知っているのはごく一部の人達だけなのだという。もちろんそのごく一部の人間の中には、お嬢さんも含まれているよ、と言われた。

　ちなみにキャロマインズ侯爵家は含まれていないそうだ。

　ちょっと何でマリス！

　なんでそのごく一部にマリスが入っていないというのに自分が含まれているのかが、不思議でならない。

「息子は了承しているし、王女もその気ではいるんだが」

　あんぐりと口を開けている私を無視して、公爵は話を続ける。

「私と妻は恋愛結婚でね。今も幸せな人生を送っている」

　お互いが婚姻を了承しているのか。じゃあロックマンも好意は持っているということなのかな。

　けれどこの話をマリスが知ったらとんでもないことになる。彼女の後ろで炎が燃え盛っている光景しか頭に浮かばない。

　そういえば四年生の時の長期休暇に入る前の噂で、隣の国の王女がアイツに会うためにこのドーランを訪れる、なんていうのを聞いたことがあった。またそんな大げさな噂を、とは思っていたけれど、ドーランと隣接している国は三つ。ナラグル王国、ヴェスタヌ王国、シーラ王国だ。

　あの隣国の王女とは、そのカーロラ様のことだったのかもしれない。

　そんな前から交流があったのなら、密ひそかに愛を育はぐくんでいた可能性も否めないだろう。

「だからか……嫌に直ぐ婚姻に了承した息子の本心が、少しね。王女とは何回か会わせたことがあるが、そこで好きになったのかどうかはあやふやだ」

　けれど心なしか、公爵の顔は浮かない。

　自分の息子の婚姻話なら、もっと楽しそうにしたら良いのにと思う。

「あの子は女性との噂が絶えないが、今回は噂どころでは済まない。結ばれれば、王女はこちらへ降こう嫁かする予定になる」

「それで……あの、私は何を？」

　だから私は何をするんだ。

「今夜の舞踏会は、仮面舞踏会だ。カーロラ王女もみえる。そこで国王と、一つ賭けをしているんだ」

「賭けですか？」

「仮面を着けたお互いを二人が見つけあうことができたら、私も迷いを消して二人を祝おうとね」

　仮面舞踏会。チラッと聞いたことはあるが、実態はよく知らない。仮面というからには、顔は隠すのだろうが、なんで顔を隠してわざわざ舞踏会を催すのだろうか。顔は見えていた方が良いのに。

　もしかしてその為だけに舞踏会を開くんじゃないよね。

　それ完全に王様ちょっと楽しんでるよね。他になんか方法なかったのかい。

「国王様はそれで良いと仰おっしゃっているのですか？」

「元々は国と国との結び付きを考えて言い出したことだ。長男のビルは今やルデルク侯爵として領地を治め、ナラグルの第二王女と夫婦となっている。これも王命だが、好きあっていたので何の問題も無い。それに私が亡くなれば公爵号はビルに譲る予定だ。アルウェスはアルウェスで、別の侯爵号を国王から特別に授かっているから、婚姻した後はそのままその領地で暮らすこととなるだろう。まぁ、国王は断って良いとも言っているんだが」

「……？　王命なのに、ですか？」

「あちらから来た縁談なのでね。好きでこちらから申し出たものでもない。国と国との結び付きは大事だが、国民である私達の身が一番だと仰っている。しかし思いがけずあの子が拒否をしなかったものだから、ちょっとね」

「それで、私は何を？」

　聞くのは三回目になる。

　そろそろ答えが欲しい。

「舞踏会に混ざり、息子の本心を聞き出して欲しい」

「……はい？」

　息子の本心？

　舞踏会に混ざって、アイツが王女のことを好きなのかどうかを探れと？

　公爵には失礼だが、ジト目でその顔を見る。

　凄く真剣な顔で話されているので、こんなことを言いたくはないが……。

「あの、無礼な発言を許していただきたいのですが、本心なんて絶対聞けないと思います」

「そんなことはないよ」

　なんだと。どこからそんな自信が出てくるのだ。

「いえいえ無理ですって何言ってるんですか」

「君が適任だと言っただろう？」

「なんで適任だと思うのか、寧ろ私が公爵様に聞きたいくらいです」

「そうだな。お嬢さんが屋敷に入ったから、だとでも言っておこう」

「？」

　公爵はそう言うと、部屋の隅で並んで立っていた召使いを呼んで、私を彼女達に引き渡した。背中をトンと押されて『頼む』と言われる。頼む？　何を？

　しかしそれは私ではなく召使い達に言ったようで、彼女達はかしこまりましたと彼に言うと、私の肩、腕、腰を掴んで鏡の前に連れて、いや引っ張って行った。

「お嬢様のお肌、お綺麗ですね」

「あらまぁ！　素敵な空色の髪の毛よ」

「可愛らしいお嬢様ですこと！」

「わっ」

　そう口々に言われながら、私は身み包ぐるみを剥がされそうになる。

　いきなりのことに驚きつつ、脱がされないように制服の袖や裾を押さえた。

「私はお嬢様じゃありません！　というか何するんですか！」

　押さえても服は順調に脱がされていき、いつの間にか靴も脱がされていた。

　どういうことだと公爵に抗議をしようとしたが、部屋の中に公爵の姿は無い。

　どこへ行った、あの似え非せ紳士は。

「旦那様から、お嬢様をどこの誰にも負けぬほど美しく可か憐れんな姿へ変身させてくれとお任せいただいたのです」

「はい？」

「あらだって、王宮の舞踏会へ行かれるのでしょう？」

　いや行かれるのでしょうって。

　そんな当たり前のように言われても。

「でもあの、私はただの庶民ですよ？　そんな簡単に舞踏会へなんて行けるのでしょうか。いくら国王様の兄弟の方の指示だとは言え」

「いいえ？　国王様もご承知のはずですよ」

「え？」

　召使いの人が、私の下着を剥ぎながらサラっと言う。

　もう脱がされていることに関しては変に抵抗はしない。どっちみちどうにもできないのだと薄々感じている。

　けれど王様も承知とは、私はなんて計画に加担しているのだと改めて身がすくんだ。だって王族の事情に関わるなんて、そんな恐れ多いことはしたくない。

　なんで、なんでなの。

　私はハーレの受付嬢になりたくて頑張ってきたのに、こんなことをしている暇があるなら一刻も早くマライヤさんの為にも情報を集めてあげたいのに。

「だからお嬢様、大丈夫ですよ」

　だから私はお嬢様じゃない。

　思いとは裏腹に、私の姿は彼女達の手によって変えられていった。







　彼、公爵の手下（召使い三人）にあれよあれよと真っ白なドレスに着替えさせられた後、私は銀色の馬車に乗せられて王の島まで来ていた。卒業以来訪れたことはなく、半年ぶりの王の島でそんなに滅多に来ることもないし、状況はアレだし白いドレスが鉛のように重いのだが、久方ぶりの島に内心ワクワクしている。空から見る島の景色は変わらず綺麗で、ララに乗って見る景色も良いけれど、こんな感じで馬車から眺めるのも悪くはない。

　でも視界に城が入ってくると、一気にワクワクが減り重い気分になる。憂ゆう鬱うつだ。罰ゲームだ。回れ右をしてここから飛び降りるか何かでもして今すぐズラかりたい。出荷されに荷馬車に乗せられる家畜もこんな気持ちなんだろうか。

　頬杖をついて息を吐いた。

「私と共に城へ入れば問題は無い。多少身体や魔法型を調べられるだろうが、直ぐに済ませられるだろう」

　馬車の中で不安な顔をする私にそう声を掛けると、公爵は馬に向かって止まれと命令する。すると馬車は巨大な城門を前に、ピタリと止まった。

　おお、やっぱりドでかい。馬車の窓に顔を張り付けて外を見たけれど、ゼノン王子の住む真っ白なお城の頂上は、雲に隠れて見えなかった。こんなに近くでこのお城を見たのは初めてなので感動する。重い気分もドレスも幾らか軽くなったし、ありがとうお城。その純で白な見かけは伊だ達てじゃなかった。

　そういえばゼノン王子もこの舞踏会に出席するのかな。けれど第三王子なので、いたとしても声なんて掛けられないのだけれど。

「あらアナタも？」

「今夜は楽しい夜になりそうね。この日の為に特注で作らせたのよ」

「我わが輩はいの仮面はどうじゃ、似合っとろう」

　お城の前に到着すると、そこは既に仮面をつけた人達で溢れかえっていた。城の階段を登っていく人達の中には、今日の仮面舞踏会のためか、髪の色が緑の人や紫色の人がいる。仮面の形は皆様々で、目が透け透けに見えていて仮面の役割を果たしていない仮面や、猫耳の生えた仮面、鳥の羽をふんだんに使っているであろうモッフリとした仮面に、花の刺繍をあしらった仮面、片目しか隠れていない仮面など他色々で個性豊かだった。

　しかも本気で仮面、いやあれはもう仮装かもしれない。

　魔法で頭を鳥にしていたり、豚にしている人など様々で、仮面というより仮装をしている人達がちらほらいた。

　そんな人達の周りには、当然誰も近寄っていない。仮面が本気過ぎて。

　皆怪しすぎるよ。これが皆貴族なのだと思うと、自分達の国の未来は大丈夫なのだろうかと変な不安が……。

　私は馬車の中にある鏡を使い、自分の格好を改めてよく見てみた。変じゃないかな。

　後ろへ流した焦げ茶色の長い髪、顔の全体を覆うほどの金色蝶々の仮面、控えめなレースで飾られた白のドレスに、踵が高い硝子の靴。

　髪は久しぶりにこの色になった。魔法型が分かってからというもの、水色の髪になってしまっていたので懐かしい気分にもなるし、やっぱりこの落ち着いた色が良い。

　けれど私は公爵に聞きたいことがある。

　これじゃあ私だと分からない上に、こんな見ず知らずの女に本心を話してくれるかも怪しいのではないのか、と。公爵には仮面舞踏会というものは素性を隠して行うものだと聞いていた。仮面を付けている間は違う自分になりきり、正体を隠して見知らぬ相手と踊り明かすのだと。

　公爵はその仮面舞踏会の仕組みを利用し『息子を見つけ、意中の女性がいるのか等聞いてほしい』と言ってきた。見ようによれば親バカに見える。ううん、親バカだ。息子の恋愛事情が心配で仕方ないんだ。

　私としては別にそれだけなら構わないのだけれど、まずそのロックマンを見つけ出さないことには話が始まらない。だいたい、見ず知らずの女に、好きな方はいらっしゃるの？　と聞かれても適当に答えるに決まっているのに。

　まぁもっとも、私だと分かったところでロックマンが本心を話してくれるということでもないのだけれど。

　私の顔全体は仮面で覆われているし、髪も焦げ茶色。私が誰であるかは仮面を取らない限り誰にも分からない。何度も思うけど、私じゃなくてもよくないか。誰がやっても同じだよこれ。

　一方で、隣にいる公爵の仮面姿を見る。

　言っちゃ悪いんですけど、正直、ただ仮面をしただけですよね。だって顔の上半分が銀の面に隠れているだけだもの。元の姿を服装も含め知っている私からしたら、何も隠していないのと同じである。顎髭見えてるし。

　仮面て何よ。どこを隠してるの。何を隠してるの。あの本気で仮装をしている人達を見習ってください公爵様。あの人達の仲間になりましょう。

　そうこう考えているうちに公爵に手を引かれて、私は馬車から降りる。

「お待ちしておりましたよ、ロックマン公爵」

　するとその場に居た貴族達が、馬車から降りた公爵に気づいて近寄ってきた。仮面をつけているのに数秒でバレるとは、やっぱりあの仮面は仮面の役割を果たしていないのだと思う。

「ミハエル様のところのご夫人はもう城へ？」

「仲が良いのでね。今日も楽しそうに一人で飛んで行きましたよ」

「ロックマン公、我輩の仮面はどうじゃ。似合うか？　似合うか？」

「似合ってますよマタルダ侯」

　しかし。

　慕われているのか、けっこうな人数が公爵へ話しかけてくる。皆仮面をつけたままで。あの本気で仮装をしている人も声をかけてくる。こんなので判別できるのだろうかと思ったが、本人は分かるようで適当に相槌を打っていた。凄いな公爵。私はもはやすべての人間が魔物にしか見えないよ。

　すると隣にいる私が気になったのか一人の男性が、こちらの女性は？　と公爵に問いかけてきた。私は何と言ったらいいか分からずだんまりになってしまったが、公爵が『妻の遠い親戚の伯爵の娘』なのだと言ったので、それに私もうんうんと頷く。彼等もそれに納得したのか、そのまま公爵と私を囲んだまま城の中へと足を進めて行った。実際のところその親戚という人には私くらいの娘がいるのだそうで、前を歩いている紳士やご婦人には、今日は一人で来たのか、ご両親は元気なのか等色々聞かれる。それこそ私は分からず曖昧な返事しかできなかったけれど、私へ来るほとんどの質問を公爵が受けてくれていたのでなんとか誤魔化せた。

　というかこう言っては何だけど、ちょいと緩すぎやしませんか。もうちょっと疑っても良いんじゃないのかな。なんで公爵の言うことをすんなりと聞いてしまうんだ。

　騙せているのは良かったが、ロックマン公爵が何故か恐ろしく見える。周りの人を簡単にひれ伏させてしまうような、例えがあまり見つからないのだけど、そんな感じで。催眠術とかかけて無いよね。私ももしかして知らないうちに催眠術にかかっていたりしないよね。

　試しに術解除の魔法を唱えてみるけど、何も変化はなかった。良かったのか悪かったんだか。

　城の中に入ると、楽器隊が演奏しているのか、音楽が何処からか聞こえてくる。

　卒業パーティーの時とは全然違う雰囲気。本当の舞踏会へ私は足を踏み入れているのだと実感する。卒業パーティーが劣っているとかそんなのでは無く、なんか本当、やばい所に来てしまったんだ、と感じるくらい高級感に溢れていた。来城している人達も含めて、私の横にいる人も含めて。

「招待状をお渡しください。爵位証明書もお願いいたします」

　城の大広間らしき所へ入る前に、軽く身体検査をされた。身体検査とは言っても一度魔法を解かれて素顔を晒され、警備にあたる騎士に顔を見られるだけ。でもそんなことをされたら私がその親戚の娘ではないということがバレてしまう。

　けれど私の素顔を見た騎士は、お、と声を出すとお辞儀を私にしてそこをすんなり通してくれた。

　……そんな馬鹿な。

　そして爵位を証明するものだけれど、いつの間に私専用の証明書を作っていたのか、公爵が自然な振る舞いで『この娘の証明書だ』と言って騎士に手渡した。どこからそんなものを！　と思いながら黙って公爵を見るが、片目を瞑って笑われる。

　これ親子だよ。蛙かえるの親は蛙だった。蛙の子も蛙だった。

　そして舞踏会の会場、城の大広間へ無事に着いた。

　仮面渦巻くシャンデリアが輝くホール。女神や天使の彫刻が施された壁に、天井のほうは鏡張りになっていて、下にいる自分達の姿がそこに映っている。だからか天井を見上げると隣にいる公爵の脳天がよく見えた。

　どれどれ、薄毛の心配は……なんだ、見る限りまだまだあれはハゲそうにない。私のお父さんより随分と毛根がぎっしりつまっていて、つむじが埋もれるくらいの量である。

　羨ましい。あの髪の毛をお父さんに分けてあげたい。

　ふと天井を見上げている私と、公爵の目が鏡越しに合った。

　しまった、見ていたのがバレた。

「そ、そういえば、公爵夫人はいらっしゃらないのですか？」

「リーナのことかい？　彼女ならとっくにここへ来て、妃ひ殿下とお茶でもしてるよ」

「妃殿下と……」

　もう何もツッコまない。

「そうだ、今更なんだがお嬢さん。ダンスは踊れるかい？」

「円舞曲なら、多少は」

　マリスから強制的に覚えさせられた記憶がある。

『背筋を伸ばすのです！　あ、今溜め息つきましたでしょう!?』

『疲れたんだもん！』

『学ぶことへの執念に関しては凄まじい貴女のことなんですから、これくらいのことで音ねを上げるなんて許しませんわ』

　腰と背中をバシバシ叩かれながらダンスに涙した学生時代を思い出し、苦笑いをした。寮の部屋でのことだったので、あんな情けない姿をロックマンに見られなかったことだけが、せめてもの救いである。

「そうしたら最初は踊らないほうがいい。ステップが激しいものもあるから控えておくといいよ」

　舞踏会なんだから踊るなんてことは当たり前なのに、舞踏会にはダンスが付き物だということをすっかり忘れていた私にはありがたい言葉だった。

　というか受付のお姉さんを目指す私にはダンスという技は無用な上、そこら辺の一般人が覚えるものじゃないし。

「アルウェスがどんな仮面をつけているのか私は知らないのだが、よく見て探してくれ」

　この見つけ合いは二人とも話は聞いているようで、お互いなるべく見つけにくい仮面を付けるようにと言われているらしい。

　そんな見つけにくい仮面を付けたロックマンを探すなんて芸当を、私がこなせるとでも思っているのだろうか。

　本来舞踏会というものは、男女がダンスをする場。しかもただ踊るだけでなく、若い娘と貴族の息子達のお見合いを兼ねている。

　社交界初舞台の令嬢達が、将来の夫を見つけるためにドレスを着て、めいいっぱいのおめかしをする場でもあるのだとマリスなんかからは聞いていた。

　ならば今日の舞踏会は、あの二人にしてみればお見合いの最終局面にきているという感じなのかもしれない。

「立食式になっているから、お腹に何か入れていてもいいよ」

　立食式！

　公爵が指をさす方向には、確かに立食式の食べ物が置いてあった。芳しい香りが途と端たん臭覚を刺激する。よもやここで夕飯にありつけるとは思っていなかったので、静まっていたお腹の虫がふたたび鳴ろうとしていた。なんて美味しそうなの、あの色とりどりのデザートにお料理。きっと国一、最高に美味しい料理に違いない。だってここは王様のお城なんだもの。

　公爵は『じゃあ楽しんで』と言うと、料理のほうへ向かう私を送り出して、違う貴族の輪の中へ入って行った。

　いや、あの、楽しんでと言われても。

　急に一人にされてどうしようかと一瞬怖おじ気けづくけれど、それより何より空腹を満たすことが先決だと身体は判断したようで、そのまま会場の端にある料理へ一直線に進んだ。

　料理の回りにはシェフらしき人が二名程いるだけで、仮面を付けた人、つまり貴族の誰もそこに近づいてはいない。何でだろう。美味しそうなのに。

　私はお皿を貰って一人パクパクと口にお肉や野菜を詰めていく。

「わ、これ美味しい」

　顔を覆う仮面が邪魔だけど、上手く口へ運んで味わった。

　さて、これからはこの場所からロックマンを探すことにしようかな。

　フォークを片手に視線を巡らせる。

　会場では下手に魔法は使えず、使ったら警備の騎士に強制退場させられてしまうらしい。あの仮装している人達や私みたいにただ変身しているだけなら構わないらしいのだが、飛んだり何かを引き寄せたり暴あばきの呪文などを使って人を探したりなんかするのはご法はっ度となのだという。

　背の高さで判断するしかないのかな。とはいえロックマンのように背の高い男性は多いし、あっ、と思ってもあの動物の頭をした鳥や豚の紳士だったりと全く違う人ばかり。

　それにやはり普通に仮面をしている男性のほうに、女性も心置きなく近づいている。そりゃそうだろう。怖くて近づけないよあんなの。

　しかしロックマンを探すなんて言ったってどう……。

「アル様、素敵な仮面ですわ」

「君こそ似合っているよ」

「今日は楽しみましょうね」

「私仮面舞踏会なんて初めてですから、お手柔らかにお願いします」

　どこかで聞いたことのある、私が苦手な声。

　アル様て。

「仮面をしていても君達は美しいね」

　なんと簡単に見つかった。

　というか真後ろにいた。

　バッと振り向いて見ると、そこには数人の女性に囲まれたロックマンの姿がある。仮面は公爵と色違いなだけの顔の上半分しか隠していない物を付けていた。公爵は銀でアイツは黒。

　髪は昼に会った時のように一つに結っていて、いつものロックマンがいつもの姿でいつもの口説き文句をいつものように吐き、仮面の意味を成さない仮面を付けているだけ。

　あれはどう見ても誰が見ても奴だと分かる。

　もしもし！　公爵様！

　おたくの息子さん、言いつけ守ってませんよ！

　ロックマンだとバレバレなアイツの周りには淑女の皆様が集まっている。もちろんカーロラ王女もだ。さっき公爵が王女の絵姿を見せてくれたので、直ぐに分かった。ロックマンと同じ金髪で、巻き髪。太陽を知らないような白い肌。華きゃ奢しゃな肩。そして大きな、胸。私には無い豊満な胸。

　彼女を見た途端、私の姿勢がいつもより良くなったのは気のせいだと思いたい。絶対違う。無理なんかしてないから私。

　でも待って。公爵は確か、

『お互いを見つけ合えたら』

　と言っていた。

　覚え間違いでなければ、これはもう婚姻確定ではなかろうかと思う。簡単過ぎるかくれんぼとはいえ。お互い見つけにくい仮面を付けるようにと言われていたらしいのに、蓋ふたを開けてみれば、その二人ともがお互いバレバレの仮面を付けている。意味がないじゃないか。

　逆に考えれば、二人は好き合っているとも考えられる。

「アルウェス様、お久しぶりですわ」

「マリスも来てたんだね。元気？」

「あら当然でしてよ」

　あれ、見覚えのあるキャラメル色の髪の毛。しかも真っ赤なドレス。

　マリス嬢がいる。

　相変わらずロックマンを囲む輪の中に入っていた。声をかけたいが、かけられないこのもどかしさ。ちくしょう。今すぐにこの状況を知らせたい人第一位に君臨する人物なのに。そしてアイツに一番近い。

　マリスの横にいる人、アナタの恋こい敵がたきでいらっしゃいますわよ！

「アリスト様、お久しぶりです」

「君は確かルーデルの」

「はい、テディです」

　マリスに念を送っていた私の耳がピンと立つ。

　ん？　今アリストと聞こえた気がする。アリストって、アリスト博士？

「研究は──」

「いや、それについては──」

　どこからだろうと、耳を澄ませて言葉を拾ってみると、右側のほうから聞こえてきた。

　横目でそっと見てみれば、左目の周りだけを緑の仮面で覆った白髪混じりの小太りの男性と、すらっと背の高い灰色のドレスを着た茶髪の女性が、グラスを片手に二人で話し込んでいる姿がある。女の人の声でアリストと言っていたので、彼処あそこの人に違いない。

　アリスト博士の姿は、以前一度だけ見たことがある。学校に講師として来てもらった時だ。あの論文（元人間の魔物についての）を出したあとのことなので、六年生の時。その時もお腹がぷっくりと出ていたので、あの頃から減量に成功していなければ、私の視線の先にあるあの空気を入れて膨らませたような腹はアリスト博士のものである。

　けれどなんでこんなところに博士が。でも確か博士は貴族の出で、なんとかっていう伯爵だったような気がする。はて。どうだったかな。でもそれならここにいるのも頷けるし、というか私よりここにふさわしい人間だ。

　その二人を熱心に見ていると、誰かに肩をトントンと叩かれた。

　なんだ、今私は忙しいんだ、邪魔しないでくれ、と思いながら振り向くと、私の横にはあの豚の仮装をした紳士（とりあえず紳士）が立っていた。瞬きを数回した後、ヒッと肩が上がる。豚の頭をした人間に肩を叩かれるなんてことは人生でそうそう無い。

　けれど私と同じく皿を持つ姿に、あ、仲間だ、と妙な親近感を覚えた。飯食い仲間だ。

「はい？」

　しかし叩かれたものの、相手が何の言葉も発さないので自分から声を掛けてみる。豚のつぶらな瞳が私を見ていた。本物そっくりで質感も似ている。白い産うぶ毛げが桃色の肌から生えていた。

　目と目を合わせる私達はそのままお互いピクリとも動かない。その間にも雅みやびな音色を背景に周りの貴族達やロックマン達は会話を弾ませていた。

　どうしたんだろう。いくら豚の仮装（仮面？）をしているとはいえ、人間の言葉を話せないわけではないだろうに。

　はっ！　まさかそこにあった最後の一つの兎鳥の肉を取った私の皿を狙って……!?

「金こん色じきの蝶の君。そちらの兎鳥、お好きなんですか？」

　なんて失礼なことを考えていたら返事があった。柔らかい男の声。

　豚の紳士は私の持つお皿へ向けて指を差す。

　その金色の蝶の君とは、もしかして私のことを言っているのだろうか。

　いいえ豚の紳士様。私はハーレの受付嬢……見習いのナナリー・ヘルと申します。金色でも蝶でも貴族でもありませんのよ。

　なんて言えるわけもなく、肩はムズムズするし、蝶の君ってなんか小っ恥ぱずかしい。

「え？」

「先ほどからそればかりを食べていらしたので、好物なのかな、と」

「あ、ええ、はい。好きです。とても」

「やっぱりそうですか。私も好きなんです、美味しいですよね」

　何かと思ったが、さっきからこのお肉ばかりをバクバク食べていた私が気になっていたようで、つい声を掛けてしまったのだという。

　舞踏会であんなにお肉を食べる方は初めて見ました、と驚かれてしまった。

　え、そうなの？　普通食べないの？　だってこんなに美味しそうな、いや美味しい料理がたくさんあるのに。テーブルの横にいるシェフらしき人だって、ニコニコして私に、こちらはいかがですか？　って勧めてきてくれたりしているのに。私ってそんなに食べていたのかな。

　ふとお皿を見ると、さっきまであったお肉がもうなくなっていた。と同時にお肉の塊が喉をゴクリと通っていく。あら、いつの間に。

　確かに食べ過ぎかもしれない。

　そうしていると、会場が一ひと際きわざわつく。

　どうしたのかなと首をキョロキョロさせる私に、豚の紳士が国王様の挨拶だそうですよ、と教えてくれた。

「静粛に」

　広間から上の階へと続く、白い階段の先にある黄金の王座。

　そこから立ち上がり、私達を見下ろしているドーラン国王陛下。ゼノン王子の父親だ。

　ゼノン王子へ遺伝した黒い艶のある髪に、口ひげの似合う体格の良い王様。黒い軍服に赤いマントを羽織る姿は、どこの国王様より頼もしく見えた。仮面をつけた貴族達に将来の不安を煽あおられていた私だが、この国王様とゼノン王子達がいるような国なら安心かもしれない。

「みな今こ宵よいは姿を隠し、しがらみのない刻ときを過ごしてくれ」

　国王様が声を響かせると、背景で流れていた音楽が大きくなる。

　大広間の中心が空くと、そこで一組二組と次々と仮面をつけた男女が踊りだした。

　公爵の言っていた通り、けっこう激しい動きをしていて、お互い手を組んで見つめ合いながら───早足で右へ行ったり左へ行ったり後ろへ行ったり、その場で飛び跳ねたりと暴れ……踊っている。

　あんなダンス、あったんだ。

　と今度は違うお皿にデザートを載せて、その光景を眺めた。テーブルの横にいたシェフが、此方はどうですかと新しいものを勧めてくれる。いやはやありがたい。美味しいよシェフ。これお持ち帰りできませんか。

　豚の紳士はまだ横にいた。お皿には料理が載っている。食べないのかな。

　とりあえずまぁいいかと、本来の目的である奴と王女の動きへ目を向けた。

　相変わらず仮面をつけた淑女達に囲まれているアルウェス・ロックマン。一人が踊りましょうと声を掛ければ、また一人が私と踊りましょうと腕を引っ張っている。マリスも負けじと声を上げていた。今日は仮面をしているから無礼講なのだろうか。あんなに積極的だとはしたないだとか何とかマリスは言っていた気がするんだけど。

　王女も傍にいる。というか他の人達、あれが王女だって分かっていないのかな。

　さぁどうやって奴に近づこうか。

　公爵が言うには、最後の曲、つまりラストダンスを二人が踊り終えたら婚約を成立させるらしい。なんでも、ラストダンスというものは特別なものらしく、意中の人や恋人、夫婦同士、両想いの相手と踊るというのが鉄板なのだという。

　踊るというか、探るとしたら早めに行ったほうが良いのかもしれない。

「アリスト博士、いえヒューイ伯爵。お久しぶりです。フォデューリです」

「おお、フォデューリ侯爵ですか。いやその仮面ですと、誰が誰だか分かりませんな」

　するとデザートの最後の一口を頬張る私の隣で、なんと豚の紳士とあのアリスト博士が会話をし始めた。

「ブッ……げほ」

　思わずデザートを吹きそうになり、堪える。

　ちょっと待ってよ、どういうことよ一気に来すぎだって。あっちもこっちも気になってしょうがないじゃないか。

　うああぁ、もう！　私が二人いれば効率良く情報を集められるうえに、目的も容易く遂行できるというのに……今度は双子の魔法でも覚えようかな。絶対役に立つ。

「このような所に一人でおられるとは珍しい」

「この仮面ですから無理もないですよ。それにこちらの女性と話していましたので一人ではありません」

　さらっと皿を戻そうと（ダジャレではない）した私の手をとって、豚の紳士が博士にそう言う。ぼっちじゃないのを隠したいがために私を使うのはやめてくれ。良いじゃないかぼっちだと堂々と言っても。私もぼっちなんだから気にするな。

「そちらの女性かい？」

　アリスト博士が私を見ている。

「え、と……」

　この機会を生かすも殺すも自分次第。

　掴まれた手をさりげなく豚の紳士から放してもらい、私はアリスト博士に向き直って軽く会釈した。

「失礼ですが、あの魔物研究をされているアリスト博士ですか？」

「ええ。今夜はこんな格好をしていますがね」

　恰かっ幅ぷくの良さに似合う笑い方をする。

　博士のことが気になって仕方がない私は、話ができるという誘惑に負けた。

「お名前は隠さないので？」

「元々隠すつもりはなかったのでね。仮面も片目だけですから、誰が見ても私だと分かるでしょう？　なのに名を隠すのも変だと思ってね。貴女のほうは、今夜は違う誰かになられているのかな？」

「え、ええ。恥ずかしながら」

「では何とお呼びしましょうか。フォデューリ侯爵は彼女を何と？」

「金色の蝶の君、と、私は呼ばせていただいていますよ」

「なら私もそう呼ばせて頂こう」

　私のあだ名が決まった。

　というか何この貴族の高貴な遊び感。滅茶苦茶恥ずかしいし、仮面してて良かった。たぶん私の顔は今凄い真っ赤だと思う。

　ならば、私はこの豚の紳士のことを豚の紳士様と呼んだほうが良いのだろうか。あだ名だもんね。

　それとも先程彼が自分で言っていたフォデューリと呼んだほうが良いのか……。

　って待て待て。何でこの二人とずっと絡む気満々なの私。

　けれど私へ声を掛けてくれて内心よっしゃ！　と両手をあげている。今ならあの激しいダンスが踊れるかもしれない。

「私のことは、ヒューイ伯爵と呼んでくれたまえ」

　一人悶もん々もんとしている私にアリスト博士、もといヒューイ伯爵は自分の仮面を付け直すと、手を差し出してくる。

　貴族は名前が沢山あるから覚えるのも大変だ。記憶力は良いほうだから苦ではないけれども。

　私も握手をしようと手を出した。しかし手は握られることなく、下からすくい取られて手の甲に口づけをされた。

　貴族！

「今はフォデューリ侯爵と新しい研究について話していてね。彼にはたまに意見を貰ったりしているんだ。仕事終わりに来てくれたりと世話になってる」

　じゃあこの豚の紳士も研究をしているのかな。

　私は博士から手を放されたあと、隣のその人をじっと見つめた。

「あの、一つお伺いしても？」

「なんだい？」

「ヒューイ伯爵が去年出された論文なんですけど、あの元人間の魔物は他にもいる可能性はあるのでしょうか」

　ハーレに来た依頼のことや自分のことは話せないので、遠回しに聞いてみる。この人なら研究をしている張本人だし、何より魔物関係のことなら下手にうんちくを傾ける人達よりも相当詳しいはずだ。ここで会えたのも何かの縁だと思うので、聞きたいことを色々聞いてみようじゃないの。

「どうだろうね。むやみやたらに魔物を捕獲して一体一体調べるのも骨が折れるんだ。今のところあの論文に載せた魔物以外見つかってはいないよ」

「そうですか……」

「金色の蝶の君は、そういうのに興味がおありなのかな？」

「え、ええ。魔物がどう生まれてきているのかも気になりますし、それに正体を暴かなければ抵抗する術も見つかりませんもの」

　口元に手をあててオホホと苦笑いをする。

　貴族の女性がそういうものを興味深そうに聞くのは、あまりよいことではないのかな。貴族と言っても今は庶民が貴族に成り済ました張りぼてペラペラ貴族なのだけれども。

　この姿で聞き込むのは得策ではなかったのかもしれない。こいつは本当に貴族の女なのかと疑われてしまう。

「そうだ。もしよろしければ今度、屋敷に来てみますかな？」

　しかしそんな心配を余よ所そに、私の成り済まし貴族作戦は見事成功を収めていた。

　私ってば結構演技派なのかもしれない。

「私の研究はあまり人様から好かれるものではなくてね。どちらかといえば非難もされる」

「何故です？　魔物について貴方が研究してくれているおかげで、助かっていることもありますのに」

「ヒューイ伯爵のことをそう思ってくれる人もいるが、そうでない人も同じくらい世間にはいるんだよ」

　豚の紳士がお皿をテーブルに置いて、グラスを片手に持つ。

「それを承知でやっているから、私はとやかく言わないよ。蝶の君のような方が一人でもいると分かれば良いことだ。いつも屋敷の研究室にいるから、時間があったら訪ねておいで。『金色の蝶の君』と言ってくれれば喜んで門を開けよう」

　博士はでっぷりした腹をぽてぽてと撫でながらそう笑った。屋敷の場所や、庭師の名前までこと細かく教えてくれる。

　いやいや笑ってる場合じゃないってば。なんで仮面をつけて正体も分からない小娘にそんなことを言い出すのだろうか。そこまで言ってもらえるのは嬉しいし、ただの社交辞令だとは思うけれど警戒心というものが皆無な気が……。ロックマン公爵もそうだし、いつか誰かに騙されそうで心配になった。







　そうこうして話し込んでいるうちに、時間がだいぶ過ぎてしまったのか、私は目的をすっかり忘れていた。

　魔物についての議論を交わしていると、いつの間にか音楽が激しく明るいものから、ゆったりとした曲調に変わっていく。

「……は！」

　ふと自分が目的を見失っていたことに気がついた。

「蝶の君、どうしました？」

　どうかしてました。ロックマンが言っていた通り私ってやっぱり馬鹿なのかもしれない。

「あとどれくらいでこの舞踏会は終わるんですか？」

「予定では……」

「では皆様、これが最後の円舞曲となります。それぞれ今宵の思い出を飾るお相手を見つけてください」

　ラストダンス！

　もうロックマンと踊る機会を窺っている場合ではない。

　仮面を付けた貴族達はそれぞれ自分の相手を見つけ出す。

　ヒューイ伯爵は私はもう歳だからと周りを微笑ましく見守っていた。少し離れたところでは夫婦で来ていた人が貴方……と旦那さんを見つけて腕を組んでいる。

　ならあの二人は……。

「蝶の君、よろしければ私と踊っていただけませんか？」

　仮面を押さえてキョロキョロしている私に、豚の紳士が腰を折って手を伸ばしてくる。

「え、あ……貴方とですか？」

　隣にいるヒューイ伯爵と豚の紳士を交互に見た。

「嫌でしたら遠慮なく仰ってください。潔く身を引きますので」

「いえそんな、嫌なんてことは」

　顔が豚なのに振る舞いが王子様のようだ（失礼）。

　それを抜きにしてもダンスの誘いには戸惑うが、円舞曲なら私だってそこそこ踊れる自信がある。

　けれど、自信あります！　と胸を張って言えるほどでもない。

　まず私が踊ると覚悟していたのはロックマンに対してだったので、未だ目的が達成できていないことに焦りを覚えていた。未だもなにも、目的を前に博士との談笑を取った私が言えたことじゃない。

「では行きましょうか」

　中途半端な返しをどう取ったのか、豚の紳士に手を引かれて広間の中心に入っていく私は、首を動かして二人を探す。博士には若いってのは良いねぇと手を振られたので苦笑いをしながら視線を外せば、ちょうど近くにその二人が来たのが目に入った。

　最後のダンスにと二人が選んだのは、やはりお互いだった。カーロラ王女はロックマンで、ロックマンはカーロラ王女を選び手を取り合っている。幸せそうで楽しそうで何より。

　二人を見ていると、音楽が静かに流れ出した。豚の紳士と組んでいる私も流れによってダンスのステップを踏み出す。

「……」

　婚姻ほぼ確定の二人を仮面の下から見守る。

　ううん、ほぼじゃない。確定だあれは。

　公爵には悪いことをしてしまったけれど、彼もこれで安心できれば良いなと思う。結局ロックマンの本心は聞けずに終わったけれど、アイツがアイツ自身で選んだ道ならば、それからどうするのかも本人が決めることだ。

　あ、今二人が笑い合ったのが見えた。

「なんだ、大丈夫そうじゃない」

「何がです？」

　微笑ましい姿を見て、つい心の声が口に出てしまった。ダンスの相手である豚の紳士に首を傾げられる。

「ある人が近々婚姻を決めるそうなんですけど、ご両親がそれを心配されていたようで」

「そうなんですか？」

「でも杞き憂ゆうだったみたいです」

　この舞踏会に来る意味は最初から無かった。

　収穫ならアリスト博士絡みであったけれど。

───────ギュム、

「ん？」

「ごっごめんなさい、ダンスは得意でないもので、……足大丈夫ですか!?」

「痛くも痒かゆくもないから気にしないで。踊りは正確に踊るより、楽しむことが大事なんだ。何事もね」

　思いっきり彼の足を踏んでしまった。

　何が円舞曲なら少しは、だ。できもしないのに簡単に頼み事や誘いに乗るものではないと、今日一日で私は学んだ気がする。

　しかし豚の顔だからかずっと無表情で分からないけれど、私の失敗に優しく笑ってくれた気がして恥ずかしくなった。笑ったなんて、笑ってないかもしれないけれど、今からは笑われないようにしっかりダンスをしなければ。

　転んだらただ立ち上がるだけではない、飛び上がって宙返り三回転見事着地を決めるような立ち上がりを見せてみせる。

「さて我が同胞達よ。今よりその仮面の下を晒し、真の姿で舞踏会の夜を彩いろどろうではないか」

　豚の紳士の腕の中でクルッと回された瞬間、王様の声がホールにこだました。

　会場の至る所から戸惑いやどよめきの声があがる。

　私は意味がよく分からず高い場所から私達を眺めている王様を見た。

　すると天井から粉？　光の粒のようなものが会場にいる人達に降りそそいでくる。私の腕や髪の毛にも落ちてきた。

　なんだなんだと周りを見てみれば、先ほどまで見ていた空間に違和感を覚える。

　仮面を付けていた人達の仮面は外れていて、素顔が丸出しになっていた。それに紫や緑など奇抜な色の頭をしていた人達は見当たらず、鳥頭の人もへんな仮装をしている人もいない。

　かくいう私も仮面をしていて幾らか狭く暗かった視界が、明るさを取り戻し、見晴らしが良くなっている。顔からは仮面の重みが消えていた。

　胸に垂れる髪も水色に戻っている。

「で、誰なの？」

「へ？」

「君が言う、近々婚姻する人っていうのは」

　知った声が私の目の前から聞こえた。顔を横に向けたまま固まる。

　でもそれはあり得ない。だってその声の持ち主はあそこに……。

　あれ？

　カーロラ王女の仮面が取れているのはいいが、彼女が組んでいる相手の男はロックマンではなく見たことのない男。薄茶色の髪に、背は少し低く、誰あれ。カーロラ王女も口に手を当ててびっくりした顔をしている。

　これはもしかして、魔法解除？

　でも仮面は魔法じゃないのに何で外れているんだろう。

　けれどじゃあ、私が踊っている相手は……。

　ギギギ、と首を横から前に向ける。

　そこには無造作な金髪を肩まで伸ばした眼鏡の男が、間抜け面をした私を見下ろしていた。

　眼鏡をかけている姿は初めて見たので一瞬違う人物に見えたが、よく見てもよく見なくてもその男は私がずっと見張っていた筈はずの人で、私と踊る筈のない人だった。

　豚の面影なんてものはない。

　カーロラ王女のほうに目をやってから、また目の前にいる人物を見る。

「へ？」

「あぁ、あれは僕の身体ごと仮装してたんだよ」

「へぃ？」

　変な声が出た。

「たまには豚になるのも悪くない。変身術は得意だけど、使いどころが中々無いしね。女性には声を掛けても無視されたりと寂しかったけれど、仮面舞踏会はまぁまぁ楽しかったよ」

　眼鏡の位置を中指で直して、私の頭を片手でポンポンと気安く撫でてくるこの男。

　私はすかさずその手をベシィッと払う。コイツに頭を撫でられるなんて、屈辱の中の屈辱！　いや、侮辱！

　すると今度は仕返しとばかりに軽く頭をペチン、いやベシッと叩かれた。痛いんだけど。

「な、なんで？」

　フォデューリ侯爵？

　豚の紳士？

　なんだそりゃ！

「なんでここにっ」

「なんでって、それは僕の台詞だよね」

　お前、お前、アルウェス・ロックマンじゃないか！

　眼鏡も金髪も瞳も肌もキラキラさせたキラキラ野郎が私の目の前に立っている。

「ふ、フォデューリ侯爵って」

「僕はフォデューリ侯爵だ。嘘は言っていない」

　なんだと。

　あれ、でもなら、この場合カーロラ王女との婚姻はどうなるの？

「というか……また何でこんな所にいるんだ君は」

　まったく馬鹿は困る、と私の頭を肩から背中に掛けていた布、マント？　でバッと覆いだす。視界が一気に暗くなった。

　えっ、ちょっと！

「ぶっ、ちょ、なにして」

　しかもまた馬鹿と言われた。腹立つ。

「だいたい父上絡みなんだろうが、君のことを知っている人間がいるのを忘れてない？」

「んん？」

　後頭部を掴まれ、胸元にぎゅっと押し込まれる。

　潰れる。顔が潰れる。こいつは私を押し潰して殺すつもりなんじゃないだろうな。

「ここにはマリスもいるんだよ。こんな所に君のような貴族でない人間がいると知れたら大変なことになる」

　なるほどそういうことですか。疑って悪かったごめん。

　けれどこのままではこの場から逃げることも何もできない。

　しかもカーロラ王女と踊っていた相手がロックマンだと思い込んでいた令嬢達も、こちらが本物のロックマンだと気づいたのか、ヒールをカツカツと鳴らしてこちらに近づいてくる気配を感じた。

　もう〜アルウェス様！

　騙すなんて酷いですわ！　と声が聞こえる。

　そ、そうだ今の内に、

「こんな時になんだけど、ちょっと耳かして」

　胸へ押し付けられた顔をグリグリと上に向けて、わずかな布の隙間から見えるロックマンの顔を窺う。

「なに？　言っておくけど格好的に耳は今貸せないよ」

　腕の布の隙間から見える私に顔を近づけたロックマンは、かけている眼鏡を鬱うっ陶とうしそうにして目を細めた。

「分かってるってば」

　私は本来の目的を遂行しよう。

「アンタ王女のこと、好きなの？」

　もの凄く小さな声で、けれど相手に届くように問いを投げた。

　ちゃんと聞こえたかな、と隙間からロックマンの様子を窺う。

「全く何を言い出すかと思えば」

「で、で、どうなの」

　早く答えてもらい、パパパッとこの腕から抜け出して、この大広間から一刻も早く退散させていただきたい。勿論水色に戻ってしまった頭には紙ナプキンを巻いて。

「じゃあ耳をかして」

　軽く溜め息をつかれたあと、内緒話をするかのような声で静かに言われる。

「ドーラン王国魔術労働法第三条と第十七条、貴族法第三十条に続く第三十一条」
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　……。

「は？」

「分からない？」

「いやそういう問題じゃ」

「なるほど。まだまだ勉強不足だ」

　思わず拳を握ったが、堪える。

　絶対凍らせてやる！　この男！

　しかも答えをはぐらかされた上に笑われてるし。

　というか公爵、結局収穫なかったよ！

「アルウェス様！　何故っ」

　そうしていると、カーロラ王女がロックマンに駆け寄ってきたのが分かる。

　そしてそれとは逆で、奴はゆっくりと布の隙間から顔を離した。

　動揺のどの字もない。この状況に少しは焦ったらどうかと客観的に思う。

「やぁカーロラ。今日も綺麗だね」

「綺麗って、それより！　なんで貴方」

「君が好きなのは誰？」

　抱き込まれている為、声しか聞こえない。けれどロックマンの発した言葉のお陰で、この場が妙な雰囲気に包まれたのが分かる。

　周りの貴族達の話し声も聞こえないので、この二人のやり取りを見ているのだろうか。

「僕じゃあ、ないよね」

　私の身体を押さえている腕が、ほんのわずかに締め付けを強くした。

「なっ何言ってるの？　私が好きなのはアルウェス貴方で」

「違う。これ以上進んだら取り返しのつかないところまで来てしまうよ。その前に君には僕を振ってもらわなきゃいけない」

　痴ち話わ喧げん嘩か……とはまた違うような。

　つまり、なんだ？　カーロラ王女はロックマンを好きではなかったと？

　ならばなぜカーロラ王女はロックマンと結婚をしようと？

「お父上にちゃんと言ってごらん。可愛い娘の願い事を、無む下げにするような王じゃない」

「私、私……」

「大好きな男の隣で笑う君が、僕は大好きだよ」

　グスン、とカーロラ王女の涙声が聞こえる。

　女泣かせの遊び人が、ついに一国の王女を泣かせる場面に出くわそうとは。

　全く嬉しくないうえに、そろそろ暑くなってきたこの腕というかマントの中から出たくなる。

　出られないけど。

「そうね……そうよね。馬鹿ね私」

「行っておいで。あとは僕が何とかしておくから、君は国へお帰り」

　まるで小さい子の頭を撫で、あやすような声だった。

「……ええ、そうするわ。でも、でもね、アルウェス。私……結婚して一生をこの人と共にしていいと思うくらいには、貴方のこと好きだったのよ。貴方はそうでもなかったみたいだけど」

「結婚するなら僕も君みたいな賢く美しい女性が良いさ。でも僕は一生涯恋をしていたいんでね、こういう結婚はお断りだよ」

　恋と結婚がまるで違うものと言っているように聞こえる。

　つまり二人はお互いに恋をしていない、みたいな。

　ロックマンの言葉を最後に、カーロラ王女の声は聞こえなくなった。

　その代わり、誰かがヒールで掛けていく足音が近くから遠ざかっていく。

「どういうこと？」

「彼女には好きな男がいたんだ。ただそれだけ」

　小さく呟いた私の声に耳敏く気づいたロックマンがそう答える。

「え、じゃあロックマン失恋したの？」

「もしそうだったとして、それを本人に堂々と言うのはどうかと思うよ」

「あ、ごめん」

　コイツの気持ちが正直分からない。

　好きだったのか、別に好きじゃなかったのか。彼女のことを考えて行動をしていたようだけど、微妙な所である。

　失恋をしたのかと失礼なことを言ってしまった手前、またその話を蒸し返すのはどうなのかと思い、私は別の話を振ることにした。

「……あの、ところでさ。私帰りたいんだけどどうしたらいいの」

　別の話というか、私も人の色恋沙汰を茶化すほど暇じゃない。いや暇はあるけど、暇な時間があったら他のことに意識を向けたいという話だ。

　真っ暗な視界から早く抜け出して新鮮な空気を吸って王の島から下の王国にさっさと帰る。それが公爵から与えられた任務の次に自分で決めた任務。

「魔法は使えないし、マリスとかいるし」

「君をいつまでも腕に匿かくまっているのは無理だからね。どうしようか」

　公爵には私から何かを言わなくともロックマンから何か言うだろうし、なにはともあれカーロラ王女には好きな人がいて、でも素直になれなくて、それに気づいていたロックマンがお互い婚約に至る前に決断させたと。彼女は国へ帰り、ロックマンは此処に残る。これが二人が下した決断だと伝わるだろう。

「そういえばさっきも聞いたが、何で君は此処に？」

「……秘密の調査」

「あぁ、父上から僕の本心を探れとでも言われたのか」

　分かっているなら聞くなよ。

「なんで分かるの」

「父上と共に城へ入って来ていただろう。それに普段なら興味を持たないであろう質問を、僕だと分かった上でしてきていたよね」

　私がコイツにその手の質問をすること自体がおかしいということは、確かに一理ある。お互い何だかんだで相手の性格は分かっているつもりだ。私は全く分からないことばかりだが、そういう面においてはロックマンから自分がされてもおかしいと感じると思うので、そう考えれば見抜かれたのは当然の結果だと思う。

　それに公爵も公爵とバレバレな仮面をしていたうえに、その隣に見知らぬ女を伴ともなっていたら嫌でも気になるだろう。

　なんだ、最初から怪しまれていたのか。

「完璧な変装だと思ったのに」

「完璧に変装したいなら、美しくならないことだ」

「は？」

　美しくならないこと？

　変装して美しくなるのがなんで駄目なんだろう。というかこれは遠回しに美しいと言われているのか、どうなのか。でもそんなことを言うはずも思われるはずもないので、言っている意味が分からないという声を出す私に、ロックマンはこれだから君はと半なかば呆れ気味に言った。

　呆れられる意味も分からない私は、馬鹿じゃないと信じたい。

「はぁ──良い女ひとを見つけたと思えばこれだ」

「何？」

「なんでも。僕はくじ運が昔から悪いってことだよ」

　訳の分からない返答をされた私は尚なおも首を傾げる。

「アルウェス様、何をしていらっしゃるのですか？」

　グチグチ会話を続けている私達、いやロックマンに女性から声がかかった。

　そういえばまだあの状況から脱ぬけ出していなかったことに気づく。

「何でしたの？　先程のは」

「あの方って、カーロラ王女でしょう？　何か問題でもありましたの？」

　周りに次々と女性達が集まってくる気配がする。

　動けない。動いたら終わる気がする。

「アルウェス様、そのマントの下の女性はどなた？」

　マリスの声だ。彼女のその訝いぶかしげな言葉に、私の心臓がドクドクと跳ねる。

　この気づいてほしいけど気づいてほしくないもどかしい感じ。

　声も今になっては出せない私は、こうなったら！　とある手段を決行することにした。

「げほ、げほっ……ゴホッ」

「あら？」

　必殺病人作戦。

「グェッホげほ、げほっ」

　さも苦しそうに声を出す。

　苦しそう……ううん、実際苦しい。何故ならより本格的に苦しんだほうが良いと思い、自分で自分の喉元を親指で一生懸命つついているからだ。

　今の私は演技派の魔法使い、ナナリーよ。

　早くこの仮病作戦に気づけとばかりに、私はロックマンのほうを向いて咳をする。しかしロックマンの身体が少しというか小刻みに揺れている気がするが、気のせいだろうか。

「アルウェス様？　何か面白いことでもありまして？」

「ああ、いいや。それよりこちらの彼女の具合があまりよくなくてね。酷すぎて顔も見せられないような状態なんだ。鼻水を垂らして鼻の穴を開けて脂あぶら汗あせをかいた顔なんてとてもじゃないが醜みにくく見られたものじゃないだろう？」

　オイなんだと。

「まぁ！　そうでしたの？」

「でしたら早く帰られたほうが良いかもしれませんわね」

　コイツはどれだけ私を醜女しこめに仕立て上げたいんだ。意図が伝わったのは良いけれど、なんか納得がいかない。試験で百点満点だったのに、実は百一点満点で満点ではありませんでしたと言われた時並みに納得がいかない。

　けれど令嬢やマリス達はそれに納得したようで、あちらから出られますとロックマンを誘導し始める。

　ありがとう、と涼やかな声で言う奴に舌打ちをしたくなったが、何だかんだ隠してくれている状態なのであまり文句は言えない。

　しかしまさか変身を解かれてしまうとは、仮面舞踏会の意味が全くないじゃないか。




「この城から出たら使い魔で島から離れるんだ。いい？」

「はいはい。あ、というか魔術労働法って」

「黙って。君との会話は神経が削そがれる」

　私の長いようでそこそこ短かった一日は、城門前でこんな会話を奴と交わして終わった。

　まだまだ解決していない問題が山済みの中、またしても出て来たロックマンの変な謎かけに、私は口をへの字に曲げて使い魔のララをを召喚する。いちいち腹の立つ奴だ。

　私との会話を終えたロックマンは、もう用はないとばかりにスタスタとこちらに見向きもせず城の中へと戻っていく。

「ふん、お馬鹿炎め」

　ちなみに城の外には騎士も誰もいない。

　結界があるとはいえこんな無防備で大丈夫なのかと思いながら、私はララの背中に乗って島の下へと帰った。





（次巻に続く）




　番外編　ある日の授業風景・四年生

　今日も今日とて、私の人生に欠かせない魔法の授業が始まる。

「さて、今回の授業は心しん鏡きょう術じゅつを教えよう」

　教壇に立っていたボードン先生が手を叩いた。

　外はあいにくの雨模様。しとしとと雨の日特有の静けさと音が聞こえる中、灰色に染まる島の空とは反対に、教室の中はいつも通り明るい照明が私達を照らしている。

　窓際に座る私は、窓に打ち付けられる雨を横目で時折眺めては教科書を撫でた。湿気で広がりそうになる髪も、ついでに撫でつける。

「この魔法は教科書には載っていないから、今日は書きとめと実践だけだ」

　教室担当の彼は、そう言うと教科書を閉じる仕草をする。私は撫でていた手を止めて先生を見た。

「心鏡術ってなんですか？」

　前のほうの席に着いていた貴族の男子生徒が手を上げた。

　心鏡術。確か図書室の心理の棚で見かけたことがある。見かけたというよりも、読んでいた本の中にそれがあったのだが。

　心理の棚には、魔法における人間の心の状態で発動の大きさが変わる魔力の仕組みや、起伏、心身の健康状態の大切さなど、魔法と言うより道徳心理を説とくような内容の本がたくさん置いてあった。

　勉強のため図書室で過ごすことが多かった私は、図書室にある全ての本を読み漁ろうと、端から端まで順番に読んでいる。図書室はとても広く、多くの本を読んできた私だけれど、読み終わるのにきっちり六年はかかりそうだった。心理の棚は三年生の時に制覇したけれど、その際に「心鏡術の理ことわり」という本を見た覚えがある。

「心鏡術とは、相手の心の奥底にある本当の心、つまり本音を引き出す魔法だ。ついでにこれは鏡を使わないとできない」

「鏡？」

「相手に鏡を向け、顔を映し出す。上手く術が働けば、鏡に映った人間の口からペラペラと嘘偽りない言葉が引き出せる」

「鏡に映った自分が、勝手に話し出すんですか？」

「えぇ！　そんなのやりたくない」

「嫌だわ！」

　皆から不満というか、反対の声が上がった。

　それもそうだろう。

　そんなことができてしまったら、答えたくないことまで答えてしまうばかりか、悪用してしまう人間も出てきてしまうかもしれない。

　しかしこの魔法は。

「何を言っているんだ。この魔法はそう簡単にできる物じゃない。二年、三年、十年かかってもできない奴が多いんだぞ」

　そうなのである。

　心鏡術は非常に繊細で高度な魔法。魔道具ではない普通の鏡を操り、尚且つ魔法をかける相手にも同時に術を張り巡らせなければならないことから、最も難しい魔法の一つとも言われていた。

「心鏡術は更に、相手を屈服させなければならない」

「屈服？」

「精神的に負かすんだ。この魔法は王国裁判院でも騎士団でも、罪人の自白や真実を見極める際に使われる。とても高度な魔法だ」

「どう屈服させるんですか？」

「ん？　ああ、相手に一瞬でもこちら側が有利だと思わせればいい。例えば弱みをチラつかせてみるとか、な」

　ニカっと笑い悪戯な表情をするボードン先生。

「なんだ、簡単じゃないか」

　自分にもできそうだと胸を張る生徒が、得意げにそう言った。

「そうか？　できそうか？　簡単かどうかは、やってみなければ分からんぞ。たとえ屈服させたとしても、他に気を付けなくてはいけないことが山ほどある」

　屈服させることに集中しすぎて、鏡にかける術を怠ったりなどしてはいけない。

「今から鏡を、二人一組に配る。隣のやつと使え」

　教壇の前に置いてあった茶色い箱。何が入っているのかと思っていたが、箱の蓋が開けられると、中から丸い鏡が何十枚も浮いて出てきた。ふよふよ一度その場で浮遊すると、先生の合図と共に私達の席のほうへと鏡が飛んでくる。

　一枚の鏡が目の前に降りてきたので、私はそれを片手で掴んだ。

「はぁ……」

　隣の奴。つまり私の隣は『奴』なワケなのだが。

　四年も席を共にしていればこういう事態には慣れるものの、つい「チッ」と心の中で表情が憎々しく歪ゆがんでしまうのは仕方のないことであった。







　呪文や所作を先生から習ったのち、実践とのことで隣り合った生徒同士で魔法をかけあいなさいとの指示が出た。

　先生に指示をされては文句も言えないので、先程まで奴とは反対側に向けていた膝と顔を右にギギギと向ける。

　認めたくはないが、高確率であいつの魔法は成功する。というか失敗したところを私は今まで一度も見たことがない。私も負けじとなんとか成功はさせてきたが、こういう授業では皆私達の組は簡単にできるのだろうと、毎度四方八方から視線が送られていた。前の席に着いているゼノン王子などはまったく隠す素振りも見せず、堂々と後ろを向いて私とロックマンを見ている。

「へー、屈服ね。まずは僕から魔法をかけてあげようか」

「望むところじゃない！　ぜぇったいに成功なんてさせないから！」

　ロックマンは人差し指を遊ばせるようにクルクルと回し片眉を上げると、余裕の表情で私を見てくる。どうせ成功すると思っているのか、一体どんな質問をしようかと嫌な笑みを浮かべて頬杖を突いていた。いちいちむかつく男である。

「じゃあこっち向いて」

「ふん」

　とりあえず相手の目を見なければいけない魔法なのでロックマンのほうを向くが、あまり見ていたくもないので目を閉じて横を向く。

「あのさ、ちゃんとこっち見てくれない？」

「はいはい」

「ハイは一回でいい」

「はいはい」

　仕方ないのでゆっくりと目を開き、ロックマンを見る。正確にはロックマンの目を、だ。

　相変わらず奴の目は私の目とは対照的な、真っ赤な瞳をしている。火型には赤い色素を持つ人間が多いのか、マリスもマリスで髪が赤い。ベンジャミンも赤い色素を持っており、これはやはり火型特有なのかと、そんなことを呑気に思いながら赤い瞳をじっと見つめた。

「パグラータ（心を開いて）、パグラータ（心を開いて）」

　ロックマンが呪文を唱え始め、鏡を私に向ける。相手も私の瞳を見つめ返し、真剣な表情で取り組んでいる。

「パラゲーテドゥーナ（心は私のもの）」

　呪文を唱えるたびに、昨日切ったばかりであろう金色の髪が、肩の上辺りで揺れている。

「ほら、ちゃんと僕を見て」

「見てるっての」

　しかし絶対に成功させるものか。先生は屈服させる以外にも必要な要素はたくさんあると言っていたが、その必要な要素はおそらくこいつに限りそこまで難しいものではない。

　私が抗あらがえるとしたならばそれは、奴に屈服しなければいい話なのだ。精神的にこいつと対等か上になれば、おそるるに足りず。

　私はこいつより上、私はこいつよりずっと上、と何度も自分に念じながらロックマンを睨みつける。

「……なんて不細工な面つらを」

「ば〜か。その手には乗らないからね」

　私をおちょくり始めたので、すかさず反撃した。怒るのを狙っているのだろうが、そんな幼稚な手には乗らない。

　そして私の頑張りもあってか、ついに奴がこの魔法を成功させることはなかった。

「こういう精神的な魔法は馬鹿氷が相手だと駄目だ。強気過ぎる」

　当たり前だ。誰がお前などに屈服するか。

　馬鹿氷と言われているのはこの際いつものことなので気にしない。

「アルウェスにも苦手なものはあったか」

　後ろを向き私達を見ていたゼノン王子が、不貞腐れた表情をしたロックマンに笑っている。私も高笑いを決めたいところだが、それは自分の魔法を成功させてからだと、拳を握り気合いを入れた。魔法を私にかけることができなかったロックマンを見て、本当は踊りでも踊りたいほど高揚した気分ではある。が、自分が失敗したら、それこそ相手に何と言われるか分からない。

「じゃあ次は私の番。こっち向いて」

「はいはい」

　ハイは一回とか私に言ったくせにと思いながら、意識を集中させるために心を落ち着かせる。

「パグラータ、パグラータ」

　嫌だが、もう一度ロックマンと見つめ合う。誰が好きで敵と一日何度も目を合わせなくてはいけないのだろうか。勉強のためと、その思いだけが私を支えている。

　しかし呪文を唱えながら鏡にも意識を集中させていると、ふと何故か今、とてもくだらないことが頭を過よぎった。

『お前はすでに……すでに……』

　今朝のベンジャミンの寝言だ。

『お前はすでに──豚ではない』

　いったいどんな夢を見ていたのか、早起きしていたニケとその寝言を一緒に聞いて爆笑した。赤い瞳からベンジャミンを連想してしまったのだろうが、何故今思い出してしまうのだろうか。

　真剣になればなるほど、その時の状況が鮮明に蘇ってくる。

「ぷっ」

　術中だというのに、ふふ、と思い出し笑いをしてしまった。

「あっ、いけないいけない」

　駄目だ、魔法に集中しなきゃと思い直す。ロックマンから馬鹿にされかねないというのに、阿呆か私は。

　こういうところが自分の欠点というか駄目なところでもあるのだろうと己を叱しっ咤たしていると、向かい合っているロックマンの様子がおかしいことに気がつく。

「うん？」

　奴の表情は固まり、まるで時間を止められたかのようにピクリとも動かなくなっていた。顔の前で手を振ってみるが、まったく反応がない。

　もしやこれは。いや、こんなあっさりできてしまうなんて、そんな馬鹿な。

　試しに話しかけてみる。

「あなたの名前は？」

『アルウェス・ハーデス・アーノルド・ロックマン』

　私の問いに、こいつ自身ではなく、鏡に映ったロックマンがそう答えた。

　声変わりを終えた、低い男の声だった。

「おお！　ナナリーできたじゃないか！」

　私達を他の生徒達同様見ていたのか、ボードン先生が手をパチパチと叩く。そして先生の声に注目してか、さっきよりも多くの視線が集まったことは間違いない。その証拠に、ロックマンの顔が何となく物凄く嫌そうだった。表情が固まっているので分からないが、何となくそう見える。

　魔法が成功したことに自分自身驚くも、ロックマンができなかった魔法ができたという事実に、頬が緩んでしまった。

「ふっふっふ。なんて質問しようかなぁ」

『不細工な面だ』

「こいつ……」

　鏡の中のロックマンが喋り出す。

　なるほど。だいたいこいつがいつも本心で私と話しているのは分かった。話すのは授業で組にならなければいけない時や喧嘩の時だけで、いつもと言うほどそれほど多く話したことはないが、とりあえずイラっと来たのは確かである。

「ヘル、分かっているでしょうね」

「え？」

　てきとうに質問を始めようとした私に、斜め前の席にいる貴族の女子生徒、いやこの教室全ての女子からキラキラ、ギラギラした瞳が向けられていた。一体何事だと思っていると、ヘル！　とこれまた遠くの席からマリスが声を上げた。

「女性の好みを聞くのですわ！」

「いつもはぐらかされてしまいますものねぇ」

「好みぐらいでしたら、きっとロックマン様も大目に見てくださるわ」

　ここぞとばかりに貴族女子達は一致団結し、私達の席の周りにドタドタと集まってくる。淑女の落ち着きはどこへ行ったのか。こらこらやめなさいとボードン先生が落ち着かせようとするも、女子達の勢いには負けるようで苦笑いをしていた。

「好み？」

　しかし女性の好み、か。

　そんなことを聞いても私には何の役にも立たない。むしろ知りたくもないのでどうでも良いのだが、周りに来た貴族女子の頼みを無下にするのは少し、いやかなり怖い。ロックマンには屈服しないが、貴族女子達相手なら私は早々に屈服していただろう。

「じゃあ、女性の……好みは？」

　無表情で抵抗できない状態のロックマンに対し、若干悪いなと思うものの、私は女子達に押されて質問を投げかける。

『僕は──』

　私の問いかけと同時に鏡の中のロックマンが口を開けた。

『ぼ、く……』

　だが先程とは少し違い、なかなか喋り出さない。

　本体のロックマンを見れば相変わらず無表情なものの、こめかみに汗が伝っているのが見えた。もう一度鏡の中を見ると口と顎がぎこちなく揺れていて、話そうとしているのに、まるで誰かに魔法をかけられて動きを止められているかのような状態だった。

　もしやこれは、ロックマンが魔法に抗っているのだろうか？　不思議な状態である。心鏡術自体、実際に見たこともなく初めてやるものなので分からないが、だとしたらなんて精神力なのだろう。

　一度身体的に魔法に囚われてしまうと、第三者が無理にでも引き離さない限り魔法からは抜け出せない。思いがけず魔法がかかったことを嬉しく思ったが、魔法が完全にかかっていないらしい状況に悔しい気持ちになる。

『焦げ茶……色、の……髪』

　けれど、声が微かに聞こえてきた。

『明る……く……元気……』

　貴族女子達はその声を聞き逃さないとばかりに、自分の耳に手を当てて私達の周りを囲んだ──が。




──パリン!!




「わ！」

　私の持っていた鏡が割れた。

「ッハァ、ハァ……」

　鏡が割れたのと同時に魔法が解けたのか、ロックマンが額に手を当てて大きく息継ぎを始める。まるで空気のない所にいたかのように、やっと息ができたと酸素を吸い込んでいるようだった。

　割れた鏡の残骸を見て目をパチパチさせている私を目にすると、ロックマンが物凄い形相で私に人差し指を向けてきた。心なしか、背後に炎を背負っている。

「グリニュード（焼き尽くせ）」

「ぎゃあ！」

　髪に火が付き、燃やされる。

　私はそうはさせまいと頭を氷で覆い、火を打ち消した。こうなれば喧嘩の始まりだ。

　教室の皆は「また始まった」と私達の周りを更に囲み、女子達は相も変わらずロックマンを応援しだす。

　ボードン先生は好きにやってくれと、教壇の横にある椅子で居眠りを始めた。

「あら、外が晴れましたわ」

「ほんとね」

　憂鬱な雨はどこへやら。

　眩しい太陽が顔をのぞかせ、暖かい日射しが王の島に降り注いでいた。
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